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発刊のことば

第 3 回世界のウチナ ー ンチュ大会のプレイベントとして、 2001年 7 月に「ジュニアスタデイ ー

ツアー 」が行われました。

海外12 カ国から県系人の児童生徒50名が来県し、 県内50名の児童生徒とともに、 沖縄の歴史、

文化、 自然、 平和についての体験学習を行い、 母県・沖縄への理解を深めることができました。

沖縄の美しい海とやんばるの自然、 首里城の美しさ、 三線の音色、 エイサ ー の勇壮なリズム、、

ホ ー ムステイ先での楽しい団らんなどなど、 参加者の皆さんのそれぞれの胸の中には、 ツア ー の

間に体験したさまざまな思い出がたくさん収められていることと思います。

ジュニアスタデイ ー ツア ー の実施により、 世代交代が進みつつある海外県系人社会の若い年齢

層を対象にウチナ ー ンチュアイデンテイティ ー の継承が図られる一 方で、 県内の子供達にとって

も、 海外の子供達と交流するいい機会となり、 沖縄を中心にした若い世代の国際ネットワ ー クが

一層広がりました。

このスタデイ ー ツア ー で育んだ友情を大切にして、 参加された皆さんが、 これからも国際的視

野を一層広げ、 将来、 国際交流・協力の担い手として御活躍されることを期待するものです。

ツア ー 終了後、 生徒の父兄や海外県人会など、 多くの関係者の皆さんから、 この事業に対する

高い評価をいただくとともに、 この事業を継続して行ってほしいとの要望が寄せられています。

その要望を受け、 県としてはジュニアスタデイ ー ツア ー を継続的に実施し、 海外県系人社会との

結ぴつきを一層強化していくことにしています。

この報告書は、 ジュニアスタデイ ー ツア ー の記録として、 ツア ー の全日程の内容と写真、 そし

てツア ー が終わってからの参加児童の感想文等をまとめたものです。参加者の皆さんのよき思い

出となるとともに、 この報告書が今後母県への関心を高め、 交流の促進の一助として活用される

ことを希望いたします。

終わりに、 ジュニアスタデイ ー ツア ー の実施にあたり、 御尽力いただきました関係者の皆様に

改めて心から感謝を申し上げます。

平成13年9月30日

第3回世界のウチナ ー ンチュ大会実行委員会

会 長 沖縄県知事 稲 嶺 恵 一
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1. 目的 ・ 内容 I
「第3回世界のウチナ ーンチュ大会ジュニアスタディ ー ツア ー 」は、 海外県系人

社会の児童生徒を沖縄に招待し、 沖縄の歴史、 文化、 自然、 現在の社会状況の体験

学習と、 沖縄の児童生徒との交流プログラムを通して、 母県 ・ 沖縄とのきずなを深

めることにより、 県系人社会の発展とウチナ ー ンチュネットワ ー クを担う人材育成

に貢献する目的で第3回世界ウチナ ー ンチュ大会のプレイベントとして実施。

2. 参 加 者 I
■海外児童生徒50名（満10歳以上の小・中・高校在学生）

■県内児童生徒50名（小学4年生～高校生）

3. 実施期間 I
■2001年7月23日（月） ～29日（日）

4. 主 催 I
■第3回世界のウチナ ー ンチュ大会実行委員会

5. 特別協賛 I
■日本航空株式会社 ・ 日本トランスオ ー シャン航空株式会社

-2-



■カリキュラム 1 

只 Iカリキュラム1日程 学 習 内 容 目 的

県立博物館

歴l見学

史

学

習
I 首里城見学

(1)フィルム鑑賞

7 /241 
く戦前の人々の暮らし＞

(2)昔の生活道具体験コー ナ ー

(3)常設展示見学

自らのル ーツである沖縄の起源
をたどることで歴史・文化を知
り当時の人々の生活など身近な
視点からも、 沖縄の独自性を理
解する。

7 /241 
(1)御庭、 下御庭、 首里杜館
等見学

今帰仁城址

見学
7 /28 I (1)今帰仁城址のつくりと歴史

ユネスコに登録された、 首里城
跡・今帰仁城址を見学し、 沖縄
の特徴ある建築・外交・歴史な
どを広い視点で学ぷ。

平

和 1 南部戦跡

学Iめぐり

習

(1 l 1 フィー トフィルム鑑賞
(2)沖縄県平和祈念資料館 見学
(3)第32壕軍跡 見学

7 /25 I (4膚児の塔 見学
(5)平和祈念堂 見学

太平洋戦争において｀ 日本で唯
ーの地上戦があった沖縄戦の跡
を追うことにより、 沖縄戦の歴
史的教訓をしっかりと受け止め、
平和の意味を考える。

(1)三線 沖縄の伝統文化、 芸能を実際に
三線の扱い方、 音の出し方、 体験することにより、 その素晴

文 短い曲の演奏 らしさを実感させる。 また、 基

化 1) 三線 (2)琉舞 礎を習得することで、 今後の伝
＃ 2) 琉球舞踊

足の運び、 手の動き、 短い 統芸能を学ぶことへの足がかりコ

能 3) 空手
7 /26 曲の習得 とする。

(3)空手
学 4) エイサ ー

手足の運び、 基本の型
習 (4)エイサ ー

バ ー ランク ー を使ったエ
イサ ー 演舞

Aコ ース 沖縄の大自然が色濃く残るヤン

自 (1)野生生物保護センタ ー バルの自然を体験することで、

然 ゃんばる
(2)比地大滝トレッキング 沖縄独特の動植物の生態を学び、

7 /27 Bコ ース 自然とのふれあいを通してその
学 エコツア ー

(1)サキシマスオウノキ見学 大切さを学ぶ。

習 (2)慶佐次マングロ ー プ見学

(3)ウッパマ海浜散策

-3-



I ■全日程

ふ 7 月23 日（月） 7 月24 日（火） 7 月 25 日（水）

く海外児童＞朝食 朝食 朝食
◆ユ ースホステル食堂にて全員 ◆ユ ースホステル食堂にて全員

9 : 00 
lホー ムル ー ム●体協会館にてl lホー ムルー ム◆体協会館にて

10: 00 
くクリ ー ン

キャンペ ー ン参加＞
●セレモニ ー ・アトラクション参加

11 : 00 
く平和学習＞

昼食 ●大型パスにて移動 平和祈念資料館

12 : 00 
昼食（弁当） 昼食（弁当）

●徒歩にて移動

13: 00 く県立博物館＞
く開講式＞

学習（歴史）
◆平和祈念資料館

くオリエンテー ション＞ ◆平和の礎

14 : 00 
●武道館（第一練成道場）
●ツア ー の目的説明 ◆第32軍壕跡

●リ ーダ ー・ 引率者の役割説明 ◆健児の塔
●纂団生活ル ー ル説明

◆平和祈念堂15: 00 - ●スケジュ ール説明 ●首里城へ徒歩で移動

16: 00 く首里城見学＞
＜那覇市街地散策＞

●7名＝1チ ーム構成

17 : 00 -
宿舎着
●シャワ ー等自由時間

18 : 00 
●徒歩にて県庁に纂合 宿舎着 夕食

●シャワ ー等自由時間

19: 00 -
くウェルカムバー ティ＞

◆県庁逓下1 Fレストラン 夕食＆ホ ームルーム く平和意見交換会＞
◆ユ ー スホステル研修室にて

20: 00 
●大型パスにて移動 就寝 就寝
就寝

＜沖縄国際ユ ー スホステル泊＞ ＜沖縄国際ユ ー スホステル泊＞ ＜沖縄国際ユ ースホステル泊：

- 4-



7 月 26日（木） 7 月 27日（金） 7 月 28日（土） 7 月 29日（日）

叩 朝食＆ホ ームルーム 6:40 朝食＆ホ ームルーム 朝食 引続きホ ー ムステイ先

惰〇 ●大型パスにて移動 I ホ ー ムルー ム I I I 事前学習（バス内）

江化芸能体験学習＞ 6:40 朝食＆ホ ームルーム
こ泉洞王国村会場 事前学習（パス内）

,；線
＜ゃんばる く今帰仁城址見学＞

i球霙踊 ェコツア ー ＞
ホ ー ムスティ家族迎え

炉手 A •野生生物保護センタ ー

・比地大滝沢登り

食（弁当） B・ サキシマスオウノキ ，
こイサ 一 体験 ・慶佐次マングロ ー ブ

・ウッバマ海浜散策 ◆北谷町美浜通過

昼食

くコンベンション
昼食 センタ ー見学＞

宿舎麓

ピ ー チレク ●沖縄国際ユ ー ス
リエ ー ション＞ ホステル到着

且納村名●真海岸にて ホ ー ムステイ家族迎え

•宿舎着 •宿舎着

く修了式＞
.，，ャワー等自由時間 ●シャワー等自由時問 ◆パシフィックホテル

万座の間

・タ食 ホ
●修了証交付

I ●記念品朧呈（アルパム）
夕食 ム くさよなら

ス バ ーティ＞
じャンプファイヤ ー フー

体験発表会イ

就寝 就寝

：ンションキャロライナ泊＞ くペンションキャロライナ泊＞ くホ ー ムステイ＞ ＜沖縄国際ユ ースホステル泊＞
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実施日程〈海外児童生徒迎え〉 ］ 
メキジコからの参加者を始めに、 次々と海外から来沖した。
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I ■実施日程 く第1日目＞ 7 月 23 日（月） I 

ジュニアスタディ ー ツアー 第一 日目には、県立武道館にあいて、 海外参加者と県内参加者が一堂に会し、
開講式が行われた。

翁長良盛大会実行委員会副会長の開講のあいさつの後、 稲嶺恵ー大会実行委員会会長（知事）から「沖縄
の歴史や文化についてできるだけ多くのことを学んでいただき、 ウチナ ー ンチュとしての誇リを持って、 世
界にはばたくことを願ってありまg」と激励の言葉があった。

その後、 参加者はグル ー プ(7名編成）ごとに、 那覇市街地を散策。 市内の市場では初めて見る沖縄の食
べ物や工芸品に海外からの参加者たちは興味津々の様子で、 ポランティアガイドにたくさんの質問が寄せら
れた。

夕万は、県内高校生ポランティアが企画 ・ 運営するウエルカムバー ティー が開かれ、 ポランティアの指導
の下でグ ー ムやダンスを楽しむうちに、 初対面だった参加者たちはすっかり打ち解け合い、 交流の綸があち
こちにできあがった。

時 間 行 程

13: 00 I ◆開講式
①開式の言葉 司会：島田 薫 副参事

②開講の言葉 実行委員会副会長 翁長良盛

③学習ツ ール贈呈 実行委員会副会長 翁長良盛

④激励の言葉 実行委員会会長 稲嶺恵一

13:22 I ◆オリエンテ ー ション開始

15: 10 I◆オリエンテ ー ション終了～乗車～県庁へ

15:40 I●県庁到着

16:00 I ●那覇市街地散策

18:00 I ●徒歩移動～県庁へ

18:00 I ●ウェルカムパ ーティ ー

（地下 1 階「南天」にて）

19:00 I ●バスにて移動

19: 30 I ●沖縄国際ユ ースホステル着
シャワ ー等自由時間

20:00 ●点呼～就寝
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I ■ 実施日程く第 2 日 目 ＞ 7 月 24日 （ 火 ） ＿ 1 
第 3 回世界のウチナ ー ンチュ大会 1 008前イ ベ ン ト のためバ レ ッ ト く も じ前に集合。 ク リ ー ン ア ッ プキ ャ

ンベ ー ンに参加後、 イベン ト の プロ グラムで各国からの参加者による空手の演舞や三線の演奏、 ダンスなど
が披露された。

午後、 県立博物館で沖縄の歴史のピデオ を鑑賞 し た り、 昔の沖縄の民具などを実際に身に付けて みた り し
た。 その後、 沖縄の文化を象徴する首里城を 見学。 壮麗な建築1こ深い感銘を受けた様子であ っ た 。

沖縄地万は厳 しい暑さ が続き、 子供達は沖縄の夏の暑さに閉口 し たよ う で、 自国の夏の様子などについて
あ互いに話 し合っ た り しだ。

時 間 行 程

7:00 I ●起床～点呼～洗面

8:00 I ●ロ ピ ー集合～朝食

9:00 I ●駐車場集合～点呼～乗車～パレッ ト久茂地へ

10:00 I ●ク リ ーンキャ ンペ ーン参加

〈沖縄県知事 100 日 前宣言〉

セレモニ ー およびク リ ーン活動参加

11 : oo I ●点呼～乗車～県立博物館へ

12 : 00 I ●県立博物館中庭にて昼食 （弁 当 ）

12:30 I ●県立博物館にて歴史学習

15 : 00 I ●集合点呼～徒歩移動～首里城へ

15 : 30 I ●首里城見学

17 : 00 I ●集合点呼～乗車～宿舎へ

18 : ()()  I ● シ ャ ワ ー 等 自 由時間

18 : 30 I ●夕 食

20 : ()()  I ●点呼～就寝 （沖縄国際ユ ー スホステル）
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I · 実施 日 程 く 第 3 日 目 ＞ 7 月 25 日 （水 ） 一 ］

平和祈念資料館では、 戦争のビデオ を観ながら泣き出す子や館内の説明に真剣な表楕 で聞き入っ て いる子
供達がいた。 海外からの参加者の中には、 自分の学校で受けた第二次世界大戦の内容と、 ここ で新 し く学ん
だ戦争の内容の違いや犠牲者の数、 戦争の悲惨さ に鵞いた様子だ っ た。 宿舎に帰っ て か らの平和意見交換会
では、 祖父母から聞いた沖縄戦の話と 自分で新 し く学んだこと、 そ し て 平和の大切 さ に つい て 活発な意見が
出た。

時 間

7 : 00  

8 : 00  

9 : 00  

1 1 : 00 

12 : 00 

13 : 00 

16 : 00  

17 :―30 

18 : 00  

1 9 : 00  

20 : 00  

イ9丁-

●起床～点呼～洗面

●朝食

●バスにて南部戦跡へ移動

●平和祈念資料館 にて平和学習
※ 1 フ ィ ー ト フ ィ ルムの観賞な ど

●昼食 • 平和祈念資料館 にて （弁当）

●平和学習

※平和祈念資料館内展示物
※平和の礎
※第32軍壕跡
※健児の塔

※平和祈念堂

●バスにて宿舎へ移動

●シ ャ ワ ー等 自 由 時間

●夕食

●沖縄国際ユースホステル研修室 に て平和意見交換会

●点呼～就寝 （沖縄国際ユースホステル）

- 16 -
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玉泉洞王国村にて、 三線 ・ エイ サー ・ 空手 ・ 琉球舞踊なとの沖縄の伝統芸能を鑑賞後、 専門家の指導によ

り それぞれを実際に体験した。 そのあと恩納村のピーチに移動。 初めて 見る沖縄の海 1こ海外か らの子供達は

大感激だった。 夜は宿泊先のペンジ ョ ンに て キャン プフ ァ イ アー。 子供達は身振リ手振 り で コ ミ ュ ニケー ジ ョ

ンを と ることができ るようになり、 交流が一層深められた。

時 間 行 程

6 : 30 I ●起床～点呼～洗面

7 : 00 I ●朝食

8 : 00  I ●バス にて玉泉洞王国村へ移動

9 : 00  I ●文化芸能体験学習 （三つ の グルー ブ に分かれて体験）

※三線
※琉舞
※空手

1 1 :  30 I ●昼食、 玉泉洞王国村 にて （弁当）

1 2 : 30 I ●エイ サー鑑賞 ・ 体験

13 : 45 I ●バス にて恩納村へ

1 5 : 00  I ●ペ ンシ ョ ンキャ ロ ラ イ ナ着
●バス にて ピ ーチヘ移動

1 5 : 30 I ● ピーチ レ ク リ エー シ ョ ン （名嘉真海岸 にて）

1 7 : 1 5  I ●シ ャ ワ ー等 自 由 時間

18 : 00  I ●バー ペキ ュ ー （夕 食）

●キ ャ ンブフ ァ イ ヤ ー

20 : 00  I ●点呼～就寝 （ペ ン シ ョ ンキ ャ ロ ラ イ ナ）
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I ■実施日程 く第5 日目＞ 7 月 27 日 （金） ― — -

ペ ン ジ ョ ソか ら沖縄本島の北部に向けバス で出発。 専門家のガイ ド に よ る案内で二組にわかれて比地大滝

登 リ と塵佐次マ ン グロ ー プ海岸の散策 を 行 っ た。
現地に 向かうバスの中 では専門溝師に よる沖縄の動桓物や地形についての事前説明があ っ たのだが実際見

るのと間くのとは大違い で、 到善 し た と たんに大さわぎだ っ た。 比地大滝沢登 リ コ ー ス では子供達は岩によ

じ登 っ た リ 滑 っ て 転んだり しながら進ん でいき、 滝つlまに到着 し た と たん、 引率者の注意も最後ま で聞かす
に 次 々 と歓声 を 上げ飛び込んだ。

時 間
＿
了

‘.1
 

程

6 : 30 I ●起床 ～点呼～洗面

7 :  30 I●朝食

8 : ()()  I ●バスにてやんばるヘ

※ 車 内 にて事前学習

9 : 30 I●やんばるエコ ツア ー

※ Aコ ース野生生物保護センタ ー

→比地大滝沢登 り
※ B コ ースサキシマスオウノ キ見学

→慶佐次マングロ ー プ→ウッバマ海浜散策

1 2 : 00 I ●昼食 （おにぎり）

13 :00 I ●引 き 続 き やんばるエコ ツ ア ー

1 5 : 00 I ●バスにて宿舎へ移動

16 : 00 I ● シ ャ ワ ー等 自 由時 間

18 : 00 I ● 夕 食

19 :00 I ●感想発表会

20 : 00 I ●点呼～就寝
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I ■実施日程 く第6 日目＞ 7 月 28日 （ 土 ） ＿j 
六日 日 は合帰仁村歴史文化セ ン タ ー に て説明をうけ、 合帰仁城址見学のあと に、 ウチナ ー ンチュ大会の行

われる宜野湾市の コ ンベン ジ ョ ン セ ン タ ー を見学。

県内の参加はここで一度家にかえることになり、 県外か らの参加者たちは一泊二 日 のホ ー ム ス テ イ を する。

時 間 行 程

7 : 00 I ●起床～点呼～洗面

8 : 00  I ●朝食

9 : 00  l ●バス に て今帰仁城址へ移動

10 : 00 I ●今帰仁城址見学

1 1 : 30 I ●北部地区ホス ト フ ァ ミ リ ー迎え

●バス に て那覇へ移動

※北谷町 ミ ハマ通過 （車内 見学）

※昼食、 車内 にて （弁当 ）

1 3 : 30 I ●沖縄コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー 見学 （万 国津梁の鐘な ど）

1 5 : 00  I ●沖縄国際ユー ス ホステル着

●中南部地区ホス ト フ ァ ミ リ ー迎え
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■ 実施 日 程 く第 7 日 目 ＞ 7 月 29 日 （ 火 ）ー一j

バジフ ィ ッ ク ホテルに て修3式が行われる。 修了書贈呈、 記念品アルバム を うけと っ たあとはサヨナラバー
テ ィ ー 。 バイ キ ングデイ ナ ー と海外参加者による琉球舞踊や三線などのバフ ォ ー マ ン ス を見ながら最後は カ
チ ャ ー ジ 一 、 大会テ ー マ ソ ングで爾を閉じた。 ツ ア ー を 通 し て得た友人との別れ を 惜 し み、 再会を誓い抱き
合 っ て泣 く ジ ー ンが見られた。

時 間 ，，1丁＿ 程

1 7  : 00 ●修了 式開始

18 : 00  ●さ よ な ら バ ー テ ィ ー 開 始

1 9 : 00 ●県 内 参加者は各 自 帰宅

●海外参加者はバ ス に て宿舎へ移動

1 9 : 30 ● シ ャ ワ ー等 自 由 時間

20 : 00  ●点呼～就寝 （沖縄国際ユ ー ス ホス テル）
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I ■ 実施 日 程 〈海外参加 者見送 り 〉 7 
ツア ー を通じて得たウチナ ー ソチュアイ デ‘ノテイ テ ィ ー を胸に参加者たちは帰国 した。
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て





□ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （海外参加者） I 

与 儀 エ リ カ

（ ブ ラ ジル）

私達 5 人が今度沖縄県 か ら 招 待 さ れ て 、 沖 縄 を 訪 問 い た し ま し た 。 ご招待 く だ さ い ま し た 沖縄県知事は じ

め 、 県の皆様あ り が と う ご ざい ま し た 。 ま た 、 私達 を す い せ ん し て く だ さ い ま し た プ ラ ジ ル沖縄県 人会の皆

様、 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た 。

私 は 、 沖 縄 に 行 く の は は じ め て で し た 。 世 界の く に ぐ に か ら 、 参加 し た お 友達 と い っ し ょ に あ う の も は じ

め て で し た 。 今 ま で勉 強 し て き た 日 本 語 と 英語 を つ か っ て 、 み ん な と 話がで き 、 と っ て も よ か っ た と お も い

ま す 。

沖縄に い っ て 一 番 か ん じ た こ と は ff い 海 や 、 と っ て も き れい な 空の も と で 、 かな し い 戦争があ っ た こ と で

す。 私 は 平和 祈 念公園 に い っ て 、 平和 の い し じ ゃ脊料館 を 見学 し て 、 戦争の い た み を す ご く む ね に か ん じ ま

し た 。 沖縄の 人 は 平和 の 大切 さ 、 戦 争 の か な し さ を よ く 知 っ て い る と 思 い ま す 。 沖縄の 人 は平和の 大切 さ を

世 界 に 呼 ぴか け る ぺ き で す 。

沖縄の 家 の や ね に は シ ー サ がお い て あ り ま し た 。 ま た 、 か ど に あ る 家 に は い し がん と う がお か れ て い ま し

た。 そ の よ う な プ ラ ジ ル と ち が っ た し ゅ う か ん に た いへん き ょ う み を も ち ま し た 。

は じ め て あ う 親戚の お じ さ ん 、 お ば さ ん に 大変親切 に 迎 え て も ら い ま し た 。 い ち ど も あ っ た こ と も な い 親

戚の皆様 に 親切 に さ れ 、 血 の つ な が り と い う も の は 大切 に し な け ればな ら な い と 、 つ く づ く 感 じ ま し た 。 か

わ い い シ ー サ ー と ご う や ま ん を お み や げに も ら い ま し た 。 私の い っ し ょ う の お 守 り に し た い と 思 い ま す。

ア メ リ カ 、 カ ナ ダ 、 メ キ シ コ 、 ポ リ ピ ア 、 ペ ル ー な ど、 ほ か の 国 か ら き た 子供達 も 、 そ れ ぞれ、 言葉 も 習

慣 も 違い ま す が、 し か し 、 み ん な ウ チ ナ ン チ ュ の子 供達 な の で 、 と て も 身近 に感 じ 、 と っ て も す て き な お 友

達に な る こ と がで き ま し た 。 プ ラ ジ ル に 帰 っ て も 、 他 の 国 か ら き た お 友達 を 大切 に し 、 手紙 な ど送 っ て 、 仲

良 く お つ き あ い し た い と 思 い ま す 。

私 は こ ん ど沖縄 に い っ て い ろ い ろ な こ と を 見 た り 聞 い た り し 、 今、 も っ と ウ チ ナ ン チ ュ に な っ た よ う に 思

い ま す。 沖縄県 人会の皆 さ ん 、 素晴 ら し い 旅 と 勉強 の機会 を あ た え て く だ さ い ま し て 、 本当 に あ り が と う ご

ざい ま し た 。 毎年 、 こ の よ う な 、 素晴 ら し い機会 を 、 プ ラ ジ ルの 子供達 に あ た え る よ う お願 い し 、 私の ス タ
デ イ ツ ア ー に 参加 し て の 報 告 と し ま す 。 あ り が と う ご ざい ま し た。
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鼻 ．贔

「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー」

太 田 ヂ オ ゴ

（ ブ ラ ジル）

今年は第 3 回 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会がI I J J  I ( 」 か ら 4 F l  Ill] も あ る が 、 そ の 前 に ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ

ア ー と い う 行事があ っ て 、 少 年 少 女が 世 界 中 か ら 艇 ま る の で北 し そ う だ ね と お じ い か ら ！if) か さ れ た と き ぜひ

行 っ て 見た い と 思 い 、 お じ い に そ の I:II し 込み を お 願 い し た の で し た ， 宰 い に も 県 人 会 の 試験 に も パ ス して行

く こ と が出 来 ま し た 。

沖縄でお おぜいの 友逹がで き い ろ い ろ な勉強を し て 初 め て 見 る 親戚 に も 会 い k 変楽 し い 紺 日 で し た 。 こ れ を

計画 し 、 お世話 し て く れた県の 方 々 と プ ラ ジ ル の県 人 会 の ）i 々 に 心か ら か ん し ゃ い た し ま す 。

私は 、 1 4 オ に な る プ ラ ジ ルの 3 世です。 今度の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で は 、 い ろ い ろ な も の を 見た り

聞いた り 体験す る こ と がで き ま し た。 家 に は お じ い や お ばあ も お り よ く 沖縄の 話 し を し て く れ ま す 。 お じ い

が教 え た沖縄の こ と は 、 た だお じ いが生 ま れ た 糸 満 市 米 須の こ と ばか り で し た U と な り の 糸 満市摩 文仁 に は

平和の い し じ と い う ピ カ ピ カ 光 っ た 大 き な 大理石の 立 ち 並ぶ い し じ があ り ま す り そ の 石 に は 、 さ っ た 沖縄戦

でな く な っ た20な ん万人かの戦争 ぎせい し ゃ 名 が 日 本語の か ん じ で き れ い に か き こ ま れ て い る の です 。 ア メ

リ カ 兵や外国人 ぎせい し ゃ の名 前 も た く さ ん は い っ て い る そ う で す 。 私 の し んせ き も 6 名 あ り ま し た 。 む ご

い戦争を思 う と 悲 し く な り い や に な り ま し た 。 そ の と な り に は 平和祈念公園 を 見お ろ す か の よ う に た て ら れ

て い る 平和祈念堂があ り ま す。 そ の 中 の 大仏 ぞ う は 、 平和のい し じ に か かれ て い る 戦死 者 の た ま し い を な ぐ

さ め る ため に手を 合わせ 目 を 閉 じて 祈 っ てい る かの よ う に 見 え ま し た 。 い や 、 そ れ だ け で は な い 「国 と 国」、

「人 と 人」 の争い ご と を やめ 、 世界中の 人達が豊 に な り 平和で く ら す よ う に 思 っ て 祈 っ て い る の で は な いだ

ろ う か。 昨 日 のパ レ ス ト ラ で先生がお 話 し て い た こ と を思い お こ し て み る と な に か し ら そ ん な こ と がか ん じ

ら れ る ので し た。

私のお じ いが生 ま れた こ の地 は 、 戦争が最後 ま でつづい た げ き 戦地で 、 と な り 近所 の 人 々 、 家族全員 が死

んで し ま っ た と こ ろ がお お いそ う です。 こ ん な は げ し い戦争があ っ た だ け に 、 こ の辺 一帯 に は ひめ ゆ り の塔

と か魂磯の塔や平和の塔 な どそれ と 同 じ よ う な塔がい た る と こ ろ に た て ら れて お り ま し た 。

ど う し て こ ん な 家族の全減を さ せ る ほ どは げ し い戦争がお こ っ た のか 、 な ぜひ ど く む ごい 戦争 を や ら な け

ればな ら な か っ たのか、 私 に は な に も 分か ら な いが、 で も こ れか ら こ ん な 戦争が二度 と お こ ら な い よ う に あ

の大仏ぞう に祈 り な が ら 世界 中 の 人 々 に戦争の こ わ さ を 伝 え 、 戦争の な い世界平和 を う っ た え て い かねばな

ら な い と 胸 につ よ く 感 じ たのであ り ま す。
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「ふ る さ と に 帰 る 旅」

知 花 ム リ ロ

（ プ ラ ジル）

最初 に沖縄県 人 会の 人達へ 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た 。 と っ て も い い旅で し た 。

初め に沖縄に つ く と び っ く り し ま し た 。 と っ て も き れい な と こ ろ だ っ た か ら です。 そ し て 、 空港 にいろ い

ろ な 人達が迎 え に 来 て て i喜 し か っ た で す 。

23 日 は 、 先生達の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 聞 い た あ と 県知事が話を し て く れ ま し た。

ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー で は遊 びや ダ ン ス です ご く も り あ が り ま し た。 その 日 は ア メ リ カ の 人 と 同 じ部屋で し

た。 ア メ リ カ の 人 は 日 本語が し ゃ ぺ れ な く て 、 話が通 じ 合 わ な か っ た け ど、 け っ こ う 仲良 く なれて良か っ た

です。

県立博物館で は 、 歴 史 の 学習 を し ま し た 。 首里城は何回 も こ わ さ れて 、 そ れで何回 も 建て直 し た と い う こ

と を 聞 い た の で 、 こ れか ら は こ わ さ な い よ う に し た い と 思い ま し た。

平和 の礎では 、 戦争で 亡 く な っ た 人達 の 名 前が古い て あ り ま し た。 その人達は苦 し んで死んで し ま っ た と

思い ま す。 な ん で こ ん な ひ どい 戦争 を し た ん だろ う っ て 、 そ の時 は ず っ と 思 っ てい ま し た。 資料館 に 入 る と

写真 も あ っ て み ん な の心が傷つ い た と 思い ま す。 戦争の時 の子供 た ち も み ん な 苦 し んでいた。 平和意見交換

での み ん な の 意見 は 大切 だ と 思い ま し た 。

文化芸能体験で は 三 線 を 選 ぴ ま し た 。 と っ て も むずか し く て 、 あ ま り で き な か っ た け どす ご く 楽 し か っ た

です。 エ コ ツ ア ー も 説明 が分 か り やす く 良 か っ た です。

ホ ー ム ス テ イ の 家 族 は み ん な と っ て も 優 し か っ た です。 次の 日 に海に行 き ま し た。

最後の 日 、 起 き る と ち ょ っ と 悲 し く な り ま し た 。 み ん な と 別 れて帰国す る 日 で し た 。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー に

いた 日 本の 人た ち も 来て く れ て い ま し た。 と っ て も う れ し か っ たです。

みん な と 別 れ て 飛行機 に 乗 っ た 時 は泣 き そ う で し た が、 涙 を 見せた く な く て泣 き ま せんで し た。 それは、 ま

た 、 こ の き れ い な 青い空 と 海 を も っ て い る こ の沖縄に ふ た た び帰 れ る こ と を信 じ て い る か ら です。 き っ と 帰

れる ・ ・ ・ ふ る さ と の 島 ・ ・ ・ 「沖縄」 ！
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二こー9鴫·.. 、
�ツ▲

崎間 ビ ク トル 達由鯉

（ ブ ラ ジル）

第 3 匝1世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参加 させ て い た だ き 沖縄の 文化技術 、 技 芸 の歴 史 な ど い ろ い ろ 見学 し

ま し た。

2001 年 7 月 23 日 （ 月 ）

沖縄の政治家に接待めんそ ー れー いただ き 私た ち の H 的 は 相 父 た ち の 母 国 の 文化や習恨な ど を 知 る ためで

す。

番最初に沖縄の商店街に行 き 、 そ こ で は い ろ い ろ な 品物が光 ら れ て い ま し た。 た と え ばT- シ ャ ツ 、 三線、

ごー や 一 のジュ ー ス 、 電気せい品 な どあ り ま し た。 よ る は 県庁で パー テ ィ ー で メ キ シ コ 、 ポ リ ピ ア 、 ア ルゼ

ン チ ン 、 ペ ル ー 、 米国 、 フ ィ リ ピ ン 、 カ ナ ダ、 フ ラ ン ス 、 ペ ネ ズエ ラ 、 の 代 表 の 若 者 た ち と 交流す る こ と が

で き ま した。

2001 年 7 月 24 日 （火）

沖縄の楽隊 を 聞 き 市役所の博物館へ行 き そ の前でべん と う を い た だ き 沖縄が ま だ 農 業 や 工芸品で生活 を す

ご し ていた時代 を 知 る こ と がで き ま し た。

又沖縄の シ ー サ ー が家の 門 に ど う し て おかれて い る か と い う こ と も わか り ま し た。 そ れか ら 首里城へ行 き そ

こ で は と て も き ち ん と 保存 し て あ る 物 を 見 る こ と がで き ま し た。

2001 年 7 月 25 日 （水）

最初 に平和の礎 につい て 、 戦争 についての座談会があ り ま し た 戦死 し た 人 た ち の 名 前が長 い ろ う か に かか

れて あ り ま し た 。 私がき づいたのは 日 本人だ け の 名 前 で な く ア メ リ カ や ほ かの 国の 人 た ち あ っ た こ と です、

その長いろ う か を 歩いていてい ろ い ろ 見て心か ら 感激 し ま し た。 夜は平和 に つ い て 会議があ り ま し た。 戦争

がどれだけ私た ち に不幸 な も の だ と 感 じ ま し た。 み ん な の願いは平和 を 祈 る こ と で し た。

2001 年 7 月 26 日 （木）

私た ち は三線 ・ 空手 ・ 琉鐸 を勉強す る た め 3 つ の グ ル ー プに分かれ ま し た 。 沖縄の 芸術の れ ん し ゅ う を は

じめ ま し た 、 私は三味線を え ら ぴ ま し た 、 そ の あ と 沖縄の太鼓 と と も に お ど り を 見て と て も 楽 し か っ た です。

ピ ー チ に も 行 き 沖縄の海岸 は プ ラ ジルの海岸 と は ち が う よ う な 気が し ま し た 、 私 た ち み ん な 海です こ し あ そ

びた かっ たです。

2001年 7 月 27 日 （金）

今 日 は沖縄北部地方や んばる の 自 然の美 し さ め ず ら し い植物、 沼 地 な ど を 見学 し ま し た 、 私が面 白 い な と

思 っ たのが魚が小 さ い時 こ こ で そ だ ち 、 大 き く な る と 海で そ だっ こ と です 、 昼食の後 ま た 海岸へ行 き ま し た

・ 波が 日 ず ら し貝殻 と さ ん ごを運んで来て時が経つ と そ れは く ずれて砂に な る と い う こ と です 。

- 42 -



口五ニ ァ ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （海外参加者） 7 

2001年 7 月 28 日 （土）
今日 今帰仁城へ行 き ま し た 、 今帰仁城は昨年世界遺産 と 記録 さ れ ま し た 、 も のす ご く すばら しい建築です。

こ れは私の さ い ごの沖縄の た ぴです 、 今 日 午後四時か ら 私た ち は友達 と わかれて それぞれ親戚の う ち に行

き ま す。 あ す午後に は ま た帰 り ま す。

2001年午後四時か ら ホ テ ルヘ帰 り ま す 、 さ よ う な ら パ ー テ イ が行な わ れ ま す 、 そ し て証明書 を う け と り ま す、

あす はプラ ジ ルヘ帰 り ま す。
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ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー の感想

諸見里 春 美
（ ブラ ジル）

沖縄は プ ラ ジ ル と ち がい と て も 暑い で し た 。 沖縄の 人 々 も と て も 温かいで し た。

私達は温か く 迎 え ら れ て 、 思 っ て も み な か っ た様 な お も て な し を う け ま した。

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の青年達 と 友達 に な り お互い の 国 々 の こ と を 語 り 合い、 私 自 身忘れ ら れな い素晴 ら

しい時 を 過 ごす こ と が出 来 ま し た 。

友達に な っ た ア ルゼ ン チ ン や メ キ シ コ な ど南米の友達に は ス ペ イ ン語 も お そ わ り ま した。 ア メ リ カ や カ ナ

ダな ど北米の 人 と も 話 を す る こ と が出 来 ま し た 。

私が一番興味 を 持 っ た の は 、 沖縄の博物 館 で し た 。 沖縄の文化や祖先の 人 々 が どの様な生活を して いたか ·

を見る こ と がで き ま し た 。 そ の 映画 で は 戦争 に よ っ て破壊 さ れた沖縄が映 さ れてい ま した。 その後、 生 き 残っ

た ウ チ ナ ー ン チ ュ の方 々 が一致団結 を し て今 ま で は 日 本の 中で最 も き れい な県であ る こ と を 知 り 感激 し ま し

た。

他に私達 は 、 首里城の建築の し か た や色 に 心 を 奪 わ れ ま し た5 ま た 、 エ イ サ ー や三線を ひいて沖縄の文化

を学びま し た 。 多 く の き れい な ピ ー チ も 見 る こ と が出 来 ま し た。

と て も 短い期 間 で し た が私 の 心 に 何時 ま で も 残る 旅行 だ っ た と 思い ま す。
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宮 里 昌 宏

（ ブ ラ ジル）

沖縄のみ な さ ん 今 口 は。 た いへん お 世話 に な り ま し た。 あ り が と う ご ざい ま す。 沖縄の 空港 に つ い た ら と

て も 暑 く かん じ ま し た。 ホ テ ル か ら パ ス がむかえ に 来 て き れ い な 大 き な ホ テ ル に 沿 き う れ し か っ た 。 7 月 23

l ] に 県 知 事 に あ い さ つ に 行 き ま し た。 大 き な き れい な 建物 で 知 1i と 会い ま し た が、 沖縄で い ち ばん え ら い人

だ と 聞 い て 話す る こ と が出 米 ま せ んで し た。 ウ ェ． ル カ ム パ ー テ ィ ー で は 、 た く さ ん ご ち そ う があ り ま し た。

お い しか っ たです。 国際通 り は い ろ い ろ な店があ り 、 た く さ んの物が売 っ て い ま し た 。 プ ラ ジ ル に も あ る ゴー

ヤ ー も 売 っ て い ま し た。 付里城、 博物館は き れ い で 、 い ろ い ろ 勉 強 に な り ま し た 。 平和 の 礎で は た く さ んの

人が亡 く な っ た こ と を 知 り ぴっ く り し ま し た 。 戦争 は し て は い け な い と 思 い ま し た 。 プ ラ ジ ル チ ー ム は平和

に つ い て 話 し 合 い ま し た。 ゃ ん ばる の ホ テ ル で は 、 カ ナ ダ ・ ア メ リ カ ・ ア ル ゼ ン チ ン ・ 日 本の 人 と 同 じ 部屋

に な り 13 本語で話 し て 友達 に な り ま し た。 ゃ ん ばる は と て も すず し く て 山 も 海 も き れ い で し た 。 お ばあ ち ゃ

んの姉弟の家に も 行 き ま し た 。 は じ め て 会 っ た 人逹ですが、 や さ し い 人達で し た 。 沖縄の 方 言 も 詑え ま した。

「 め ん そ う れ沖縄へ」 、 「 イ チ ャ リ パチ ョ ー デー 」

沖縄は と て も 楽 し か っ たです。 たいへ ん あ り が と う ご ざい ま し た 。

具志堅 ノ ブユ キ

（ ブ ラ ジル）

私の祖父母の生 ま れ故繹であ る 沖縄 に は 、 いつ も 特別 な 想いがあ り ま し た。 6 歳の 時 に 、 三味線の先生で

あ る 祖父 と 琉球舞踊の先生であ る 祖母か ら 沖縄文化 を 習い始め 、 沖縄に 対す る 祖父母 の愛 が無意識の う ち に

私の心に浸透 し て い き ま し た 。

沖縄県の招待で、 「第 3 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 の プ レ イ ペ ン ト であ る “ ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー "

に参加す る こ と がで き ま し た。 沖縄の美 し い 自 然や歴史、 文化、 伝統芸能 に 触 れ 、 そ し て 世界遺産 に 登録 さ

れ た 首里城な どを 訪れる こ と がで き 、 大変す ば ら し い経験がで き ま し た 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー の参加者た ち と は 、 一緒 に 過 ごす時間が短か っ た に も かか わ ら ず、 世 界中 の若者 と お

互 い に分か ち 合い、 忘れ ら れな い想い出 を 作 る こ と がで き ま し た 。 友達 と な っ た彼 ら と 、 ま た 沖縄で会 え る

こ と を 楽 しみ に し て い ま す。

最後に 、 稲嶺恵ー沖縄県知事に感謝申 し 上 げ ま す。 ま た こ の イ ペ ン ト に たず さ わ っ た 関係者の 方 々 に も 感

謝致 し ま す。 そ し て ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会関係者の皆 さ ん、 ど う も あ り が と う ご ざい ま し た。
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島 田 パ グ ネ ル 和良

（ ブ ラ ジル）

幸せ、 感動、 そ し て サ ウ ダー ジ 、 い ろ い ろ な 国か ら 子供達が集 ま り 開催 さ れた “ ジュニ アス タ デ イ ー ツ ア ー ＂

に参加 し て 強 く 感 じ た こ と で す 。

2001 年 7 月 23 日 、 す ば ら し い 冒 険 の 旅 は 始 ま り 、 私 た ち は そ こ で祖先の歴史 につい て学ぴ、 そ し て新 しい

友達 を作る こ と がで き ま し た 。

冗談 を言 っ た り 、 一緒 に 笑 っ た り 、 ま た い ろ い ろ 問題 も 起 き ま したが、 その おかげで楽 し く 陽気で ま た感

動的な旅 と な り ま し た。

こ のす ば ら し い 機会 を 与 え て く だ さ っ た 関 係 者の 方 々 に感謝致 し ま す。• こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に

参加 し た こ と で 、 両親の故郷 を 訪 れ る こ と がで き 、 そ し て 親戚 に 会 う こ と も で き ま した。 ま た それ以上 に新

しい友達がで き た こ と が一 番大切 な も の と な り ま した。

参加者の み ん な と 一緒 に 過 ご し た 時 間 は 短か っ た け れ ど、 友情 を深め る こ と がで き た し 、 彼 ら と は メ ー ル

や手紙を 通 し て 、 こ れか ら も 交流 を 続け て い き た いです。

みんなの記憶の 中 に は 、 た く さ ん の 想 い 出 が残る こ と で し ょ う 。 そ して私たちが経験 した こ と 、 新 しい人々

と知 り 合 っ た り 新 し い文化や 習慣 に 触 れあ っ た り す る 機会が、 他の学生達に も経験で き ればいい と思い ま す。
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玉那覇 ノ ルベル ト

（ ア ル ゼ ン チ ン ）

ぽ く は ア ル ゼ ン チ ン の E那覇 ノ ル ペ ル ト です 。 始め に 、 沖縄県の皆 さ ん に こ の 機 会 を 与 え て く れ て心か ら

感謝 し たいのです

こ の ツ ア ー であ っ た こ と は何で も めず ら し く て い い経験に な っ た と 思 い ま す 。 7 月 22 日 、 沖縄に つ いた時、

ス タ ッ フ の皆 さ ん と 一緒 に 親戚がい ま し た か ら 新 し い所 に い て も 全然心細 く な か っ た の で す 。 そ こ でみんな

で写真を と っ て 、 その時か ら 外の国の参加者 と の 交流が始 ま り ま し た。 で も 、 と て も 長 い 旅 行 で し た ので、

ユ ー ス ホ ス テ ル に 杓 いた と たん寝て し ま い ま し た 。

番印象 に残っ た こ と は 首 里城の 大 き さ と 作 り 方 、 そ れ か ら 平和の礎 や 平和 の祈 念 公園 。 そ こ でお お く の

人 々 が亡 く な っ た 事 と 平和の彫像を作る ための23年 間 の 努 力 な ど に 感動 し ま し た

そ れ か ら 、 エ イ サ ー や空 手の体験入学で ウ チ ナ ー ン チ ュ であ る こ と の 喜 ぴや 強 さ を 始め て し り ま し た。 エ

コ ツ ア ー も と て も 珍 し く て よ か っ たです。 金曜 1 1 の夜の キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー で は 暑 さ に 負 け ず に 踊 っ た り 、

歌 っ た り し たの も 印 象 に残 り ま した。

土曜 1 3 はホ ー ム ス テ ィ ー の H で し た。 ま だ 1 度 も 会 っ て い な か っ た い と こ た ち と 、 日 本語かた こ と 、 ジ ェ

ス チ ャ ー と ス ペ イ ン 語かた こ と で何 と か コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ た の です 。 彼達 と は 、 買 い 物 を し た り 、

音楽 を き いた り し ま し た。

その翌 日 は 閉校式が行わ れ ま し た。 その夜は県内参加 者 と 最 後 の 日 で し た の で も う お わ か かれ の雰囲気が

し て 、 ち ょ っ と か な し か っ たのです。 け れ ど も み ん な でお どっ た り し て 、 盛 り 上が り ま し た 。 月 曜 日 は も う

帰 り の 日 で し た。 その朝、 最後の那覇での骰歩 を し て 、 す ぐ空港へい き 、 み ん な と 涙で お 別 れ を し な が ら も

う 一度長い旅の準偏 を し ま し た 。

比 嘉 フ ェ ル ナ ン ド

（ ア ル ゼ ン チ ン ）

ぽ く は こ の ツ ア ー を し て と て も 嬉 し いです。 だか ら 、 ぽ く は こ の チ ャ ン ス を 与 え て く れた 人 た ち に あ り が

と う ！ と 言いた いのです。

こ の ツ ア ー では今ま で考え て い な か っ た こ と がい っ ぱい覚え ら れ ま し た 。 例 え ば ：

※ 戦争で亡 く な っ た 人々 の数

※ 本 当 に昔の人々 が 「 ク パ ガサ 」 や手作 り の着物 を 使 っ て い た こ と

※平和の大切 さ と 良 さ 。 そ し て平和の た め に 戦争 を し て い た こ と を信 じ ら れ な いで す 。
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※ 自 然の美 し さ 。 そ し て 、 地球 を き れい にす る の は ぽ く た ち のせ き に んであ る こ と に気づ き ま した。

※ホ ー ム ス テ イ の家族 と の 交流 で は 日 本 人 の 生活 と ウ チ ナ ー ン チ ュ の家族の暖か さがわか り ま した。

こ のチ ャ ン ス を 与 え て く れ た 皆様 、 ど う も あ り が と う ご ざい ま し た。

(
〉 宮 城 ガ ス ト ン

（ ア ル ゼ ン チ ン）

沖縄 を 見学す る 前 に ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に つ い て い ろ ん な 考えが次々 と 心に 浮かんだ。 ま ず学校に

行 く 日 課 を 休 ん で外国で遊ぶ た め の 旅行 だ と 思 っ て い ま し た。 ま た 、 一週間 と い う 短い期間なのであ ま り 何

も見 る こ と がで き な い ど 思い ま し た 。 同 時 に 空手道が生 ま れた沖縄で、 私のや っ て い る 流派の空手を知る こ

とがで き 、 前 と 同 じ よ う に 親戚 を 訪ね る こ と も で き る の で沖縄に行 く 理由 は あ り ま した。

沖縄に 来 て か ら こ の ツ ア ー は も っ と 深い 意味があ る と 気がつ き ま した 。 い ろ んな深い印象が心に残っ て、

沖縄に つ い て持 っ て い た 考 え も 人生 の 見 方 も 変 わ り ま し た 。

世界·か ら 来 た い ろ ん な 子供達 に 会 っ て 友達 に な っ て 、 今 ま でe-mailや手紙な どを通 して連絡 し て い ま す。

ぴっ く り し た の は 明 る く み ん な を 迎 え て も ら っ た こ と です。 それでみ ん な と 別れてか ら離れた時 と て も 寂 し

かっ た です。

沖縄に 来 る の は 2 回 目 です 。 今 回 短 い期 間 を 過 ご し た の に 、 前 よ り ウ チ ナ ー 文化につ いて勉強に な り ま し

た。 さ ら に 私 の 家族 は 異 な っ た と こ ろ に 住 ん で い る の に 、 沖縄の習慣があ り ま す。 沖縄で歴史的な と こ ろ を

訪ね、 い ろ ん な 感動 を 感 じ ま し た 。 体験 し た こ と は 学校での歴史の授業 と 同 じ よ う な つ ま ら な い こ と ではな

く て、 と て も 楽 し い学習 で し た 。 同 時 に 日 本語 を 習 う こ と だ け で は な く 、 世界か ら外国人が多かっ たので、

英語の練習 を す る こ と も で き ま し た 。

ヤ ン バ ルエ コ ツ ア ー に も 行 き ま し た 。 一番 ぴ っ く り し た の は ゴ ミ が多かっ た こ と です。 地球 を守る のが大

切 だ と 考 え さ せて く れ ま し た 。

空手の練習 に つ い て は 、 今、 私 は 沖縄県知事 の 前 で空手 を 演 じ た こ と を思い出 し て 、 も っ と 力 を 入れてい

ます。 沖縄の 空手 を 見 る と ア ル ゼ ン チ ン の 空手 の レ ペ ルが高い と い う 気がす る ので誇 り に思い ま す。

最後に 、 沖縄県知事 ・ ウ チ ナ ー ン チ ュ 事務局 の ス タ ッ フ ・ ポラ ン テ ィ ア の皆様に心か ら感謝申 し上げます。

みな さ ん に よ っ て ツ ア ー が実現で き ま し た。 さ ら に こ の ツ ア ー に参加で き る 機会 を得た こ と を 、 ア ル ゼ ン チ

ン沖縄県 人 会 に も 感謝申 し 上 げ ま す 。
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伊 芸 ヘ ラ ル ド
«● ; � vー•` （ ペ ル ー ）
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先祖のふ る さ と 沖縄に着いた時、 う ま く 言 え な い ですが深い感動があ り ま し た 。 こ の感情 は 心 か ら 出 て ど

んどん大 き く な っ て行 き ま す。 ウ チ ナ ー ン チ ュ の心 だ と 思い ま す 。 ど こ で も 自 信 を 持 っ て 、 だ れ に で も 連帯

感を持っ て も て な しの心 を 示す と い う 意味です。

沖縄に いる のは楽 し く て忘れ ら れ な い夢の よ う で し た。 外国 か ら 来 た い ろ ん な 子 供 た ち に 会 っ て 友達 に な っ

て と て も よ かっ た です。 い ろ ん な こ と を 話 し て 、 笑 っ て 本当 に み ん な と 一緒 に い い 時 を す ご し ま し た。 沖

縄に いる 間 一分一秒が楽 し か っ た です。 沖縄は小 さ い と こ ろ な の に 広 い 心 を 持 っ て い ま す 。

沖縄では短い期間で し た が前 に み ん な に あ っ た こ と があ る 感 じ が し ま し た 。 き っ と 私 た ち は 同 じ 習慣があ っ

て、 ウ チ ナ ー ン チ ュ の ス ピ リ ッ ト は世代 を 通 し て世界で育 て い る か ら だ と 思 い ま す 。 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会の

おかげで こ の ウ チ ナ ー の気持 ち がす ご く 広が っ て い る と 思い ま す。

ジ ュ ニア ス タ ディ ー ツ ア ー の 思 い 出

山 城 イ サ ベル

（ペル ー ）

す ば ら し く て 強烈 な 経験を し た の で私の 心の 中 に い ろ ん な感情が起 こ り ま し た。 今特 に 沖縄の ツ ア ー で新

し い友達がで き た こ と を 懐か し く 思い 出 し て い ま す。 さ ら に 沖縄の 文化 ・ 習慣 ・ 芸術 な ど を 習 い ま し た。 で

も そ の 中 で一番大切 な の は友情 で し た 。 い ろ ん な外国か ら 来た友達がで き 、 い ろ ん な 経験 を 共有 し て い たの
で、 いつ も 私の心に大切 に し た いです。 こ の ツ ア ー は と て も 素敵な経験で、 私 の 人 生 がず い ぶ ん変 わ っ て き

ま し た。 今神に感謝 し て い ま す 、 そ し てみ ん な の お かげで こ の忘 れ ら れな い 国際交流が可 能 に な っ た の で心

か ら 感謝 も う し あ げま す 。

最後に家族 ・ 自分のルー ツ ・ 友達 と 一緒に い い時を 過 ごす こ と は 、 人生で一番大切 な こ と で す。 人 生 で一番

大切 な こ と は い つ も 心で守 り ま す。
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大城 ノ エ リ ア

（ アル ゼ ン チ ン）

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に つ い て 初め て I用 い た 時は沖縄について広 く 一般的な勉強 を す る の だ と 思い ま

し た 。 で も 子供達 と い ろ ん な 経験 を 共有 し て 、 他 の 国 ・ 文化 ・ 人について知 り た く な り ま し た。 今、 日 本へ

出発す る 前 よ り 私 の 見 方 や 考え は も っ と 広 く な っ て い ま す。

沖縄に 着 い た 時 一番 初 め に し た こ と は 奥武 山 公 園 で の短い散歩 で し た 。 そ こ で ぴっ く り し た の は 自 然の美

し さ と 平和 の 気持 ち で し た。 そ の 後 で 沖縄県立武道館 に行 っ て オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を行い ま し た 。 ツ ア ー の

目 的 ・ 規則 な どの 話があ り ま し た。 す ぐ に こ の ツ ア ー は よ く 組織 さ れて い る と 思い ま し た 。

沖縄県知事に も 初 め て 会い ま し た 。 さ ら に 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会事務局 の ス タ ッ フ ・ イ ペ ン ト 会社ス タ ッ
フ ・ 引率者 も 紹介 し て も ら い ま し た 。 そ の時、 参加者 は グ ル ー プに分け ら れて子供達の コ ミ ュ ー ニ ケ ー シ ョ

ンは お互い に も っ と 深 く て 楽 し く な っ て い き ま し た 。

一週間の 間 に 沖縄 で 一番大切 な と こ ろ に行 き ま し た。 平和祈念公園や歴史 に関係 と こ ろ を 訪ね ま し た 。 感

心 し た の は 完璧で精密 な 建築 と 平和 を 大切 に す る 人が多い こ と です。

毎 日 毎 日 ど ん ど ん深い印象 を 受 け ま し た 。

こ の よ う な経験 に よ っ て前 に 沖縄の 話 を し た 祖父母 と 親戚 と の 関係が も っ と 近 く な り ま し た。 今沖縄につ

いての話は 前 と 反対 に な っ て い ま す 。 私 は現在の 沖縄の話 し を し て あ げて 、 祖父母 と 親戚は前の沖縄の 話 を ．

し て く れ ま す 。

最後に沖縄県 ・ ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の ス タ ッ フ ・ ホ ー ム ス テ イ を し た 沖縄の親戚、 そ し て ウ チ ナ ー

ンチ ュ の心がいつ ま で も 活 き づい て い る こ と を み な さ ん に感謝 し た いです。
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1 シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 海外参加 者 ）
ー
］

日 比 嘉 盛 繁
（ ペ ル ー ）

ま ず、 世界の ウ チ ナ ー ンチ ュ と い っ し ょ に 沖縄の す ば ら し い 文化 と 地理 を 知 っ て 、 い ろ ん な経験 を 共有す

る機会があ り ま し た ので、 感謝 li1 し 上 げ ま す 。

沖縄県 と ペ ル ー 沖縄県人会のおかげで直接親切で明 る い ウ チ ナ ー ン チ ュ の ヤf様 に 会 う こ と がで き ま し た。

一番好 き な の は ウ チ ナ ー ン チ ュ の行動の仕方 と 生活で し た 。 沖縄の 人が敬意 を ボす こ と ・ ー所懸命がん ばっ

て い る こ と 、 ・ 正直 ・ ま と ま っ て い る こ と ・ 時間 を 守 る 人が多 い の に 気がつ い て ぴ っ く り し ま し た 。 沖縄は

小 さ い と こ ろ なの に い ろ ん な地形があ り ま す か ら 、 沖縄の 地理 に 感動 し ま し た 。 さ ら に ウ チ ナ ー に 住 んでい

る 親戚に会 う こ と も で き ま し た 。

本当にあ り が と う ご ざい ま し た ！ ！ ！ 

亀 甲 マ サ ル

（ ペ ル ー ）

一番言伝え た い こ と は 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の おかげです ば ら し い経験 を し て 、 い ろ い ろ な こ

と を 習 っ た こ と です。 例 え ば、 両親の ふ る さ と ・ 沖縄文化 ・ 民族 ・ 料理 ・ 沖縄の 人 は ど ん な 生活 を し て い る

か。 その上、 様々 な 国の人た ち に 出 会 う こ と がで き 、 い ろ ん な 文化 を 知 る よ う に な る こ と も で き ま し た。 本

当 に子供達の生活ス タ イ ル を も っ と 理解 し た く な り ま し た 。
ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は と て も 楽 し か っ た です。 友達がで き 、 お互い に い ろ ん な こ と を 習 っ て 、 いつ ま

で も 覚え て い ま す。 •

沖縄県の皆様、 心か ら 感謝 し たいです。 こ の よ う な活動 は いつ も 行 っ た ら い い こ と だ と 思 い ま す。 なぜか

と い う と 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク と つ な が り がで き 、 も っ と 深い 関係がで き る 方法だ か ら です。

本当 に あ り が と う ご ざい ま し た ！
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● --� 比 嘉 恵理子

（ポ リ ピア）

今回 第3回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ ・ ー 大 会 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加す る 事に よ っ て私 は 、 今ま でで

最 も 大 き な プ レ ゼ ン ト を も ら い ま し た 。 色 々 な 国 の ウ チ ナ ー ン チ ュ ー と の 出会い、 今 ま で知 ら なかっ た弘達

のお じ い ち ゃ ん 、 お ばあ ち ゃ ん の 故郷 と そ の 文化 と の 出 会い な どた く さ んの 出 会い を 体験出来 ま し た。

それで感 じ た 事 は 、 沖縄の 人逹 は 、 と て も 明 る く て心の や さ し い 人達だ と 言 う 事 と 、 幅広い歴史 と 文化を

持 っ て い る と 言 う 事で す 。

初 日 の空港の迎 え の 時 か ら 特 が 、 明 る く て 優 し い 人達だ と 言 う 事 に 気付 き ま した。 皆笑いながら拍手を し て

Welcome to Okinawa と 甚 い た ポ ー ド を 持 っ て 迎 え て く れ ま し た 。 全然会っ た事 も ないのにすご く 親 しみ

を感 じ さ せ て く れ ま し た 。

県立博物館 な どで は 、 沖縄は 、 昔戦 争で と て も 苦 し み 今で も 戦争の影響を受けている と 聞 き ま し たが、 市

場で会っ た お ばあ さ ん 達 は 、 み ん な 明 る < NHKの連続 ド ラ マ ち ゅ ら さ ん に 出 て く る お ばあ さ ん に そ っ く り

で し た。 と て も 戦争 を 体験 し た と は 、 思 え な い 明 る さ だ っ た ので感動 し ま し た 。

町 を 見 て 気付い た 事 は 、 ポ リ ヴ ィ ア の 様 に ゴ ミ で埋 も れ て な く 、 と て も き れい だ と 言 う 事です。 ゴ ミ 箱 も

ち ゃ ん と 燃え る ゴ ミ と 燃 え な い ゴ ミ に 分か れ て い て 、 使 う 人 も そ れ を 守っ て い る と い う 事です。 ポ リ ヴ ィ ア

も そ れ を 見習 っ て も っ と き れ い な 国 に な っ て ほ し い です。

海 も と て も き れい な グ リ ー ン と 水色 に 輝い て い ま し た。 ポ リ ヴ ィ ア に は 、 海がないので と て も う れ しかっ ．

たです。 こ れ か ら も 私達 ウ チ ナ ー ン チ ュ ー が誇る 豊か な緑あふれ る 山 と 美 し い海が、 変わ ら な いでいてほ し

いです。

沖縄の工芸 に 関 し て気付い た 事 は 、 着物 や琉球 ガ ラ ス な どで と て も 鮮やかな色が、 使われてい て と て も き れ

いで し た。 あ と 芸能で は 、 エ イ サ ー が と て も 印象 に 残 り ま し た。 こ れ も や っ ば り 元気で明 る く 、 沖縄 ら しい

なあ と 思い ま し た。
私 も ポ リ ヴ ィ ア で、 沖縄 か ら 派遣 さ れた 先 生 に エ イ サ ー を 習 っ て い る の で と て も う れ しか っ たです。
世界各 国 の 人達 と 少 し の 時 間 で と て も 仲良 く な れた事 も と て も う れ し か っ た です。 今は、 メ ー ルな どで連

格を 取 り 合 っ て い ま す が、 こ の ま ま い つ か会 え る 日 ま で連格 を取 り 合っ て行 き たいです。

最後に 第 3 回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ ー 大会実行委員 会、 ポ ラ ン テ ィ ア 、 引 率者、 関係者の皆様に こ んな に

楽 し い体験 を さ せ て頂 き 本当 に あ り が と う ご ざい ま し た。
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思 い 出 に 残 る 旅行

大 城

（ ボ リ ビ ア）

ニ カ リ

1 0 日 間 も 過 ぎ ま し た 。 で も 、 ま だ沖縄の こ と が忘れ ら れ ま せ ん 。 毎 日 、 学校 に 行 く 時、 か ば ん に 沖縄のか

ざ り を つ け て行 き ま す。 友達 に ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー の写真 を 見せ た 時み ん な が 「 沖縄 っ て き れい ね」 と 言い

ま
・

し た。

私がち っ ち ゃ い頃か ら ず っ と 沖縄に行 き た い と 思 っ て い ま し た。 ス ペ イ ン 語、

て た く さ んの友達がで き う れ し く て た ま り ま せん。

沖縄っ て と って も あついです。 海 も す ご く き れい です。 セ ミ も は じ め て た く さ ん見 ま し た 。

沖縄っ て ち っ ち ゃ い け ど き れい な と こ ろ がい つ ばい あ り ま す。 ヤ ン バ ルの 森 、 海 、 首里城 と メ モ リ ア ルパー

ク 、 全部 き れいだっ たです。 メ モ リ ア ルパ ー ク で た く さ ん の 人が死 ん だの を 知 っ て い や で し た。 で も 、 戦争

が終わ っ て よ か っ たです。

沖縄のエ イ サ ー っ て と っ て も す ごか っ た です。 難 し く て 覚 え る の が大 変 で し た。 で も 、 ち ょ っ と 覚え る こ

と がで き ま し た 。 短い期 間で し た。 で も 、 沖縄の こ と を い つ ばい 覚 え ま し た 。

沖縄の人達は、 私達 を 温か く 迎 え ま し た。 ホ ー ム ス テ イ で私 の た く さ ん の 親戚 を 知 る こ と がで き て み んな

喜んでい ま し た。 私は ポ リ ビ ア の親戚の こ と を 聞かせ ま し た 。

沖縄に ま た行 き たいです。 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会職員 の皆 さ ん、 あ り が と う ご ざい ま し た。

ポ ル ト ガ ル 語 、 H 本語が話せ

可 中 田 弘 喜

（ポ リ ビア）

沖縄への旅行は 楽 し い経験で し た 。 平和 に つ い て 、 戦争は し て は い け な い 、 み ん な伸良 ＜兄弟の よ う に生

き て いか な けれ ば と 思い ま し た。

い ろ んな 国の人 と 友達 に な り ま し た。 一緒にすご し た こ と は い つ ま で も 忘れ ら れ ま せ ん。

ぼ く のお じ い ち ゃ んの家族 に 会い ま し た 。 そ し て 、 なぜお じ い ち ゃ んがポ リ ビ ア ヘ移住・し た のか分か り ま

し た 。

ioメ ー タ ー の高 さ の仏像を 見 ま し た 。 平和 を あ ら わ し て い ま し た。

沖縄へ招待 し て く だ さ り あ り がと う ご ざい ま し た。 ぼ く は参加で き て よ か っ た な と 思い ま す。
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仲 村 美恵子

（ポ リ ピア）

は じめ は 、 沖縄 に 見学 に 行 く つ て お 父 さ んが言 っ た 時 は 、 私は信 じ ら れ ま せんで した。 だ っ て私は、 こ ん

な 大 き な宝 く じ み た い な 物 当 た っ た事 な か っ た か ら です。 そ の 日 か ら 私 は 、 も う 早 く 沖縄に行 き た い と 心の

中がな ん か 眠 れ な い程 ド キ ド キ し て い ま し た 。

1 日 も 待 ち き れず私 は 、 そ の 日 が こ な い か な頭の 中 がそ れでい つ ばいで した； ゃ っ と 1 日 前の 日 が来て、

他の 国 の 人達 と ど う し よ う か な あ と か ど う し て 話そ う か な あ と とて も 心配 し て い ま したが、 お父 さ んが 「そ

んな こ と は あ ま り 気に し な いで いつ も の よ う に や ればいい ん じ ゃ な いか」 と 言って ＜ れたので安心 し ま した。

次の 日 は学校 に行 っ て 、 そ の 日 は た だ沖縄に 行 く こ と だ け考え て勉強の こ と は何 も 入 り ま せんで し た。 授業

が終わ っ て 「や っ た ー ！ 」 と 大 き な 声 で叫び ま し た 。 家 に帰 っ て 足 り な い物 カ バ ン に積んで空港に家族で行
き ま し た 。

そ こ で、 他 の 人達 と 会 っ て 、 そ し て も う い よ い よ 飛行機に乗る 時間 に な っ て き ま した。 私の家族は、 私が

沖縄に行 く の で悲 し く な る の か と 思 っ た ら 、 反対 に妹 と 姉がお土産 を楽 しみ に し て い る こ と が分か り ま し た。

そ こ で家族 と 別 れ て飛行機 に 乗 り ま し た 。 飛行機 に 乗 る の も 初め て だ っ たので ド キ ド キ し ま した。 私は飛行

機の 中 で と て も い い気持 ち で し た 。

沖縄に着 い て 「 こ こ が沖 縄 だ ！ 」 と 頭の 中 で言 っ て い ま し た。 そ こ か ら ホ テ ルヘ行 き 荷物 を 置い て ぐ っ す
り 眠 り ま し た 。

沖縄で一番感動 し た の は 、 海がす ご く 綺麗 な こ と で し た。 沖縄で は友達がた く さ んで き て と て も う れ し く

楽 し く す ご し ま し た 。 私 に と っ てす ご く 優 し か っ た 人達は、 日 本の子供達で し た。 一番残念 な の は 、 目 の前

に あ る 海に 入 れ な か っ た こ と です 。 で も 、 次沖縄 に 行 っ た 時は必ず海に入っ てみたいです。

私 は沖縄に 行 っ て一番 よ か っ た と 思い ま す。 そ し て、 絶対沖縄の こ と は忘れ ま せん。 み んなのお陰で私に

と っ て 一番大切 な思 い 出 が作 れ ま し た。 あ り がと う ござい ま し た。
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古 謝 景 士

（ ベ ネ ズエ ラ ）

私はペ ネ ズエ ラ の古謝景士 ラ ウ ル と 申 し ま す。 ま ず ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 す る こ と がで き 、

沖縄県 に感謝 し た いです。 沖縄 を 見学 し た た め に 両親のふ る さ と を も っ と 分か る よ う に な り ま し た。 沖縄の

自然 ・ 歴史 ・ 人 々 につ い て 簡 単 に勉強で き ま した。

自 然に つ い て 、 い ろ ん な こ と を習い ま し た。 例え ば、 沖縄の や ん ばる だ け に 住 ん で い る ヤ ン パ ル ク イ ナ と

ノ グチゲラ と い う 動物がい ま す。 そ の た め に や ん ばる は と て も 管理 さ れ て い る と こ ろ で す 。 そ し て 沖縄の 人

は環境 を破壊 し な い よ う に生活がで き る ので 、 そ れは いい こ と だ と 思 っ て い ま す。 沖縄の 海 も 行 き ま したが

と て も 美 し か っ たです。 世界で 一番 き れい な海があ る の で、 み ん な 大切 に 守 ら な い と い け な い で す 。 30 メ ー

ト ルの比地大滝 も 訪ねて行 き ま した。 あ の滝がどの よ う に 生 ま れ る のか と い う 話が と て も お も し ろ か っ た で

す。 話に よ る と 、 沖縄は 沈ん で ま た 浮 か ぴ ま し た 。 こ の土地が侵 食 さ れ る ま で に こ の 過程 は 何回 も 繰 り 返 さ

れ ま した。 それで沖縄は 階段の形を し て い ま す。

歴史につ いて は 、 首里城 と 今帰仁城 を 訪ね て行 き ま し た。 戦争の 時破壊 さ れ て 、 あ と で復 元 さ れ た の に 、

今で も琉球王国の力が見え る惑 じがす る の で 、 す ば ら し い遺跡だ と 思 っ て い ま す。 ペ ネ ズエ ラ の お城 に比ペ

た ら ス タ イ ルが違 う のでお も し ろ い です。 さ ら に沖縄の 人 は 自 分の 歴史 や 文化 を よ く 管理 し て い ま すので、

• それは大切 な こ と だ と 思 っ て い ま す。 1945年に終わ っ た沖縄戦の こ と に つ い て 死亡 の 数が こ ん な に 多い と 思

い ま せんで した。 平和の礎に 書いてあ る 戦争で亡 く な っ た 人の名前 を 読 む と と て も 深い 印象が心 に 残 り ま し

た。 戟争の こ と を 考え る よ う に な り ま し た。 こ の過 ち は も う 二度 と 起 こ し て は な り ま せ ん 。 沖縄の 人は こ れ

を よ く 考え て い る と 思い ま す。 そ の た め に 山 田 と い う 人は平和の塔で巨大 な 仏 像 を 作 り ま し た 。 こ れは亡 く

な っ た人はずっ と 眠れる よ う に 、 平和 と 平穏の望みが永遠に沖縄の 人の心で守 る よ う に な る と い う 意味です。

沖縄の人々 について、 い ろ ん な こ と が言 え ま す。 親切で明 る い 人だ と 思 っ て い ま す。 沖 縄 に 行 っ た 時 ど こ

で も 厚い も て な し を受け ま し た。 そ し て も っ と 友達がで き た し、 み ん な は仲良 く 打 ち 解け ま し た 。 子供た ち

は多分みん な ウ チナ ー ン チ ュ の血が入 っ て い る の で 、 い つ も 友好 と 調和 の 気持 ち があ り ま し た。
最後に沖縄県に呼んで く だ さ り 、 本当 に あ り がと う ご ざい ま し た。 今は両親のふ る さ と を も っ と 知 る よ う

に な り 、 も っ と ウ チナー ン チ ュ に な り 、 も っ と し っ か り し た感 じが し ま す。 将来ペ ネ ズエ ラ と 沖縄 を も っ と

結ぶの に重要 な 人 に な り たいです。 ツ ア ー の た め に手紙やE-mailで世界の子供 と 連絡 を 取 っ て い ま す 。 今た

だのや り 取 り ですが将来私た ち の 国 の 間 で親密な 関係 に な る と 思 い ま す。 そ の 他 に も ジ ュ ニ ア ス タ デイ ー ツ

ア ー を頻繁に行 う な ら 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の若者 は 自 分の ふ る さ と を も っ と 知 る こ と が で き 、

チ ュ の意味 を も っ と 理解で き る と 思 っ て い ま す。
ウ チ ナ ー ン
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三 シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 海外参加 者 ） ＿l 

·e-_,,. �ヽ�
東京に 粕 い て か ら 窄港 や道路 や 建物 や 人 の 親切 な 心な ど に驚 き ま し た 。

仲 村 ヤ ス ヒ ロ

（ メ キ シ コ ）

沖縄に 消 い て か ら 祖父 けの ふ る さ と に い て 、 初 め て親戚 に 会 っ て 、 特別 な気持ち に な り ま し た。 空港で親

戚だ け で は な く て イ ベ ン ト の ス タ ッ フ の 人 た ち が迎 え に 来 て く れ ま し た。

初 め て 沖縄 に 来 た の で 親戚 と 一緒 に し ば ら く 時 間 を 過 ご し ま し た 。 二 日 間後、 全部ス タ デ イ ー ツ ア ー の参

加者が来 ま し た 。 私 た ち は 部屋 を 割 り 当 て ら れ ま し た 。 私 と 沖縄の参加者は 同 じ部屋 を 共有 し ま し た。 あ の

時 も っ と 日 本語 を 勉強 し な い と い け な い い う こ と に と 気が付 き ま し た。

次の 日 に 見学す る と こ ろ の ハ ン ド プ ッ ク を も ら い ま し た 。 さ ら に 沖縄県知事 に 会 っ て写真 を 取 り ま し た 。

それか ら パ ス に 振 り 分 け ら れ て 見学 を 始め ま し た 。

沖縄の 面 白 い と こ ろ を 訪 ね 、 例 え ば首里城 ・ 戦争犠牲者の名前 を 書い て い る 平和の礎な どです。 そ し て平

和記念預料館 と い う と こ ろ で戦争の ビ デ オ を 見て寂 し く な り ま し た。 戦争の悲惨 を こ れ ま で想像で き な か っ

次の 日 に 参加者 は お 互 い に 仲 良 く な る た め に 時 間 を も ら い ま し た 。 あの時多 く の友達がで き て メ キ シ コ に
戻っ て き た の に 今 ま で連絡があ り ま す 。

一番 ぴっ く り し た 活動 は 三線の演奏 で し た。 私は音楽が好 き でず っ と 前 に 三線を 習 っ たか ら です。 お じ い

さ ん は 三線 を 弾 い た か ら 多分 お じ い さ ん がお父 さ ん に 、 お父 さ んか ら 私 に 三線の こ と を伝え た い と 思 っ て い ．

ま す。 だ か ら 、 沖 縄 と お じ い さ ん の思い 出 に メ キ シ コ に 三線 を 持 っ て き ま した。

さ よ う な ら パ ー テ ィ ー で 沖縄県知事か ら 直接 に修了証書 を も ら い ま し た 。 と て も 感動 し ま し た。

次 に 別 れ時 間 に な り ま し た 。 み ん な 仲良 く な り ま し たか ら 寂 し か っ た です。 私は沖縄の友達に さ よ う な ら

し ま し た 。 お 互 い に 手紙 を 書 く 約束 を し て 、 も っ と 日 本語の勉強 を す る 約束 も し ま し た。

最後の 日 に 午前 8 時 に ペ ル ー と ア ル ゼ ン チ ン の参加者が帰国 し ま し た 。 そ の後で私達で し た。

空港で 親戚 と 参加者の何人か見送 り に来 て く れ ま し た。 長い間会 え な く な る と 考 え た ら 寂 し い気持ち に な

り ま し た 。 ま た成 田 空港 で カ ナ ダ の 参加者 に会 っ て 一緒 に バ ン ク ー バ ー に行 き ま し た 。 そ こ か ら メ キ シ コ に

出発 し ま し た。

こ の よ う な こ と は忘 れ ら れ な い経験 で し た。 家族の ふ る さ と 、 親戚に 初 め て 会 っ た こ と 、 外国か ら で き た

多 く の友達 な どが あ り ま し た。 今メ キ シ コ に戻 っ て か ら 沖縄の文化 ・ 習慣な ど を も っ と 分か る よ う に な り た

いです。

最 後 に 沖縄県 ・ 主催者の み な さ ん に 感謝 し た い です。 で き ればこ の よ う な イ ペ ン ト は続け た ら い い こ と だ

と 思い ま す。
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r ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （海外参加 者）
— ― _  

仲 村 ミ ツ ォ

（ メ キ シ コ ）

沖縄に滞在す る こ と がで き て と て も 楽 し か っ たです。 沖縄に 府 い て 私 た ち と 親戚 は 心 か ら お 互 い に 会いた

かっ た と い う こ と がわか り ま し た。 ま た培 し い気持 ち と 懐か し い気持 ち も 両 方 あ り よ し た 。 残念 な が ら私の

お じ い さ ん と お ばあ さ ん は 自 分の ふ る さ と に 帰 る こ と がで き ま せ ん で し た か、 か わ り に 1哭 た ち 孫が沖縄に行

く こ と がで き ま し た。

空港で ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の 主催者 と 親戚か ら あ た た かい 歓迎 を 受 け ま し た ，、 沖縄の 人 の 第一 印象

で し た。 そ れか ら ホ テ ル に行 く ま で沖縄の ト ロ ピ カ ル な 雰囲気 を 感 じ ま し た 。

親戚に会 う だけではな く て世界か ら 沖縄に 来た 子供た ち に も 会 い ま し た 。 み ん な で •緒 に 話 し た り 遊ん だ

り 楽 し ん だ り し ま した。 こ の時み ん な 同 じ言葉 （特に 日 本語） が分か る の が 大切 な こ と だ と 気がつ き ま した。

み ん な 同 じ言葉が話せないのに親友がで き ま し た。 あの時ペル ー ・ プ ラ ジ ル ・ ア ル ゼ ン チ ン 沖縄県 人会は メ

キ シ コ 県人会 よ り 大 き い の だ と 初めて 聞 き ま し た 。

ツ ア ー の 間 に い ろ い ろ な こ と を 習 い ま し た。 お き な わの習慣 ・ 歴 史 · 文化 な どで し た

平和祈念公園で沖縄の戦前の フ ィ ル ム を 見 ま し た 。 こ れは深 く 印 象 に 残 っ て い ま す 。 な ぜか と い う と 祖父

母の生活が分かっ たか ら です。 そ れか ら 戦争 の フ ィ ル ム を見 ま し た 。 沖縄は ア メ リ カ に 破壊 さ れ て 苦 し い状

態で した。 ど う し て小 さ な 島が残酷に攻撃 さ れた の か。 ま た ア メ リ カ 人 が こ の 戦争 を 正 当 化 し た か を 聞 く と

私は怒っ て い ま し た 。 み ん な そ う で し た 。

平和の シ ン ポル と い う 平和記念像 を見に行 き ま し た。 こ の像は平和の祈 り を 託 し て 世界 に 広 が る た めです。

像の下 に平和の シ ン ポル と し て 世界の石があ り ま す。 沖縄 に行 く 時平和の シ ン ポ ル と し て 両 親 に メ キ シ コ の

石を持っ て行かせたいです。

全人類の進歩のために平和は と て も 大切 な こ と だ と み ん な よ く 分か る よ う に な り ま し た 。 そ の 日 に何人か

の友達 と 平和 に つ いて意見交換があ り ま し た 。

北部地方に あ る み ど り の美 し い や ん ばる に も 行 き ま し た。 比地大滝 を 訪ね 、 冒 険 を す る み た い に滝に着い

た時、 何 も か ま わずに ズ ポ ン を着 た ま ま 川 を 渡 り ま し た。 み ん な 濡 れ て し ま い 、 自 然の 一部 を 感 じ ま し た。

と て も 楽 し か っ た です。

エ イ サ ー ・ 空手 ・ 三線を教え る と こ ろ に も 行 き ま し た 。 ク ラ ス が終わ っ て か ら エ イ サ ー の紹介があ り ま し

た。 エ イ サ ー を見る と 自 分の ア イ デン テ イ テ ィ ー の 一部 を 感 じ ま し た。 メ キ シ コ に 沖縄 の 子孫 か ら な る 太鼓

グルー プがあ り ま す。

一つぴっ く り し た こ と は首里城で し た 。 沖縄の戦争 の 時 に破壊 さ れ て 、 1993年 立 て 直 し ま し た。 沖縄は強

力 な王国時代に首里城を建て ま しt�。 あの時、 沖縄は ア ジア の 国 々 と の 間 で貿易が強い と 思い ま せ ん で し た。

三線 も 好 き な も の の 一つ で し た 。 ですか ら 考え な い で一つ買 っ て メ キ シ コ に 持 っ て き ま し た 。 お じ い ち ゃ ん

と 同 じ よ う に三線を弾 き た い です。 先祖を敬 う た め に沖縄の子孫は沖縄 の こ と を 何 か 習 っ た ほ う がい い と 思

い ま す。

沖縄の人々 や梅を見てか ら ずっ と 、 ま た沖縄に帰 り た い気持 ち があ り ま す。 今 ま た 沖 縄に 行 き た い と い う 目

的があ り ま す。
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［ シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （海外参加者） ――- 1 
第 3 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 を行 う と こ ろ も 訪 ね、 と て も き れいで し た 。 そ し て泊 ま る ホ テ ル に戻 っ て

親戚の 家 に行 き ま し た 。 ず っ と 前か ら 待 っ て い た ホ ー ム ス テ イ で し た。

次の 日 に さ よ な ら パ ー テ ィ が行 わ れ ま し た 。 最後の 日 な の で 一番寂 しい時で し た。 食事の時何人かの人 は 食

べて い て 、 他の 人 は 話 を し て 、 写 真 を 取 っ て 、 三線や踊 り な どの演奏 を 見 ま した。

ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の参加者は修 了 証 苔 と 写真 ア ルパム を も ら い ま し た。 最後にペル ー 3 人の方々 と

私は コ ン サ ー ト を し ま し た 。 私 は ド ラ ム を打 っ て練習 を し な か っ た の に あ ん ま り 間違え た り し ま せんで し た。

その後 に ラ テ ン ア メ リ カ の み ん な で 一緒 に ス テ ー ジ に上がっ て 「片手に 三線」 を歌い ま した。 た く さ んの 人

が泣い て し ま い ま し た 。 パ ー テ ィ ー は 終 わ り に な り ま し た。 あの晩は だ れ も 眠れな か っ たです。 次の 日 に 多

く の 人が早 く 空港 に 出 発 し ま し た 。 別 れの 日 がや っ て き ま した。 寂 し い 時 に な り ま し た。 特 に 親戚 に 別 れた

時。 いつ 会 う か ど う か 分か ら な いか ら です 。

成 田 空港 に 着 い て か ら カ ナ ダの 人 た ち に 会い ま し た 。 パ ン ク ー パ ま で同 じ便で一緒に行 き ま し た。

こ の ツ ア ー は いつ ま で も 心の 中 で大切 に し ま す。

思 っ て い た よ り 沖縄は 美 し い と こ ろ です。 小 さ な 島 な の に 人 ・ 文化 ・ 自 然がよ り 大 き いです。 さ ら に歴史の

中で世界に い ろ ん な こ と を 見せ な い と い け な いです。

私の作 っ た 友 達 は 永遠 の 友達です。 沖縄 も そ う です。
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1 シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 海外参加 者） ――-- -／ 

生涯 の体験

嶺 井 真 美

（ カ ナ ダ）

私は、 幸運 に も ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の海外50人の参加者の 一 人 に 選ばれ て 、 私 た ち の 文化 に つ い て

学ぶ ため沖縄に行 く こ と がで き ま した。 故繹沖縄への理解が深 ま っ た だ け で は な く 、 私の 一 生の 友 だ ち がで

き ま した。 こ の旅行iiずっ と 忘れる こ と ので き な い も のです。

7 月 24 日 、 私たち は芸術的 に と て も お も し ろ いつ く り を し て い る 首 里城へい き ま し た 。 と て も 大 き な 首里

城を見学 し て ま わ る の は と て も 楽 し く 、 そ こ に は琉球の衣装 を 沼 た 人 た ち がい て 、 ま た 首 里城の 中 を 探検 し

て ま わ る こ と がで き ま し た。 首里城のあ ざやか な朱塗 り の建築の な かで 、 そ の時 代 に 自 分がい る と ど ん な 感

じ な のかな ぁ と想像 し てみ ま し た。 私が那覇市街全体を 首 里城の 一番 莉 い と こ ろ か ら 見渡 し た と き 、 そ の 光

景 に ぴっ く り し て し ま い ま し た 。 那覇の街は と て も 美 し く 、 そ し て 静かで 、 私 は 沖縄の そ の ほ かの場所 も こ

の よ う に平和で穏やかな と こ ろ な の だ ろ う と 思い ま し た。

次の 日 は 、 私がい ま ま で経験 し た 中 で一番気がめ い っ て し ま っ た ん じ ゃ な い か と い う 日 だ っ た の ですが、

この ツ ア ー の中で訪れた場所の なかでは 一番だ っ た と 思い ま す。 私達は 平和 祈 念公園 に 行 っ て 、 そ し て 第
―

次世界大載の な かで沖縄が どの よ う な 立場 を 担 っ て い た の か と い う こ と を 学 ぴ ま し た 。 学校 で は 、 ド イ ツ 、

ア メ リ カ 、 イ ギ リ ス 、 日 本そ し て その他の国 々 の 、 第二次 世界大戦 中 の 立場が ど う だ っ た の か と い う こ と に

ついては勉強 し た こ と があ り ま すが、 私の先生は私の両親の故繹 で あ る 沖縄 に つ い て は 、 説明 を し て く れ ま

せんで し た 。 沖縄が戦争 に関与 し て い た の に も かかわ ら ず 、 です 。 講義 を 開 き な が ら 、 映像 を 見 ま し た 。 そ

し て戦時中の沖縄の よ う す を展示物や写真か ら 見 て 、 も のす ご く 悲 し く な っ て 泣 い て し ま い ま し た 。 そ し て

そ れ と 同時に、 私の学校の先生 に 、 私や私の学校 の 仲 間 に私 の 故輝が直 面 し た恐 ろ し さ に つ い て 教 え て く れ

な か っ た こ と に対 して腹が立 ち ま し た5 ピデオ や写真でた く さ ん の 腐食 し て い る 死体 を 見 る の は と て も 耐 え

がた い こ と で し た。 写真の 中 に は老若男 女 を 問わずた く さ ん の 人 々 が殺 さ れ て い ま し た が、 私 が一 番傷つ い

た の は 、 残忍な ア メ リ カ 人の手で小 さ な 男 の子が殺 さ れて い る 写真で し た。 破 れ た 芍 物 や 、 私 が読 ん だた ＜

さ んの悲 し い体験談、 壕の 中 に 隠れて い る 家族の よ う す を し め し た展示物、 戦争で死 ん だ 人 々 の 名 前が刻 ま

れた石 （ ト ー タ ルニ十三万八干百六十一 人の う ち 十四万八千三百 四 十 一 人 が沖縄の 人 々 ） と こ れ ら の も のが

私 に 与 え た衝撃は こ れ ま での私の人生の なかで予想 も つか な・い ほ どの も の で し た 。 そ こ へ行 く ま で私 の 祖父

母やその父や母がこ の よ う な恐ろ し い時代 を 生 き 抜い て き た と い う こ と を 知 ら な か っ た け ど、 今 は 祖父 母 た

ち が直面 し た苦難を も っ と 深 く 理解で き た と い う こ と や ま た私の祖父母 た ち の 知恵 や 賢明 さ のす ば ら し さ を

理解 し ま し た。 なぜな ら こ の ツ ア ー の こ の 日 、 平和 と い う こ と が ど ん な に 大 切 で あ る か と い う こ と を 知 っ た

か ら です。 私 は け っ し て こ の よ う な こ と が現実 と し て起 こ ら な い よ う に 、 私 の ま わ り で も 平和 を 保 っ て い く

た め に どん な こ と で も し て い こ う と 誓い ま し た。

山 田真山氏 と い う 芸術家 に よ っ てつ く ら れた平和記念像は 、 私 を 圧倒 す る よ う な 、 平和で穏や か な 気持 ち

と 感銘 を 与え て く れ ま し た。 そ の像の周 り を 囲 ん でい る 折 り 鶴 は 沖縄の 人が ど ん な に 心が や さ し く 、 党大 な

人た ち であ る か と い う こ と を示 し て い ま し た 。 世界中の た く さ ん の 人々 は 、 今で も 昔の こ と や 戦争時代の敵

国 の 人 々 に 対 し て敵意を 抱い て い た り 辛辣だ っ た り し て い ま す。 し か し 沖縄の 人 々 は 過去 に お き た こ と と は

関係な く 世界の 人 々 の平和 の た め に祈 り ま す。 平和 を つ く っ て い く た め に 世界 中 か ら 集め ら れ た 石 を 展示 し
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てい る と い う 箪石室 は と て も お も し ろ い と こ ろ で し た。 し か し 、 カ ナ ダか ら 来た石を見た と き はシ ョ ッ ク で

そ し て と て も がっ か り し て し ま い ま し た 。 なぜな ら 私の 生 ま れた 国 か ら 来 た そ の石は他の ど こ の国の も の と

も 比べ物 に な ら な い よ う な も の だ っ た か ら で す。 ユ ー ス ホ ス テ ル に戻 っ てか ら 、 私達は グル ー プに な っ て私
遠が平和 と い う こ と を ど う 学 ん だ か と い う こ と を 話 し 合い ま した。 参加者が話 し合う の を 聞 く の は と て も お
も し ろ か っ た で す 。 そ れ は 私 を 偏 見の な い 人 間 に な る よ う に 変 え て く れた と 思 い ま す。

最終 日 、 7 月 29 日 の 日 よ う 日 は 私達 み ん な に と っ て な んて悲 し い 日 だ っ た ので し ょ う 。 4 時に私はお じ と

お ばと 一緒 に さ よ な ら パ ー テ ィ ー に 参加す る た め パ シ フ ィ ッ ク ホ テ ル に 着 き ま し た。 パー テ ィ ー が終わ り に
近づ く に つ れ て 、 友 達 と 別 れ て う ち へ か え る と い う 悲 しみ に 耐 え る こ と． がで き な く な っ て い き ま し た。 沖縄

に来て こ の ツ ア ー の 間 に た く さ ん の す て き な 友達がで き た の で も っ と 仲良 く な る ため に 沖縄に滞在する こ と
がで き た ら と 思 い ま し た 。 私が こ こ で 得 た 沖縄の友達は、 沖縄の こ と やみんな のこ と だけでな く 、 人が本当
は ど う あ る べ き か と い う こ と も 含め て た く さ ん の こ と を私に教えて く れ ま した。 私がわかっ た こ と は 、 私が

た と え 日 本語 を あ ま り 知 ら な か っ た り う ま く 意思 を つ た え る こ と がで き な かっ た り し て も 一年間 い て カ ナ ダ
でで き る よ り も も っ と 沖縄 に い る 一週 間 で た く さ ん友達をつ く る こ と がで き る と いう こ と です。 私が思 う の
は 、 沖縄の子供達 は 見 た 目 や ど ん な 友達 と 一緒 に い る か と い う こ と で私の こ と を判断 し た り し な いか ら です。

そ し て、 そ れ ど こ ろ か 笑顔 と 思 い や り で 私 を 迎 え て く れたのです。

家 に 帰 る 日 がつ い に や っ て き ま し た 。 空港 で は 私 の 沖縄の 友達が見送 り に き て く れたのを見てびっ く り し
ま し た。 私の お じ さ ん と お ば さ ん も そ こ に い ま し た 。 出発の と き 、 み ん な を抱 き しめてサ ヨ ナ ラ を し ま した。

私がい ま ま で経験 し た 中 で も と て も つ ら い と き で し た。
かえ っ て き て か ら 一週 間 が た っ と い う の に ま だみ ん な の こ と を 思 う と と て も さ み し く て早 く 沖縄にかえ る

のが待 ち 遠 し く 思 い ま す 。 私 の 家族 と 友達 に 私が沖縄で経験 し て学んだこ と を 話 してあげま した。 そ し て特
にすて き な 友達の こ と を 話 し て あ げ ま し た 。 私 は こ の ツ ア ー でで き た友達と こ れか ら もずっ と 友達でいるた
めに今度沖縄へ き た と き は こ の 大好 き な 友達 を 訪 ね て み よ う と 思 っ て い ま す ！

私は こ の ツ ア ー を 考 え て く れ た み な さ ま に 感謝 し た い と 思い ま す。 それから 私に沖縄が どんな に独特の文
化を も っ て い る か と い う こ と を 知 る の を 助 け て く れた方た ち ゃ、 世界中 か ら の友達 と い う 贈 り 物 を く だ さ っ
た人た ちへ、 本当 に あ り が と う ご ざい ま す 。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー のおかげで私の両親や先祖の故郷に
ついて も っ と 知 る こ と がで き た こ と に感謝 し て い ま す。 そ し て ウ チ ナ ー ンチュである こ と に誇 り を感 じ ま す。

こ の ツ ア ー は私の 人生 に 大 き な 影響 を あ た え 、 そ し て も っ と いい も の に変えて く れ ま した。 私はずっ と こ の
ツ ア ー の こ と 、 そ の思 い 出 を わ す れ な い で い よ う と 思い ま す。 そ し て こ こ でで き た友達は私のこ こ ろ のそ ば

にいつ ま で も い る で し ょ う ！ 私 は 本当 に こ の ツ ア ー を 他の子供達の た め に も 将来ずっ と 続けて い っ て ほ し い
と思い ま す。
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宜保 亜 由 美 カ レ ン

（ カ ナ ダ）

第三 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー では本 当 に 素ffli ら し い経験がで き ま し た。 ッ

ア ー の 一 日 一 日 が非常 に 楽 しかっ たです。 一番思 い出 に残 っ て い る の は 平和祈念堂 に 行 っ た と き の こ と です。

学校で平和の大切 さ に つ い て学ぷ機会 は 多 く あ り ま し た が、 平和祈念堂 に 行 く ま で 平 和 や 戦 争 に つ い て こ れ

ほ ど深 く 理解で き た こ と は あ り ま せんで し た 。 戦争の ピデオ を 観 て 、 亡 く な っ た 人 の 名 前 を 見 て 気がついた

こ と は 、 た と え ホ ー ム レ ス や飢餓 に苦 し ん で い る 人 た ち で も （生 き て い る と い う こ と は ） 恵 ま れ て い る の だ

と 感 じ ま し た。 こ の映画はい く ら か心に痛い も の で し た が、 人 々 の 築 い て き た も の を 全て 破壊 し 、 同時に何

干人 も の人 を殺害 し傷つ け て し ま う よ う な戦争 を 二度 と 起 こ し て は い け な い と い う こ と を 、 若 い 世代 に理解

さ せ る た め に必要だ と 思 い ま す。 映像の 中 に非常 に 貧 し い 沖縄の 人 々 が写 し 出 さ れ て い る 事実 に よ っ て 、 戦

争の醜 さ や破壊力 を 実感 さ せ ら れ ま し た。 し か し 、 沖縄の 人 々 や 日 本が努力 と 決心で 、 世 界 の 中 で も 裔い敬

意 を 払わ れてい る 国の 一つ に ま で再建 さ れた こ と は 誇 り に 思 え ま す。 私 は 日 本 人の ね ぱ り 強 さ を 心か ら 尊敬

し て い ま す。

ま た 、 沖縄の人 た ち の よ う に エ イ サ ー を 踊 れ る よ う に 鑑賞 し た り 、 習 っ た り す る の は と て も 楽 し い こ と で

し た ！ エ イ サ ー を 踊 っ て い る 人や太鼓 を た た い て い る 人 は と て も 力 強 く て 素晴 ら し か っ た で す 。 ま る でずっ

と エ イ サ ー が続い て い く かの よ う に さ え感 じ ら れ ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 計画 し て く れた皆様が、 友情や知識に基づい て 差別 を な く し 、 世 界 の 国 々 を

一致 さ せ る の に大 き な 一歩 を 踏み出 し た と 思 い ま す。 世 界 中 の 若者が一堂 に 集 ま る こ と で 、 非常 に 大勢の国

か ら 来た仲間 と 友情 を 育 む機会 と な り ま し た 。 そ の た め、 こ の ツ ア ー は私 に と っ て 人生の 中 で特別 な も の と

な り ま し た 。 大勢の新 し い友人がで き る と 共 に 、 沖縄の文化、 歴史、 芸術、 自 然 につ い て も 学ぶ こ と がで き

ま し た。 ま た 自 分の受け継いでい る こ と への感謝や理解が深 ま り ま し た。 そ し て 、 私 の子 ど も が生 ま れた と

き に は 、 彼 ら に も ま た受け継い で い る 沖縄の大切 さ に つ い て教 え た い と 思 い ま す。
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金 城 茜

（ カ ナ ダ）

7 月 2 1 日 か ら 30 日 に か け て 本 当 に 索晴 ら し い体験がで き ま し た。 沖縄に は こ れ ま で に も 行 っ た こ と があ り

ま し たが、 今回 は 文化 、 歴 史 、 ま た 地元の 人 た ち の こ と を 知 る よ い機会で し た 。 気温の暑 さ やス ト レ ス 、 ス

ケ ジュ ー ル だ っ た の で 、 み ん な ぶ つ ぶつ文句 を 言いがち だ っ た と 思 う か も し れ ま せんが、 そ ん な 人は一人 も

いませ んで し た 。 み ん な い つ も 笑頻 を 浮かべ て い て 、 友好的であ たたか く 人 を むかえいれる 、 そ う い う ウ チ

ナ ー ン チ ュ の心 を も っ て い ま し た 。

ツ ア ー は23 日 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン か ら で始 ま り ま し た 。 一緒 に ツ ア ー を す る た め に グル ー プに分かれ ま

した。 カ ナ ダ 人が 一 人 も い な か っ た の で心配で し た が、 み ん な親切であ っ と い う 間に友達に な り ま し た 。• 一

番思い出 に 残 っ て い る の は 首 里城、 平和の礎、 国際通 り 、 玉泉洞王国村、 ヤ ン バ ル、 そ し て も ち ろ ん海です。

と く に玉泉洞王国村で 見 た エ イ サ ー が楽 し か っ た です。

ツ ア ー で は た く さ ん の 面 白 い 人 た ち に 出 会 っ て 、 と て も いい友達 に な り ま し た。 お互い に よ く 知 ら な い 同

士で し た が、 私達 に は 共通 す る 点があ り ま し た。 そ れは 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ だ と い う こ と です。 一週間 の 間 、

みんなは私に と っ て ま る で 家族の よ う な 特別 な存在で し た 。 長いパス での移動は退屈 どこ ろか歌を歌っ た り 、

ゲー ム を し た り し て 過 ご し ま し た 。 ツ ア ー の 間 で も し 誰かが何か分か ら な い こ と があ っ た時には、 私達み ん

な同 じ言葉 を 話 さ な い も の 同 士で す が、 み ん な で訳そ う と 一生懸命努力 し ま し た。 昼間の外での長 く 暑い時

間に は う ち わ を 一緒 に使 っ て 、 お 互 い に涼 し く し た り し ま し た。 一緒 に 笑っ た り 冗談 を 言っ た り し て 、 ま た

同 じ時 に お 互 い の文化 を 学 ぴ ま し た 。 私 がみ ん な と 過 ご し た の は短い期間で し たが、 み ん な と 一緒に過ご し

た楽 し い 時 を 忘 れ た り は し ま せ ん 。

私は、 私 の家 族 が沖縄県人会の メ ン バー で あ る こ と 、 そ し て ウ チナ ー ン チ ュ であ る こ と に と て も 感謝 し て

い ま す。 こ の ツ ア ー を 組織 し た 沖縄県、 今年の夏す ば ら し い思い出 を つ く る こ と を可能に し て下 さ っ た沖縄

県民の皆 さ ん に 感謝 し て い ま す。 私 が、 こ ん な す ば ら し い文化 を も っ て い る ウ チ ナ ー ンチ ュ で あ る と い う こ
と を と て も う れ し い こ と だ と 思 い ま す。 私 は私 と 同 じ よ う な沖縄の血 を 受け継 ぐ、 そ の こ と を と て も 誇 り に

思っ てい る 沖縄の子 に 出 会 え た の で 、 と て も 幸運 だ っ た と 思い ま す。 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加で き

たこ と が本 当 に と て も う れ し い で す 。 ど う も あ り が と う ご ざい ま し た。
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9ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 海外参加 者） ―-J 

目 取真 ジ ャ ネ ル ミ ホ コ

（ カ ナ ダ）

こ ん に ち は ！ 私は ジ ャ ネ ル メ ド ル マ です。 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で 沖 縄 に 旅 す る と い う 本 当 にすば

ら し い機会 を 得 る こ と がで き ま し た 。 沖縄に行 く の は 初 め て だ っ た の で 、 ツ ア ー に い く こ と を と て も 楽 しみ

に し ていてい ま し た。 どんな こ と が起 こ る の か全 く 分か ら な か っ た の で 少 し 心配で し た が、 沖縄は 本 当 に 良

い と こ ろ で、 みんな親切で し た 。

こ の ツ ア ー で一番大切 だ っ た と 思 う のは、 他の 国 の 人達 と 一緒 に 過 ご し た こ と です c， こ の よ う な 機会はめ っ

た に あ り ま せん。

ツ ア ー 中 首里城や平和祈念公園 に行っ たの は と て も 楽 し か っ た で す 。 平和 祈 念：ft 料館 で は ビ デ オ 鑑賞 し た

ので、 沖縄戦で何が起 こ っ た の か を 知 る こ と がで き ま し た 。 戦時 中 、 人 々 が ど れ だ け 苦 し ん だの か に ついて

考え さ せ ら れる体験で し た。 こ れだけ の大勢の 人、 特 に 民間 人 が ど れ だ け 亡 く な っ た の か を 知 っ て信 じ る こ

と がで き ま せんで し た。 想像 も つ かな い程の絶望 的 な 状況の 中 で 、 沖縄県民 は 戦 争 の 愚 か さ を 体験 し ま した。

私はハ イ キ ン グがと て も 好 き なので、 ヤ ン パルの エ コ ロ ジ ー ツ ア ー が と て も 楽 し か っ た で す 。 そ こ では 、

どの よ う な野生動物が沖縄で生息 し て い る か に つ い て の ピ デオ を 見 ま し た 。 そ れ か ら 比地大滝へ む けてハ イ

キ ン グヘ出発 し ま し た。 こ れ ま で悔に は一度 も 行 っ た こ と がな か っ た の で 、 ピ ー チ に 行 く の は と て も 楽 しかっ

た です。 海ではあ ま り 時間があ り ま せんで し た が、 と っ て も 楽 し み ま し た 。

こ の ツ ア ー に参加す る こ と がで き て本 当 に恵 ま れて い た と 思 い ま す。 人 生 で 一度限 り の 経験がで き ま した。

自分の文化について学んだだけではな く 、 他の国か ら や っ て き た 新 し い 友達 を 作 る こ と がで き ま し た 。 ツ ア ー

は非常に素晴 ら し く 、 参加で き た こ と を 沖縄県や ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 関係者 の 皆 さ ん に 心 か ら 感鵞 し
てい ま す。
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「シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 海外参加 者 ）
― 

玉栄 チ ャ ー ル ズ

（ ア メ リ カ ）

沖縄に 向 か っ た 日 、 僕 は こ れ か ら ど ん な こ と があ る の か な ぁ と 考え て い ま し た。 飛行機の旅は長 く て あ ん

ま り 居心地が よ く な か っ た の です が 、 快適で し た 。 空港 に 到 培す る と た く さ んの カ メ ラ と サ イ ン を 掲げた 人

た ち が待 っ て い て 、 ま る で 私が4i 名 人 に な っ た かの よ う な 気が し ま し た 。 5 分程写真撮影 し た 後、 沖縄県 人

会 ス タ ッ フ が私 と カ リ フ ォ ル ニ ア か ら の参加者二 人 を 滞在 ホ テ ル に連れてい き ま し た 。

次の 日 、 7 : 30頃 に 目 を 北 ま し て 、 朝 食 に行 き ま し た 。 朝食に は ハ ム エ ッ グ と フ レ ン チ フ ラ イ 、 ごは ん と

み そ し る を 食べ ま し た 。 朝 食 の 後 、 武道館へ行 っ て グ ル ー プに分かれて か ら 那覇 ツ ア ー に行 き ま し た 。

次の 日 に は 、 沖縄の過去の 文化 に つ い て学習す る た め に 首里城ツ ア ー に行 く こ と に な っ て い たの で早起 き

し ま し た 。 そ の 晩 、 再 び集 合 し て 何 を 学ぶた め に こ こ に 集 っ た か と い う 事につ い て デ イ ス カ ッ シ ョ ン し ま し

た。

妓後の 日 に は 、 水 や 岩 、 泥水の 中 を 歩い て ハ イ キ ン グ に行 き ま し た。 そ こ に はい ろ ん な動物がい ま し た 。

その晩、 私達 は み ん な で さ よ な ら パ ー テ ィ ー に 集い ま し た 。 そ し て 、 も う 一生会え な いか も し れな い こ の新

しい友 人 達へ さ よ な ら を 言 い ま し た 。

デ イ ビ ッ ド レ イ モ ン ド

（ア メ リ カ ）

沖縄は と て も 美 し い と こ ろ で 、 沖縄に い る あ い だ は 沖縄の文化 に つい て た く さ ん学ぴま し た 。 お 城 に つ い

て も 知 る こ と がで き ま し た が 、 首 里城が一番素晴 ら し い と 思 い ま し た 。 首里城に あ る 王の イ ス の両側 に は竜

が並べ ら れて い て 、 デザ イ ン が と て も 気 に 入 り ま し た 。 空手 も 習 う こ と がで き 、 と て も 楽 し か っ た です。 太

鼓の打 ち 方 も 教わ り 、 祖父 に 太鼓 を 作 っ て も ら う のが待 ち どお し いです。 森に行 っ た 時 に は 大 き な 滝 を 見 て

と て も ぴっ く り し ま し た 。 沖縄で 一番素晴 ら し か っ た の は 、 お ばあ ち ゃ んの方の親せ き や世界 中 か ら や っ て

き た 友 だ ち に 出 会 っ た こ と です 。 ま た いつ か家族 と 一緒 に沖縄に行 き た い です。 こ の ツ ア ー は こ れ ま での 中

で最高の 経験で し た 。 ぜ っ た い に忘れ ま せん 。 自 分の文化 を 知 り 、 親せ き や友 だ ち に 出会え た こ と に感謝を

し て い ま す。
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／ シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （海外参加者） l 

ジ ョ セ フ ジ ョ ー ン ズ

（ ア メ リ カ ）

2001 年沖縄での ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は決 し て忘れ ら れ な い イ ペ ン ト で し た。 こ の 人 '1こ に 一 度の機会

に 、 沖縄や親族 と のつ な が り が強 ま っ た と 感 じ て い ま すリ こ の イ ベ ン ト が特別 だ っ た の は そ の 泊動 内容だけ

で は あ り ま せん その場の ＇ぷ囲気全体が特別で し t• ‘ ゞ
::: o ン ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー の ス タ ッ フ の 特 さ ん は 、 沖

縄が守 っ て き た豊かな文化を 子 ど も た ち に 紹 介す る こ と に 加 え 、 そ れ を ：米 し い 横 会 に す る こ と が大 切 だ と い

う こ と を 1 •分理解 し て 下 さ っ て い ま し た

沖縄滞在 中 に は こ れ ま で雑誌で し か見 た こ と の な か っ た場所や建物 を み る こ と がで き ま し た 。 ま た 新た な

生涯の友 を 得 る こ と がで き ま し た し 、 自 ら の ル ー ツ を探 る 経験を 共有で き ま し た 。 ツ ア ー が始 ま っ た と き 、

言薬や習憫、 外見等の様 々 な理由 で他の参加者 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る の は 難 し く 思 え ま し た 。 し か し 、

ツ ア ー が進 んで行 く に つ れ 、 不 可能 と 思 え る よ う な 状況で も 、 友梢が育 ま れ て い く の が は っ き り と 分か り ま

し た。 外見や言策が違 っ て も 、 異 な る 文化の も と に あ ろ う と も 、 一つ の 島沖縄 に よ っ て 私達 がつ な が っ て い

る と い う こ と を じ き に理解す る よ う に な っ た か ら だ と 思 い ま す。

も し こ の イ ペ ン ト が も う 一 度計画 さ れ る よ う な こ と があ れ ば、 皆 さ ん に 参加す る よ う す す め た い と 思い ま

す。 私に と っ て こ れは 単 な る 学習 の機会で は な く 、 生涯忘れ ら れ な い思 い 出 に な る 体験で し た 。

ブ ラ イ ア ン デ イ ビ ス

（ ア メ リ カ ）

夏が始 ま る 頃、 私は学校が修了 し た ので リ ラ ッ ク ス し て 楽 し ん で い ま し た 。 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に

参加す る た め に 一週 間沖縄に行 く こ と に な る と 母が話 し た の は そ の 時 で し た 。 最初、 ユ タ に い る 自 分の 友達

と 一緒 に 過 ごせな く な る こ と を 寂 し く 思い ま し た し 、 一緒 に 楽 し い こ と がで き な く な っ て し ま う の で残念に

思い ま し た 。 し か も 、 親族 と ほ んの二 日 間 し か過 ごせ な い こ と に も がっ か り し ま し た 。 で も 母が、 世界 中 か

ら 選 ばれた五十人の内の 一 人だ と 話 し て く れた の で 、 特別 に 選ばれた こ と を t喜 し く 思 い ま し た 。

沖縄に 到着 し た と き は ま る で映画俳優の よ う に歓迎 さ れた ので わ く わ く す る と 同時 に驚 き ま し た 。 挨拶 し

た り 、 歓迎す る ため に み ん な が来て く れて い ま し た 。 そ こ に は あ た た か く 素晴 ら し い雰囲気があ り ま し た。

世界中か ら や っ て く る 人 た ち に 出会 っ て 、 沖縄に つ いて学ぶのが待 ち 遠 し く な り ま し た 。 訪 れ た と こ ろ は ど

こ で も 沖縄の歴史 に つ い て 知 る こ と がで き ま し た 。 ゃ ん ばる の ピ ー チ に行 っ た こ と は 非常 に 楽 し く 、 決 し て

その時の こ と を忘れ ま せ ん。 と て も 美 し か っ た の で 、 海を き れい にす る た め に ビ ー チ に落 ち て い る ゴ ミ は何

で も 喜ん で拾い ま し た。 も っ と き れい に し たいです。
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一 �ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （海外参加者） ― ― -| 
ツ ア ーの 最 後 に な る 頃 、 人 生 の な か で も 最 高 の 時 を 過 ご し て い ま し た 。 み ん な と 仲良 く な っ て 、 と て も 楽

しい 時 を 過 ご し て い ま し た 。 決 し て 忘 れ る こ と の で き な い よ う な 思い出がた く さ んあ り ま す。 た く さ ん の友

達がで き 、 今で も 連絡 を と り あ っ て い ま す 。 ツ ア ー が終了 し 、 みんな帰 る こ と に な り ま し た 。 さ よ な ら の 後

に は も う 会 え な く な る と 思 う と と て も 悲 し か っ た で す。 ツ ア ー の経験は こ れ ま でで最高の も の で し た 。 決 し

て忘 れ ま せ ん 。 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー を 可 能 に し て く だ さ っ た すべて の皆 さ ん に心か ら 感謝 し て い

ます。

テ ィ フ ァ ニ ー フ ィ ド ラ ー

（ ア メ リ カ ）

ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の 行 わ れ た 一週 間 、 沖縄 に つ い て た く さ ん学 ぶ こ と がで き ま し た。 歴史や文化、

人 々 に つ い て 学 ん だ だ け で は な く 、 私 の 民族性 に つ い て も 知 る 機会 に も な り ま し た。

ツ ア ー に 到粒 し た と き は 、 I 1· 業 の 通 じ な い 人 た ち と た だ バ ス に 乗 っ て 観光す る だ け と 思 っ て い た の で 、 少

しつ ま ら な い よ う な 気が し ま し た 。 で も 一 日 が過 ぎ て 、 私が間違 っ て い た こ と に気づ き ま し た。 ほ と ん どの

参加者 は 同 じ 言 菜 を 話 し て い ま せ ん で し た が、 そ れで も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を す る 方法 を 見つ け て い き ま し

た。 会 っ た ばか り の 人 た ち と 一 緒 に ツ ア ー を し 、 い ろ い ろ な ア ト ラ ク シ ョ ンの写真 を撮 っ た り す る こ と は想

像 し て い た 以上 に 楽 し か っ た で す 。 こ の ツ ア ー は 、 ち が う 国か ら や っ て き た だ け の子 ど も た ち の集団 と い う

だけ で は あ り ま せ ん で し た 。 私達全て に は 一 つ の 共通す る も のがあ り ま し た。 それは “ 沖縄＂ です。

ホ ー ム ス テ イ の 体験 は 決 し て 忘 れ る こ と がで き な い も の で し た 。 日 本の習慣は ア メ リ カ の も の と か な り 異
な っ て い ま す。 そ の 様 々 な 点 を ツ ア ー 中 の ホ ー ム ス テ イ の 中 で気づか さ れた り 、 教え ら れた り し ま し た。 明

H 沖縄に 戻 れ ば、 道 が結構分 か る と 思 い ま す。 こ の ツ ア ーの お か げで那覇 と ヤ ン バ ル に つ い て は よ く 知 っ て

い ま す。

世界 中 か ら の 参加者 と 友達 に な る こ と がで き ま し た。 そ し て う れ し い こ と は 、 大勢の友人 と 今で も 連絡 を

と り あ っ て い る こ と で す 。 親族や 友 人 と 共 に 体験 し た ツ ア ー の素晴 ら し い思い出でい つ ばいです。 今度沖縄

に行 く と き に は 親族 に 加 え 、 大 勢 の 友 人達 に 会 え る と い う こ と は う れ し い こ と です。 いつのか ジ ュ ニ ア ス タ

デ ィ ーツ ア ー の メ ン バ ー 全員 に 会 え る こ と を 楽 し み に し て い ま す。 参加者全員 が私 と 同様に ツ ア ーを 楽 し み 、

沖縄に つ い て た く さ ん で 学 ん で帰 国 し た こ と を 願 っ て い ま す。
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1 
シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 海外参加 者 ） 1 

比 嘉 龍 児

（ ア メ リ カ ）

沖縄に 来 る の は 三度 目 で し た が、 今I目 が一 番 最 高 で し た 。 H 本 語 を 結 構 話 す こ と が で き る の で、 ツ ア ー は

充実 した も の に な り ま し た。 首 里城や滝登 り な どす ば ら し い 観 光地 に 行 く の は 楽 し か っ た で す 。 平和祈念公

園で は ア メ リ カ 人 と し て 成長 し て き た私の 知 ら な か っ た ［意 さ れ た 真実 を 知 る こ と が で き ま し た 。 こ れ ま で常

に ア メ リ カ 人 と し て の観点か ら 戦争 を 見 て き た た め 、 沖縄の観点 か ら は 見 た こ と は あ り ま せ ん で し た。 第二
次大戦中の沖縄の様子 を ピ デオ で鑑代 し て 、 ア メ リ カ 人 が ど ん な に ひ ど く 私達 を 扱 っ た か を 知 る と 涙がで て

き ま した。 こ れ は ツ ア ー 中 で も っ と も 悲 し か っ た こ と です 。

ツ ア ー の 中 で も ハ イ ラ イ ト と な っ た の は エ イ サ ー と 三味線 を 習 っ た こ と で す 。 こ れ は lji. に 学ぶ だ け で な く 、

自 分の文化 を 体験す る機会 に な り ま し た。 ま だ ア メ リ カ に 帰 っ て か ら ほ ん の 一 週 間 で す が 、 も う 沖縄が恋 し

く な っ て い ま す。 ま た 沖縄 に 行 く の が楽 し み です。 新 し い 仲 間 に 出 会 う の は ツ ア ー で 般 ，＇,
・
り の こ と で し た。 み

ん な と て も お も し ろ か っ たです。 パ ー テ ィ ー や ダ ン ス を 通 し て 友情 は 深 ま り 、 ま す ま す 強 く な り ま し た。 新

し い友達がで き る の は と て も 籍 し い こ と で し た が、 そ れ に は 暗 い部分 も あ り ま し た 。 沖 縄で 出 会 っ た殆 どの

友人 と は も う 会 う こ と がな い か も し れ ま せ ん。 帰 国 す る た めの 飛行機に 乗 っ て 出 発す る の は 心 の痛 む こ と で

し た 。 連絡先 を教 え て も ら っ た の で 、 沖縄 に 戻 る と き はぜひ再会 し た い と 思 っ て い ま す 。
ツ ア ー の別のハ イ ラ イ ト は ホ ー ム ス テ イ で し た 。 私 は 名 護 と 那覇 に い る 親族 と ス テ イ し ま し た 。 名 護では

叔父 と 叔母がオ リ オ ン ピ ー ルパ レ ー ド を 見 に 連 れて い っ て く れ ま し た。 と て も 楽 し く て 花火が き れ い で した。

ア メ リ カ で も 一 年 に何度 も 花火 を 見 る 機会があ り ま す が 、 あ ん な に 近 く で み た こ と は あ り ま せ ん 。 そ の後は

カ ラ オ ケ パ ー にい っ て 、 酔 っ ば ら っ た叔父が私 に 沖縄の踊 り を 教 え よ う と し ま し た 。 叔父 に 会 う こ と で き て

本当 に よ か っ たです。 そ し て 知念村 に あ る 大叔父の 空手道場 に い き ま し た 。 大叔父 の 空 手の 趣味が私の 中 に
も 受け継がれてい ま す。 私 は 沖縄拳法空手 を 10年父 に 習 っ て い ま す 。

· 太田守胤 さ んが私の 名 字 に 聞 き 覚え があ り 、 私の所 に い ら し た と き に は 驚 き ま し た 。 太 田 さ ん は 私の父 と

琉球大学に 通い ま し た 。 も う 何年 も た っ た 後 に 友人同志が互 い に 覚 え て い る と い う の は 箪 し い こ と で し た。

こ の ツ ア ー で 出会 っ た新 し い 人 た ち と も そ の よ う に な る こ と を 願 っ て い ま す。
私 は結構 日 本語が話せ ま すが、 も っ と 勉強 し て 沖縄の 大学で 一年勉強 し た い と 思 い ま す 。 そ し て 住 ん でみ

た い と も 思い ま す。 ま だ会 っ た こ と も な い親族 と も 会 っ て み た い です 。 親族の特性が 私 の 中 に 受 け継がれて

い る こ と を 知 り た い と 思い ま す。 こ の 日 本で の経験 を 通 し て 、 沖縄人 で あ る こ と に 誇 り を 持 て る よ う に な り

ま し た。 親切で お も し ろ い 人た ち に 会 っ た り 、 沖縄の歴史や文 化 を も っ と 学 ぴ た い で す 。 沖 縄 に ぜ ひ住ん で

み た いです ！
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落 合 北 斗

（ ア メ リ カ ）

沖縄。 美 し い熱帯 の 海 、 見渡 す 限 り の 自 然、 ま ばゆ い ばか り に輝 く 太陽。 こ れは 、 誇 り に思い受け継 ぐ理

由のほんのい く つ か に 過 ぎ ま せ ん。 こ の 島 々 自 分の ル ー ツ があ り ま す。

ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は 今年が初 め て 計 画 さ れ た の で 、 上手 く 組織 さ れて い な い部分があ っ た も のの、

計画 さ れて い た こ と の 殆 どが ス ム ー ズ に進み ま し た 。 素晴 ら し い リ ー ダ ー と ポラ ン テ ィ ア達が案内 を し 、 い

つ も 助 け て 下 さ い ま し た 。

首里城は 、 同 じ様 な IUJ ぱか り で し た が、 一 番印象深か っ た の は お墓で、 特に亀甲墓が印象強かっ たです。

平和 につ い て は 、 ア メ リ カ で 生 ま れ成長 し て き た た め 、 戦争 を ア メ リ カ の側か ら しか見て い ま せんで した。

たい て い 、 日 本 人 は 全て 悪 者 で 凶悪 な も の と し て描かれて い ま し た。 誰が多 く 苦 し ん だか、 どっ ちがあれを

や っ た 、 こ れ を や っ た と 沢 め る よ り も 、 両者が戦争 に参加 し た こ と を 嘆いて後悔す る べ き だ と みん な と 話 し

合い ま し た。

玉泉洞王国村で は 、 琉舞 と エ イ サ ー を 体験 し ま し た。 琉舞は信 じ ら れな い ほ ど難 し く 感 じ ま したが、 考え
ていた ほ ど悪 く あ り ま せん で し た。 エ イ サ ー は と て も 好 き で、 ニ ュ ー ヨ ー ク で毎週 レ ッ ス ン を受け て い ま す。
ツ ア ー の 中 で 一番最高の 日 だ っ た の は 、 ヤ ン パ ル のエ コ ツ ア ー です。 動物や植物 を 見 な がら 川 を の ぼ り ま し

た。 川 の上 流 に は 大 き な 滝 と 湖 が あ り ま し た 。 女の子達 を 説得 し て 一緒 に水に飛ぴ込み、 泳 ぎ回 っ た り し ま

した。 短い時間 で し た が、 と て も 楽 し か っ た です。

最後の夜 は 、 殆 どの メ ン パ ー が一晩中起 き て最後の時間 を 共 に過 ご し ま した。

最後 に 、 ツ ア ー に ま た 参加 し た いか と 尋ね ら れた ら 、 少 し も 迷 う こ と な く 「 も ち ろ ん ！ 」 と 応え ま す。 沖縄

での 一週 間 は 人生の 中 で も 最高 の 一週 間 で し た。

「未来ーち ゅ ら 夢心 に の せ て」
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シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （海外参 加 者） ― ―] 

ケ イ ラ ケ ン プ

（ ア メ リ カ ）

ま ず始め に 、 日 本そ し て 沖縄への旅 を 楽 し ん だ こ と を お伝 え し た い と 思 い ま す 。 今 回 の 滞 在 を 受 け 入 れて

下 さ っ て有 り 難 う ご ざい ま し た 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の際 に は 、 皆 さ ん の 前 で 知 事 と 握 手で き た こ と を非常

に光栄に思 っ て お り ま す。

ツ ア ー で一番 よ か っ た こ と は 親族 と 過 ごせた こ と です。 叔 父 に は 一度 も 会 っ た こ と が な か っ た の で、 初め

て会 う こ と がで き て と て も 楽 し か っ た です。 ま た メ ン パ ー と は 一緒 に 楽 し く 過 ごせ ま し た 。 と く に 滝沢登 り

が楽 し か っ たです。 私達 は岩か ら 飛 ぴ降 り て 泳い で い た の で 、 み ん な に 無鉄砲 だ と 思 わ れ た よ う です。

始め 日 本 に到着 し た 時 は 、 す っ か り 家 に帰 り た く な っ て し ま い泣 い て ばか り で し た 。 毎晩父 親 に 電話を し

て も う 帰 り た い と 話 し て い ま し た 。 父は泣か な い よ う に 、 そ し て 電話 を か け る と ま す ま す 辛 く な る か ら で き

る だ けかけ な い よ う に と 言い ま し た。 私は木曜 日 ま で に は 泣 き やみ 、 父 親 に 電話 を か け な く な り ま し た。 冗

気に な っ た の です。 帰る と き に な る と 、 新 し く 出会 っ た ばか り の 友 人 と 別 れ た く あ り ま せ ん で し た 。 も し 今

誰かが 日 本 に戻 り た いか ど う か私 に尋ね た な ら 、 す ぐ に 「は い 」 と 応 え ま す 。

こ の ツ ア ー であ ま り 気 に 入 ら な か っ た の は 、 行 き と 掃 り の 飛行機だ け で し た 。 そ れ以外 は 本当 に 楽 しかっ

たです。 み ん な で キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を 囲 ん で ダ ン ス し た と き は特 に そ う で し た 。

新 し い文化 に つ いて学ぶ こ と は 楽 し く 興味深い こ と で し た。 祈 念公園 や 博物 館 を 訪 ね た り 、 文化的 な 催 し

に参加す る こ と か ら た く さ ん学 ぴ ま し た。

沖縄での滞在は本当 に 楽 し く 、 ま た 沖縄に戻 っ て く る 日 を 心待 ち に し て い ま す。

ロ パ ー ト フ ァ ン チ ェ ス

（ ア メ リ カ ）

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で は 沖縄の歴史や文化 を 学ぶ こ と がで き 、 と て も 楽 し い経験 と な り ま し た。 ッ

ア ー 中 に は平和祈念公園 や首里城な ど県内の様々 な 湯所 を 訪れ る こ と がで き ま し た 。 那覇市内 に あ る 首里城

では、 日 本に 占領 さ れ る 前の （琉球列島 と し て知 ら れて い た ） 沖縄の初期の歴 史 に つ い て 知 る こ と がで き ま

した。 再建 さ れた建物の 中 に は沖縄の昔の国王 を描いた様 々 な 古い絵や飾 り も の があ り ま し た。

ま た南部に あ る 平和祈念公園 に も い く こ と がで き ま し た が、 そ こ に は 第二次世界大戦 中 に 沖縄で お こ っ た

悲惨な 出来事についての展示がた く さ ん あ り ま し た 。 彫刻 さ れた仏像、 資料館や 海沿の水の 流 れ 、 戦争中 に

亡 く な っ た 人 た ち の名前が刻印 さ れた礎な ど興味 を 引 か れ る も の がた く さ んあ り ま し た 。 こ の平和祈念公園

を特 に際だたせてい る の は 、 一般に あ ま り 知 ら れて い な い第二次大戦の側面 を 広 く 紹介 し て い る こ と 、 そ し
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て沖縄で戦時中 ま た 戦後 に 実際 に 何が起 き た の か を 示 し て い る こ と です。

ツ ア ー 中 に は マ ン グ ロ ー プ林や 森 に も 行 く こ と がで き ま し た。 た く さ んの野生動物がマ ン グ ロ ー プ林に い

ま し たが、 最近マ ン グ ー ス ー が急激 に 増 え て い て 、 そ れがハ プやマ ン グ ロ ー プ に 生息 し て い る 生 き 物を 脅か

し て い る こ と を 知 り ま し た 。 （ あ ま り に も た く さ んマ ン グ ー ス がい た の で 、 一匹一緒に連れて帰 り た く な り

ま し た ！ ） 沖縄の マ ン グ ロ ー プ は 私 が フ ロ リ ダ州 の キ ー ラ ー ゴで 目 に し た も の と かな り 違っ て い ま した。 ま

た、 森で は 、 滝 や 見慣 れ な い 木 を 見 る こ と がで き 楽 し か っ た です。 木の根っ こ が地面か ら リ ポ ン の よ う に 飛

ぴ出 て い る かの よ う に 見 え ま し た 。

ま た沖縄の ピ ー チ に 行 く こ と も で き ま し た 。 沖縄の ピ ー チ は （ キ ー ウ ェ ス ト や キ ー ラ ー ゴと い っ た例外を

除い て は ） ア メ リ カ に あ る 普通 の ピ ー チ と は か な り 違 っ て い ま す 。 海 も 砂 も と て も き れいで、 私が泳 ぎ たい

場所 と い え ば唯 一 沖縄の 海 だ け で す 。 沖縄の 海岸 に は美 し い形 を し た珍 し い貝 殻があ り 、 時 々 砂の 中 に は ウ

ミ ガ メ の よ う な 海洋生物 の 骨 が埋 ま っ て い ま す。

独特の 文化や野生動物 、 歴 史 を 誇 る 沖縄 に 行 く の は と て も 楽 し い こ と で し た。 沖縄に は見 る も のがた く さ

んあ る の で 、 と て も 一週 間 で 全部 ま わ る こ と は で き ま せん。 今回で沖縄 に 来 る のが三度 目 に な り ま すが、 私

が行 っ て み た い場所全部 に は ま だ に は行 っ て い ま せ ん。 ま た将来沖縄に 戻 っ て 、 沖縄の記録 ピデオ を是非作

成 し た い と 思 っ て い ま す 。

ア ン デ ィ ー ラ イ ダ ー

（ ア メ リ カ ）

日 本で は た く さ ん の 新 し い友達 を 作 る こと が と 、 自 分で期待 し て い た 以上 に 多 く の こ と を経験す る こ と が

で き ま し た 。 こ の旅 は ジ ョ ー ジ ア 州 で 始 ま り ま し た 。 そ こ で、 ま ず旅 の 最初の友達やか よ こ さ ん と い う 素敵

な 方 に 出 会 い ま し た 。 か よ こ さ ん は 、 私 た ち が ま る で本当 の子供であ る かの よ う に よ く 面倒 を 見 て く れ ま し

た。 沖縄の ユ ー ス ホ ス テ ル に 到 着 し た と き は 、 大勢の 人 た ち が喜 ん で私 た ち を 迎 え て く れ ま し た。 沖縄での

滞在期 間 中 に は い ろ ん な 所 に行 き ま し た。 い く つか 名 前 を あ げる と 、 首里城、 那覇市内の公設市場、 今帰仁

城な ど で す 。 ま た 、 ひ い お ばあ さ んの と こ ろ で 一泊す る 機会 も あ り ま し た。 も っ と 沖縄 に 長 く 滞在 し たかっ

たです。 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー は 出 身地 の異 な る 子供 た ち が 自 分た ち の受け継いで い る も の に ついて知 る

素晴 ら し い機 会 だ と 思 い ま す。 沖縄で私た ち を 助 け て く だ さ っ た皆 さ ん 、 ま た 沖縄県人会の支援に心か ら 感

謝 し て い ま す。
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ジュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー レ ポ ー ト

キ ム ビ セ ッ ト

（ ア メ リ カ ）

沖縄に は私が 7 歳に な る ま で住 ん でい ま し た が、 沖縄の 文 化 に つ い て 学ぷ こ と は 全 く あ り ま せ ん で し た。

しか し 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー は私に その機会を 与 え 、 沖縄の 文 化の •端 を 担 う こ と が と れ だ け ）ゞ切 であ

る か、 ま た 世界平和が最優先事項 と さ れ る べ き であ る と い う こ と を 実感 で き る よ う 1足 し ま し た 。 こ の 小 さ な

島 に非常 に た く さ んの も のがあ る こ と に 驚 き ま し た。

沖縄の歴史は興味深 く 、 ツ ア ー で は 分か り やす く 楽 し く 学べ ま し た。 く ばが さ や あ ん で い ら （ あ ん つ く ）

と い っ た初期の衣服か ら は 、 沖縄が中 国の影秤 を どの よ う に 受け て い た か を 知 り ま し た ま た 首 りt城等の施

設に行 く こ と で、 数世紀前 に 、 琉球王国が重要で あ っ た 理 由 に つ い て 実 感 す る こ と がで き ま し た 。 t． 泉洞で

の 空手やエ イ サ ー の文化 ク ラ ス も 楽 し かっ た です。 そ れ ら か ら 、 人 々 の II:．泊 が どの よ う な も の で あ っ た のか

実際に学ぶ こ と がで き ま し た。 こ れ ま で も 様 々 な 歴 史的 な 場所へ行 っ た こ と が あ り ま し た が 、 故郷 に つ いて

知 ら な い こ と も 多 く あ り 、 今では 自 分 自 身 の ル ー ツ に つ い て 更 に 知 る こ と がで き た の で招 し く 思い ま す。

塁かで大切 に 守 ら れて い る 歴史に 加 え 、 沖縄の 自 然は と て も 魅 力 的で す 。 楳 1 1,71fi紺溢れ る 植物 や動物、 ま

た澄み き っ た水全てがそ う です。 実際、 こ のす ば ら し い美 し さ は 私 が ア メ リ カ で 見 て き た の も の と は 異 な っ

て い ま す。 ヤ ン バルでの ト レ ッ キ ン グで は 、 実際湖 の 中 を 歩 き ま し た 。 生 い 茂 る 木 や 沢 山 の お も し ろ い生 き

物 を 本やテ レ ビ を 通 し て で は な く 、 生で体験す る こ と がで き て特 に 満足 し ま し た 。 そ れ は息 を の む よ う な 冒

険で し た。 し か し 、 こ の ツ ア ー の最大の 目 的 は世界平和 で し た 。 プ レ イ ペ ン ト に 出席 し て 、 第二次 世 界 大戟

と い う 最 も 痛 ま し い出来事の 一つ に つ い て学ぶ こ と がで き て よ か っ た と 思 い ま す。 平和祈 念公 圏 で は 戦争映

画 を み ま し た。 そ の映画では死体を 目 に し 、 恐ろ し い体験 を く ぐ り 抜け た 県民の 証 言 を 直接 聞 い て 衝撃 を 受

け ま し た 。 ま た 、 亡 く な っ た 兵士や民間人、 子 ど も た ち の名 前が記 さ れ て い る 礎 を 見 た と き に は 衝 院 が さ ら

に 強い も の に な り ま し た 。 戦争 に つ い て学ぶの は 非常に繊細 な こ と ですが、 将 来二度 と 戦争が起 こ ら な い よ

う にす る た め に も よ く そ れ を 真剣 に受け止め な け ればな り ま せん。 物事 を 明 る ＜ 考 え る と 、 世界平和 を 重 要

な ゴー ル と し て位置づけ る こ と は世界中 に 友 人 を 作 る と い う こ と に な り ま す。 チ リ や フ ィ リ ピ ン 、 カ ナ ダ、

ポ リ ビ ア 、 イ ン グ ラ ン ド、 ア メ リ カ 、 そ し て沖縄出 身 の 友 人がで き ま し た。 私 を と て も 温か く 迎 え て く れた

の で 、 ま た故郷に帰っ て き た と い う 気持ち に な り ま し た。 未来 に 向 け て 私達全て が力 を 合わ せ て 変 化 を も た

ら し ていかねばな り ま せん。

こ の ツ ア ー は と て も 楽 し く 教育的で し たが、 も っ と 期 間が長 け け れば よ い と 思 い ま す。 そ う す れ ば、 も う

少 しゅ っ く り 学ぶ こ と がで き ま し た し 、 沖縄の熱い気候で も み ん な も っ と 快適 だ っ た で し ょ う 。 ま た 、 も っ

と 友人 を作 り た か っ た です。 そ の た め に は 、 み ん な の顔写真や住所、 趣味 な どが記 さ れた ア ル バ ム があ る と

いい と 思い ま す。 そ う すれば帰国 し て か ら も 連絡 を 取 り 合 う のがたや す く な り ま す。 そ し て 、 ウ チ ナ ー ン チュ

の ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は毎年開催 さ れた ほ う が よ い と 思い ま す。 全体的 に 見 て 、 こ の ツ ア ー は豊富 な

経験を 積む機会 と な り ま し た。

沖縄の歴史、 文化、 美 し い 自然 に つ いて学ぶ機会 を 与え て 下 さ っ た ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー

ツ ア ー 関係者、 そ し て沖縄県知事稲嶺氏に感謝申 し上げま す。 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 一部 で あ る た め に 何 が求め

ら れて い る のか学んだこ と は 自 信 に つ なが り ま し た 。
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ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン

（ ア メ リ カ ）

最初、 日 本の 沖縄 に 行 け る か も し れ な い と 聞 い た と き は わ く わ く し ま し た。 で も 本当 に私が行 く こ と がで
き る と 分か っ た と き は も っ と う れ し か っ た で す。

ま ず、 パ ス ポ ー ト を 作 る た め に 母 と 一緒 に 写真 を 撮 り に 行 き ま し た。 パ ス ポー ト がで き あがる ま で に約 3

週間かか り ま し た 。

次 に 、 健康診断の 予約 を し て 診断 を 行い ま し た 。 そ の 後 に は血液検査があ り ま し た 。

そ し て 、 全部の 背類 （情報） を 沖縄 に フ ァ ッ ク ス し ま し た 。 そ れ か ら ツ ア ー に 向 け て荷造 り を始めたので

す。 つ い に 出 発 の 日 がや っ て き ま し た 。 私 は 母 と 一緒 に7 月 19 日 に 出 発 し ま し た。

ツ ア ー が始 ま っ た 最 初 の 日 は だ れ も 知 ら な か っ た ので 、 何 と な く 心配で し た。 ツ ア ー が始 ま る と 、 チ ャ ッ
バ ミ カ の よ う な 友 達 に 出 会 い ま し た 。

水曜 日 に は平和祈 念公園 や つ い き ん （平和祈念像） を 見 に い く こ と がで き た ので楽 し か っ た です。 四 日 目

は私の誕生 日 で し た 。 太鼓や獅 子舞 を 見 る こ と がで き た の で う れ しか っ た です d

その夜、 キ ャ ロ ラ イ ナ ペ ン シ ョ ン と い う ホ テ ル に 行 き ま し た・。 み ん な が シ ャ ワ ー を す ま せた あ と 、 バー ベ

キ ュ ー を し て キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を し ま し た 。 ル カ と 私の誕生 日 も し ま し た。 み ん な で手に持っ て花火を し

ま し た。 日 本語の 歌 を 歌 っ て い た 人が私た ち を イ ン タ ピ ュ ー し ま し た。

さ よ な ら パ ー テ ィ ー も 楽 し か っ た です。 母 と お ばの け い こ が私 を そ こ に連れて い き ま し た。 さ よ な ら パー

テ ィ の最後は み ん な 泣い て い ま し た 。

一番覚 え て い る の が 4 日 目 で 、 太鼓 と 大 き な獅子舞 を 見 に行 っ た と き です。 と っ て も 楽 し か っ たです。 つ

い き ん （平和祈念像） を 見 た の も 楽 し か っ た です。
ツ ア ー が終わ っ て か ら 、 親戚 に み ん な に ツ ア ー の こ と を 話 し ま し た。 私の話 し た い こ と が分か っ て も ら え

ない と き に は 、 母が私の か わ り に 説明 も し て く れ ま し た。 ．

私が受け つ い で い る 文化的 な も の に つ い て 、 ほ か の子 ど も た ち と 一緒 に学ぶ機会 を 与 え ら れた こ と に心か

ら感謝 し て い ま す。
私は ウ チ ナ ー ン チ ュ です ！
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忘れ ら れな い 経験

テ レ サ マ リ コ モ ー ト ン

（ ア メ リ カ ）

沖縄で開催 さ れ る 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参加す る 懐会 を 得 て 、 本 廿 に 感謝 し て い ま す。 こ のすば ら

しい経験を 私は決 して忘 れ な い で し ょ う 。 沖縄での こ の わ ず か な •辿 間 は た く さ ん の 感情 が 入 り 交 じ っ た も

の と な り ま し た。 す ば ら し い仲llll に 囲 ま れ て と て も 餡 し か っ た で す。 ま た 、 沖縄 を 取 り IJ月 む 自 然の 美 し さ に

感嘆 し ま し た。 そ し て 、 第二次 世 界 大祓中 に 沖縄の 人 々 が堪 え 忍 ん だ 様 J”· を 知 る と い に た ま れ な い 気持 ち に

な り ま し た。 こ の よ う に 、 自 ら の 文化 を 学び理角やす る と い う の は 本 当 に 忘 れ ら れ な い 経験で し た。

こ れ ま で も 世界の 色 々 な と こ ろ を 訪れ ま し た が 、 沖縄社 会 は ど 思 い や り や 、 気造 し 、 に 溢 れ た 人 た ち が住 ん

でい る と こ ろ は あ り ま せ ん。 沖縄で出 会 う 全て の 人が親切 で 友 好 的 で し た 国 藉 や 文 化で 判 断 さ れ た り は し
ま せん。 こ れ ま でず っ と 沖縄の 人がなぜこ ん な に 温かい心 を 持 ち 、 同梢心 に 鈷 ん で い る の か 考 え て い ま し た。

今回 それが、 沖縄が貿 易 を 基盤 と し て い る か ら だ と 知 り ま し た 。 沖縄は 東 南 ア ジ ア の 国 々 と 貿 易 し 、 貿 易の

中心地 と な り ま し た。 そ し て 、 どの よ う な 人 あ っ て も 全 て の 人 を 歓迎 し 、 友達 に な っ た の で す し 現 在 ま で、

こ の小 さ な 島沖縄に友情は息づい て い ま す 。 「い ち ゃ り ば ち ょ ー で 一 」 の 意味 を そ の 通 り 経験で き ま し た。

沖縄は完璧なパラ ダイ ス です。 「 太平洋の宝石。」 人 は 沖縄 を こ う 呼ぶ で し ょ う 。 大 さ な 町 も あ り ま す が、

そ こ も 美 し い亜熱帯の雰囲気 を 感 じ さ せ ま す 。 沖縄 に は な に か し ら 特 別 な 輝 き があ り ま す 。 外 を 歩 く と ま ば
ゆ い光で 目 が く ら み ま す。 私 は 、 「太賜の耀 ＜ 州 」 と 呼 ば れ る フ ロ リ ダ 出 身 で す が 、 そ れ で も 、 沖縄は ど太

陽は明る く はあ り ま せん。 7 月 の天気は と て も 暑 く 湿度が尚 い の で 、 海 か ら の 風 に 体 を 冷 や し て も ら い ま し

た。 エ ア コ ン が当 た り 前 の も の だ と は も う 思 っ た り は し ま せ ん。 沖縄 に 1
‘
- 1 9かの 1 1 1 やせ せ ら ぎ が あ る と は 全 く

知 り ま せんで した 。 ゃ ん ばる の 自 然歩道 を 通 っ て 、 一生懸命 山 登 り し ま し た 。 と っ て も 楽 し か っ た です。 今

と な っ て も 、 あの息 を の む よ う な比地大滝に ジ ャ ン プ し て 飛 び込 ん だ こ と が信 じ ら れ ま せ ん 。

第二次世界大戦の側面 に つ い て学べた こ と を 心か ら 沖縄県 に 感 謝 し て お り ま す 。 こ れ ま で ず っ と ア メ リ カ

で生活 し 、 ア メ リ カ の観点か ら 戦争 を 見て き ま し た。 短い映画 を 鑑賞す る こ と で 、 言 菜 は 理 解で き な か っ た

のですが、 人々 の表情か ら どれだけ苦 し んで い た の か を 知 る こ と がで き ま し た 。 彼 ら は 殺害 さ れ 、 自 決 を 強

い ら れ、 死に至る ま で飢 え て い た の です。 日 本兵、 米 兵 を の犠牲 者 を 合計 し た よ り も 大勢の民間 人が亡 く な

り ま し た。 案内の人が自 ら の戦争体験に つ い て 語 っ て く れ ま し た 。 彼女 は 父親の こ と を 知 ら な い そ う です 。

生 ま れて一 ヶ 月 の時に 第二次大戦で父親 を 亡 く し た こ と 、 家族で ガマ に 隠れて い た 時 の こ と を 話 し て く れ ま
し た 。 こ の話 を 聞いて と て も 悲 し く な り ま し た。 人 々 が互い を こ ん な に も 残忍 に扱 う こ と がで き る か と 思 う

と 残念です。

私に と っ て 、 平和 と は 、 世界中が一致 と 調和の下 に 生活す る こ と です 。 なぜ沖縄に と っ て 平和が こ れ は ど

重要 なテ ー マ に な っ て い る か理解 し て い ま す。 沖縄県民は平和 の な い時代 を 生 き 抜 き 、 そ れが美 し い地 を 蝕

むの を 目 撃 し ま し た。 それだか ら こ そ 、 今、 世界中 に平和への願い を 伝 え た いの です 。
「戦争の惨事に も 関わ らず、 沖縄の 人 々 は廃墟か ら 勇気 を 持 っ て 立 ち 上が り 、 悲 し み に 飲 み込 ま れ た り し

な い こ と を 証明 し た。」 （沖縄県史 l 、 つ し 、 「沖縄県歴史概要」） こ の引 用 は 「沖縄の こ こ ろ 」 の 意味 を 真 に

表現す る も のです。 戦争の体験は県民を 内側か ら も 外側 か ら も 強 く し ま し た 。 県民は 生 き て い る こ と への 深

い感謝 を 抱 き 、 自 ら の文化を 大切 に し て い ま す。 ま た沖縄の長命 は 世 界 中 で知 ら れて い ま す。 美 し い伝統的
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な舞踊、 音楽 、 空手 は 何世紀 も 世代か ら 世代へ引 き 継がれて き ま した。

力強い文化の 一 部 で あ る こ と を 知 る な ら 、 自 ら を 尊ぶ気持 ちが出て く る も のです。 後の 世代へ、 文化を伝

え て い く 責任の 重要性 を 実感 し て い ま す。 私 は ウ チ ナ ー ン チ ュ なのです。

・ ＊�` ， 
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沖縄への旅

ク リ ス ト フ ァ ー ポ ー テ ィ ン

（ア メ リ カ ）

今年 の 夏 に グ ア ム を 離 れ て 旅 行 に 行 け る と は思 っ て も み ま せんで した。 し か も 沖縄県への ツ ア ー に。 米国

領の グ ア ム 島 か ら は 私 を 含め て 7 人 が ツ ア ー に 申 し込み ま し た。 こ れは私の よ う な学生が沖縄に 一週間招待

され る と い う プ ロ グ ラ ム です 。 夏 の 半 ばに は 、 グア ム か ら こ の ツ ア ー に 参加で き る た っ た 一人の学生であ る

と 知 ら さ れ ま し た 。 今回 の 旅 は 島 を 離れて 一 人で行 く 初めて の旅行だ っ たので、 興奮 と 不安が入 り 交 じ っ て

い ま し た 。 こ の ツ ア ー の 目 的 は 文 化や 言薬 、 両親の 出 身地に ついて学ぶ こ と であ る と の こ と で した。 私自身

は こ の ツ ア ー を 通 し て 、 親 元 を 離 れ て経験 を つ み 、 責任感 を 身 につ け 、 ウチナ ー ンチュの血を半分引 いてい

る と い う ア イ デ ン テ イ テ ィ ー に 新 た な 視野 を 加 え る 機会 と し た し ヽ と考え ていま した。・

こ の ツ ア ー を 単 に 沖縄 に つ い て学ぶ だ け の機会 と は見な し ま せんで した。 む し ろ、 親族 と 更に親 し く な っ

て、 自 分 自 身 や 出 身 地つ い て の 理解 を 深め た い と 思 っ て いま した。 来年私は18オ に な る ので、 こ の ツ ア ーへ

の参加資格が な く な り ま す。 将 米 も 参加者がこ の ツ ア ー を 楽 し んで、 経験や知識を他の人た ち に分け与えて

欲 し い と 思 い ま す。 参加者全て は 、 そ の 出 身 地 と 同様それぞれが異な っ て いま した。 未来の 「ジュ ニ ア ス タ

デ イ ー ツ ア ー 」 参加者が世界中 に 平和 や 一致 を も た ら す こ と を 希望 し て い ま す。

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー を 実現 し て 下 さ っ た皆 さ ん に心から感謝 しています。 ま ず初め に 、 • こ の ツ

ア ー を 組織す る 上で 多 大 な 努力 を 払 っ て 下 さ っ た ス タ ッ フ 、 責任者の皆 さ ん に お礼申 し上げます。 ス タ ッ フ

や責任者の 皆 さ ん の 尽力 や 決意 な し で は こ の ツ ア ー は今回の よ う に ス ム ー ス かつ効果的 に は進ま なかっ たで

し ょ う 。 ま た グ ア ム 沖縄県人会が こ の プロ グ ラ ム に 私 を推鷹 し て 下 さ っ た こ と 、 そ し て こ の ツ ア ー に参加す

る機会 を 与 え て 下 さ っ た 事へ も 感謝 し て い ま す。 最後に な り ま すが、 沖縄県がこ の ツ ア ー を支援 し て下さ っ
た事へ も 感 謝 申 し 上 げ ま す。 今後 も ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー が沖縄県に よ っ て支援 さ れる こ と で、 沖縄の

文化が世界 中 に 広 が る こ と を 願 っ て い ま す。
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←
―

シユ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （海外参加者）
――― 

ア リ シ ア 恵子 ブ レ ン ズ

（ ア メ リ カ ）

沖縄への旅行 は 今 回 が初 め て で は あ り ま せ ん が、 こ の ツ ア ー が最 も 思 い 出 に 残 る も の で あ る こ と は 確 か で

す 。 同 世代 の 同 じ 背景 を 持 つ 若 者逹 と 、 沖縄人で あ る こ と が ど ん な こ と な の か 話 し 合 う 初 め て の機会 と な り

ま し た 。 飛行機の 旅 は 長 く 疲 れ ま し た が、 ホ テ ル に 到 珀 し た と き は と て も わ く わ く し ま し た 。 次 の 日 、 ホ テ

ル に 滞在 し て い る 人 た ち に 会 う こ と がで き 、 ま た 沖縄の 男 の 子 や 女の 子 た ち に 会 え た の も 楽 し か っ た で す 。

ツ ア ー 中 は 他の 人 た ち と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を は か る た め に 努 力 し 、 楽 し い 時 を 過 ごす こ と がで き ま し た 。

私 は 日 本語が少 し し か話せ ま せ ん し 、 日 本語 も 英語 も 話せ な い 参 加者 も い た か ら で す 。 そ れ で 、 違 う 国 か ら

来 た 人 た ち と 話す こ と は 「 力 を あ わせ て の 努 力 」 で し た 。

知事 に お 会い で き た の は 光栄 な こ と で し た 。 み ん な に と っ て も そ う で し た 。 写 真 を 一絣 に 写 す こ と がで き

た の も と て も 婚 し か っ たです。 そ の 日 に はA · B の グ ル ー プ分 け も あ り ま し た が 、 私 は グ ル ー プ の メ ン バ ー

に つ い て 不満 は な く 、 す ぐ に 友達 に な り ま し た 。 グ ル ー プの 女 の 子 た ち が ル ー ム メ イ ト に な り ま し た 。 私達

は グ ル ー プ に 分け ら れ ま し た が、 そ の 他 の 人 た ち と 過 ごす 時 間 も た っ ぷ り あ り ま し た 。 バ ス 乗 車 中 、 見学中

に も 時 間があ り ま し た し 、 ホ テ ル で も 自 由 時 間 が十 分あ り ま し た 。 ま た ゲ ー ム や ダ ン ス を 通 し て 他 の 人 と 知

り あ い 、 う ち 解 け る こ と がで き ま し た 。 そ し て こ の ツ ア ー が期待 し て い た も の よ り も 更 に い い も の に な る と

確信で き た のです。

次の 日 、 平和祈念資料館へ行 き ま し た 。 私 は 資料館 に 行 く の が好 き で す 。 今 回 首里城へ も 行 き ま し た が、

そ こ へは 前 回 の旅行の 時 に も 行 っ た こ と があ り ま し た 。 で も ガ イ ド さ ん が説明 し て 下 さ っ た の で 、 今回 の方

がず っ と よ か っ た です。 平和祈念資料館 で は 沖縄の歴 史 に つ い て 新 し い 面 を 知 る こ と がで き ま し た 。 沖縄戦

に つ い て は あ ま り 知 り ま せ ん で し た が、 映画 を 通 し て 、 私 の 母 の 家族が ど ん な 経験 を し た の かが分か っ た の

で、 見 る こ と がで き て よ か っ た です。 ホ テ ル に 戻 っ て か ら は 平和 に つ い て 討議 し ま し た 。 他 の 参加者が資科

館で見 た こ と 、 感 じ た こ と 、 そ し て 平和 に つ い て の 意見 を 知 る こ と が で き 、 と て も い い経験で し た 。

翌 日 は 、 日 本 に つ い て 学ぶ機会があ り 、 私 は 空手 を 選 び ま し た 。 空手 を し て い る 人 に つ い て 聞 く 機会が よ

く あ り ま
・

し た し 、 空手の 演舞 を 見 た と き 「 どの く ら い 難 し い の だ ろ う 」 と 疑問 に 思 っ て い た か ら で す 。 そ れ

で挑戟 し て み た か っ た の ですが、 想像以上 に 難 し か っ た で す 。 空 手 に は 沢 山 の 訓 練 と 努 力 が 求 め ら れ る こ と

がわ か り ま し た 。 も し今度誰かが私 に 空手 を し て い る と 話 し た な ら 、 上手 に な る た め に ど れ ほ ど努力 し て い

る か 、 どれ ほ ど練習が必要 か に つ い て 思 い起 こ す こ と がで き ま す 。

籍 し い こ と に 沖縄で私の親族 と 過 ごす機会があ り ま し た 。 親族 と 会 う 機会 が限 ら れ て い る た め 、 親族 と 共

に 過 ごす一分一分が貴重で し た 。 私 は 沖縄で買 い物 す る の が大好 き な の で す が、 も し か す る と 買 い物 に 行 け

な い ので は と 心配 し て い ま し た 。 そ れで親族が買 い物 に 連 れ て 行 っ て く れ た と き は と て も 婚 し か っ た です。

そ の翌 日 に は 閉会式と さ よ な ら パ ー テ ィ に 向 か い ま し た 。 そ こ で 、 記念品 と し て 素敵 な ア ル バ ム を 受 け取 り

ま し た。 ツ ア ー 中 、 私達 を 追い かけ 回 し て い る カ メ ラ を 邪魔 に 感 じ ま し た が 、 そ れ だ け の価値 は あ り ま し た。

中 に は と て も い い写真があ っ て 、 ア ル バ ム を い た だ い て 嬉 し か っ た で す 。

み ん な に お別 れ を い う の は 難 し い こ と で し た 。 こ れか ら も 連絡 を 取 り た い素 晴 ら し い友 人 がで き た か ら で

す。 最後の晩、 み ん な 一緒 に ホ テ ル で過 ご し ま し た 。 最後の晩で し た か ら 休み た く あ り ま せ ん で し た 。 そ し
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三］パ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 海外参加者） I 

て も う 会 う こ と も な い か も し れ な い 友 人 た ち と 語 り 合い ま し た 。 グ ル ー プが出 発 し た の は寂 し か っ たのです

が、 家 に 帰 る こ と も と て も 楽 し み で し た 。 み ん な に 別 れ を 告げ、 長い フ ラ イ ト に む け て 飛行機に乗 り 込み ま

し た 。 こ の ツ ア ー は 私 に と っ て す ば ら し い経験で 、 沖縄 に 来 る こ と がで き と て も 嬉 し か っ た です。 こ の こ と

は決 し て 忘 れ な い で し ょ う 。 こ の ツ ア ー に 関 係す る 全て の 方 々 、 ツ ア ー を 組織 し資金提供 し て 下 さ っ た 沖縄

県 に 感 謝 し て い ま す 。 こ の ツ ア ー に よ っ て 百 人 の子 ど も た ち が 自 分の文化 に つ い て 学 ぴ、 そ し て 世界中 に い

る 同 じ 沖縄 出 身 の 親族 を 持つ 大 努の 人 に 会 う 機会 に な り ま し た 。 世界の 反対側 に 住 ん で い て も 、 自 分の 中 に

あ る 沖縄 を 私 は 決 し て 失 っ た り し ま せ ん 。

マ イ ケ ル ハ ー カ ー

（ ア メ リ カ ）

沖縄は 私 が記箆 し て い る よ り 十倍 も 素 晴 ら し か っ た で す 。 こ の ツ ア ー で は 、 新 た な 素晴 ら し い体験 を す る

こ と がで き ま し た 。 平 和 祈 念公 園 ツ ア ー か ら は 沖縄県民が戦時 中 どの よ う な 体験 を し た か に つ い て 知 る こ と

がで き 、 目 を 開 か れ る 思 い が し ま し た 。 ア メ リ カ の 歴 史 を 学ぶ 限 り で は何が起 こ っ た の か こ れ ま で全 く 知 り

ま せ ん で し た 。

沖縄の 人 た ち は ア メ リ カ 人 と 比べ る と と て も フ レ ン ド リ ー で親切 で し た 。 友 人 や 親族み ん な が と て も 懐か

し い で す 。 特 に た す く に 会 い た い で す ！ ！ た す く は 一番面 白 い 人 で し た 。 世界 中か ら 来 た ウ チ ナ ー ン チ ュ に

会 え た の も 楽 し か っ た で す 。

沖縄 に ま た 戻 る こ と がで き た ら と て も う れ し い で す 。 こ の よ う な 素晴 ら し い ツ ア ー を 計画 し て 下 さ っ た ス

タ ッ フ の皆 さ ん 全 て 、 そ し て 沖縄 県 に 感謝 し て い ま す 。 ど う も あ り が と う ご ざい ま し た 。
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―
—

シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （海外参加者）
――-］ 

私 に と っ て の 沖縄

嶋 崎 妙 美

（ フ ィ リ ピ ン）

沖縄ではお店がと て も き れい だ と 感 じ ま し た。 そ し て 、 そ こ で働い て い る 人 た ら が 人 生の 半分近 く も お店

で働い て 過 ごす こ と を 知 っ て 、 素晴 ら し い 人 た ち だ と 感 じ ま し た 。 お 店 は 全 て エ ア コ ン が き い て い て 、 き ち

ん と 整 っ て い ま し た し 、 道路に は泥棒 も ス ト リ ー ト チ ル ド レ ン も い ま せ ん で し た 。 フ ィ リ ピ ン と は違 っ て、
歩道 に た む ろ ・ど も た ち や大通 り に 散 ら さ れた ゴ ミ も あ り ま せ ん で し た 。

日 本で は 、 お店に入る と き に お客 の 鞄 を 点検 し た り は し ま せん 。 そ の こ と か ら も 日 本 人が ど ん な 人なのか

が分か り ま す。 フ ィ リ ピ ン で は ど こ の お 店 に 行 っ て も 、 野備の 人が泥棒や燥弾 を し か け る 人 がい な いかどう

か調べ る ために鞄を点検 し ま す。

私が 日 本の事で驚いたのは、 第二次世界大戦の後、 沖縄は 貧 し い土地 だ っ た と い う こ と で す 。 し か し 、 そ

の よ う な状態は長 く 続 き ま せんで し た。 大戦の後、 フ ィ リ ピ ン の生活水準 は 貧 し い 沖縄 よ り も っ と 高い も の

9 で し た。 両国の市民は、 生活 を 向上 さ せる た め に 一生懸命働 き ま し た 。 し か し 、 沖縄は も っ と よ い と こ ろ と

な っ て い ま す。 なぜな ら ば、 フ ィ リ ビ ン で は 政府高官の殆 どが腐 敗 し て お り 、 仕 1ぽ を 行 う よ り も ギ ャ ン プル

を行っ て い る か ら です。 沖縄県民は 、 フ ィ リ ピ ン の 人の よ う に フ レ ン ド リ ー で も て な し の心 や 気遣いがあ り

ま す。 しか し 、 フ ィ リ ピ ン の 人全て に 責任感や 正直 さ が見 ら れ る わ け で は あ り ま せ ん。 も し フ ィ リ ピ ン に も

その よ う な道徳があ る な ら 生活の質が も っ と よ く な る で し ょ う 。

首里城は再建 さ れた も のですが、 現物 と ま っ た く 同 じ よ う に 建 て ら れ て い ま し た 。 フ ィ リ ピ ン で は城のあ

る と こ ろ に英雄達の家があ り ま す。 そ こ は フ ィ リ ピ ン 人が侵 入 者 と 戦 っ た場所 で す 。 こ の よ う な 地が、 首里

城 も 同様に政府 に よ っ て保護 さ れ、 次の世代 も そ れ を 見 る こ と がで き 、 10世紀か ら 1 5 世紀 に か け て何が起こ っ

た の か を 知 る よ う に な る こ と を願 っ て い ま す。 私 自 身 一生懸命勉強 し て 、 大 人 に な っ た 時 に は 、 腐敗に関与

す る 人 々 の 手か ら 国 を 自 由 にで き る よ う 助 け て い き た い と 思 い ま す。

平和祈念博物館の中では、 み ん な が平和 に つ い て 考 え る と こ ろ に い る の だ と 感 じ ま し た 。 第二次大戦の映

画 も 鑑賞 し ま し た。 私は 自 分の ル ー ツ であ る 人々 が平和の た め に 亡 く な っ た こ と を 誇 り に 思 い ま し た。 ホス

テ ル に戻っ て か ら 、 映画 につい て どの よ う に感 じ た か に つ い て の意見交換 を 行 い ま し た。 フ ィ リ ピ ン の人々

は残念 な が ら 自 分の土地のた め に 戦い ま し た 。 し か し 、 沖縄の 人た ち は 戦 う よ り も 自 決 を 選択 し ま し た。 そ

の理由が今は理解で き ま す。 戦わず し て亡 く な る こ と に よ っ て 、 平和 の た め に 亡 く な っ た こ と が明 ら かにな

る か ら です。

フ ィ リ ピ ンの ミ ン ダナ オ は危険な 島です。 なぜな ら ば反乱軍が彼 ら の た め に 島 を 欲 し がっ て い る か ら です。

島が彼 ら の も の に な っ た と し て も 、 誘拐やが虐殺がな く な る わ け で は あ り ま せん 。 そ れ で政府 は彼 ら の要求

を のみ た く な い の です。 ミ ン ダナ オ は私達 に と っ て 重要な土地です。 そ こで は 野菜 や果物、 魚 介類が と れ ま

す。 私達は皆完璧ではあ り ま せん。 む し ろ 間違い を おかす傾向の あ る た だの 人 間 に す ぎ ま せ ん 。 だ か ら こ そ

戦いがあ る のです。 全ての人が同 じで あ り な が ら 、 そ れぞれが個性を も っ て い ま す。 そ の た め私達の行 う こ

と に だれかが同意 し な い と い う こ と が起 こ っ て し ま う の です。 意見が食 い 違 っ た り 、 互 い に 理解 し あ え な く

な る と 、 な に か勘違いがあ っ た り 、 そ の よ う な意図がな か っ た と し て も 争 い が始 ま っ て し ま い ま す。 忍耐強

く あ り 、 積極的 に考 え 、 礼儀正 し く あ る な ら 戦 う こ と を 阻止で き る と 思 い ま す。 同 意で き な い と き に も 、 反
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論 を 述べる 前 に 自 分 に つ い て 考 え て み て下 さ い。 自 慢 し た り 、 横柄だ っ た り 、 過剰 に 自 身 を持 っ た り し て は

いけ ま せん。 そ の よ う な 人 は憎 ま れ る か ら です。 いつで も 法に従い、 間違い を 犯 し た と き に は 謝れる よ う に

して下 さ い。 誰か と 約束 を し た な ら やぶ っ た り し て は い け ま せん。 いつで も 心 を広 く 持っ て く だ さ い。 それ

は あ な たがち ょ っ と 立 ち 止 ま っ て 、 し つ か り 考え よ う と す る時に助 け に な り ま す。 冗談 を言 う の も 相応 し い

時に し て 下 さ い。 そ う す れ ば冗談 を 言 っ て い る 相手 を 傷つ け る こ と も あ り ま せん。
・

私の友人達 は 明 る ＜ 、 フ レ ン ド リ ー で 、 思いや り があ り ま し た。 いつ で も お互いに理解 し 合 え た わけでは

あ り ま せんが、 一緒 に い る こ と を 楽 し む こ と がで き て感動 し ま し た。 ひ と り ぼっ ち の時に は元気づけ て く れ

たので、 一緒 に い て と て も 楽 し か っ た です。 難 し い 中 、 お互いに言葉を教え あ う のは楽 しい こ と で し た。 食

事 も 量が多 か っ た の で す が 、 美味 し か っ たです。

·-· デイ ル リ チ ャ ー ズ

（ ア メ リ ・カ ）
．

私 は デ イ ル リ チ ャ ー ズ と い い ま す。 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し ま したが、 素晴 ら しい経験と 楽

しい時 を 過 ごす こ と がで き ま し た。 ま ず、 こ の ツ ア ー を実現 し て下 さ っ た沖縄県 に対 してお礼を言いたい と

思い ま す。 今回 1 1 年ぶ り に 沖縄に 来 る こ と がで き た だけ で な く 、 私の親族に も 初めて会 う こ とがで き ま した。

新 し い こ と ばか り で、 皆 さ ん は と て も 親切で し た 。 食事 も お い しかっ たです。

ツ ア ー も と て も お も し ろ か っ た です 。 県内 の城や ピ ー チ 、 エ イ サ ー 、 洞穴、 祈念公園等 々 訪れる こ とがで

き ま し た 。 そ し て 、 こ の ツ ア ー で 最 も 素晴 ら し か っ た のがい ろ い ろ な人達に会 う こ と がで き た こ と です6 世

界中 の異な っ た場 所 か ら 来 た 人 が大勢い て 、 と て も す ごい こ と で し た。 ド イ ツ 、 グア ム 、 プラ ジル、 カ ナ ダ

出身の 人 に 会い ま し た 。 そ し て ホ テ ルでエ レ ベ ー タ ー に乗っ て い た と き に は ア イ ル ラ ン ドの方に も 会い ま し

た。 沖縄で と て も 楽 し い時 間 を 過 ご し 、 多 く を 学 ぴ ま し た 。 ま た近い将来戻っ て き たいです。 すばら しい時
・

をあ り が と う ご ざい ま し た 。

- 77 -



9シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 海外参加 者） ―� 

沖縄で の体験

チ ョ ミ サ ン タ ロ ー サ ラ ン セ ス

（ フ ィ リ ピ ン ）

2001 年 7 月 22 日 に 初 め て沖縄 に や っ て き ま し た 。 そ し て 今回が蔽後の訪問 に は な ら な い こ と を 願 っ て い ま

す。

フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会か ら の 他二 名 の代 表 者 、 そ し て 引 率 者 で あ る ト ヨ コ 照屋 エ リ セ オ さ ん と 一緒 に 沖

縄に 向かい ま し た 。

私 は フ ィ リ ピ ン か ら ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る 代 表者の 一 人 に 選ばれて と て も 培 し か っ た です。

ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は2001 年 1 1 月 1 日 か ら 4 日 ま で 開 か れ る 、 第 三 回 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 の プ

レ イ ペ ン ト です。 私は と て も わ く わ く し て い ま し た 。 なぜな ら 、 私 は 父 方 の 祖 母 の 故郷で あ る 沖縄 と の 一体

感 を 持つ た め に そ こ に行 っ て み た い思 っ て い ま し た し 、 沖縄に い る 親族 と 知 り あ い た い と 思 っ て い た か ら で

す。

沖縄に到着 し た と き 、 沖縄の人た ち が示 し て 下 さ っ た喜ぴに溢 れ た 歓迎 に 圧倒 さ れ ま し た。 と て も 温か く 、

も て な しの心があ り 、 フ レ ン ド リ ー だ っ たか ら です。 ま る で故郷 に い る かの よ う に 感 じ ま し た 。 そ し て 、 初

め て 会 う 親族が私 を 迎 え る た め に 空港 に や っ て き て い て 、 飛 ぴ跳 ね た り 私 に 手 を 振 っ た り し て い る の を 見 る

と 、 涙が出 て き ま し た。

滞在予定の国際ユ ー ス ホ ス テ ル に 向 か い な が ら 、 周 り の景色 に 惹 き つ け ら れ ま し た 。 と て も き れい で 、 片

づいてお り 、 秩序 だ っ て い ま し た。 環境の汚染 も 見 ら れ ま せん。 一番 す ば ら し い と 思 っ た の は 、 よ く 整 え ら

れた交通 シ ス テ ム で、 沖縄の運転手達がよ く 教え ら れて い る と い う 点で す 。

次の 日 は ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の 一 日 目 で し たが、 ま だだれ も 知 ら な か っ た の で 、 緊張感が漂 っ て い

ま し た。 ア メ リ カ 合衆国、 南米、 ヨ ー ロ ッ パ 、 ま た 沖縄か ら の代表者が集い あ っ て 、 ツ ア ー で どん な活動 を

行 う のかについ て オ リ エ ン テ ー シ ョ ン があ り ま し た 。 二 日 目 は も っ と 楽 し く 、 活気あ る も の と な り ま し た。

私達は他の参加者へ紹介 さ れ ま し た 。 母語と 日 本語 し か 知 ら な い 、 英語の話せ な い 参加者 と は コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の面で少 し 問題があ り ま し たが、 互い に よ く 知 り あ う こ と がで き ま し た 。 実 は私 も 日 本語がで き ま せ

んが、 調ぺ る こ と の で き る 本 を持 っ て き て い た の で 、 流暢で な い に し て も 沖縄か ら の 参加者達 と 話す こ と が

で き た の です。 次の 日 か ら は ツ ア ー や話 し合いがた く さ んあ り ま し た。 私 達 は グ ル ー プ に 分 け れ ら れ ま し た

が、 そ れは 、 他の代表者達 と 知 り あ う 一番良い方法だ と 分か り ま し た 。 み ん な と て も フ レ ン ド リ ー だ っ た の

で、 一緒 に過 ごすのが楽 し か っ た です。 代表者の 間 に は仲 間意識があ り ま し た 。

ツ ア ー がすす んで い く 中 、 沖縄の過去や現在 に つ い て新た に 学 ん で い く こ と がで き ま し た 。 私 達 は 映 画 を

鑑賞 し て 、 そ の後に グ ル ー プデ イ ス カ ッ シ ョ ン を行 い ま し た。 沖縄の歴史 、 人 々 、 文化、 伝統 を 学ぶ こ と で

心が と て も 温か く な り ま し た 。 そ の時私 は 自 分が正真正銘の ウ チ ナ ー ン チ ュ であ る こ と を 認識 し ま し た。 自

分の第二の故郷 に つ い て 大切 な こ と を 学ぶ こ と で、 本当 に 感動 さ せ ら れ ま し た 。 他 の 参加者 も 同 じ よ う に感

じ た と 確信 し て い ま す。

私達は博物館等の主要 な場所 を 訪 ね ま し た 。 首里城の美 し さ に は魅了 さ れ ま し た。 沖縄の 人 た ち が大切 に

保存 し て い く た め に 、 どの よ う に 首里城 を 再建 し た か を 知 り 感動 し ま し た。 そ れは と て も 魅力 的 で 、 美 と 栄

光を傭え て い ま す。 ま る で夢の 中 に い る かの よ う に感 じ ま し た 。 で も 私は本物の首里城が残 さ れて いた ら も っ
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と よ か っ た と 思い ま す。 な ぜ な ら 、 私達 を 過去の世界へ と 連れて い っ て く れる か ら です。

稲嶺知事 に お 会 い し て 、 ス ピ ー チ を お伺 いす る こ と がで き て と て も 光栄で し た。 空手の レ ッ ス ン 、 北部へ

のツ ア ー 、 比地大滝へのハ イ キ ン グ、 エ イ サ ー 、 そ の他の活動全て楽 し い も ので し た 。 私は食べ る こ と が好

き な の ですが、 食事が と て も お い し か っ た です。

親族の 所 に 一泊す る 機会 も あ り ま し た。 親族が私に どんな印象を抱 く のか考え てい たので楽 し みで し たが、

同 時 に 少 し不安 も あ り ま し た 。 し か し 、 心か ら く つ ろ げる よ う に し て 下 さ っ たので、 私の心配は和 ら げ ら れ

てい き ま し た。 と て も 楽 し い 時 間 を す ご し ま し た の で、 会 え な く な っ て 寂 し く な り ま す。

ツ ア ー を 修 了 で き た の は婚 し い こ と で し た 。 ま た 、 修了証書 を う け と る こ と がで き たので誇 り に思い ま し

た。

最 後の 日 は 、 そ れぞれ に 別 れ を 告 げ、 自 分の国へ帰 ら な ければな ら な か っ たので悲 し か っ たです。 こ の ツ

ア ー で 強 め ら れ た 友情 は ず っ と 記憶 に残 っ て い る で し ょ う 。

全体的 に 見 て 、 こ の ツ ア ー は 洞 察 に 満 ち 、 教育的で楽 し い も ので し た 。 しか し 、 ス タ ッ フ のみ な さ んが、

も っ と 十分 な 時 間 を 設 け て 下 さ っ て い た ら よ か っ た と 思い ま す。 そ う す れば、 沖縄の美 し く 魅力的 な景色 を

も っ と 楽 し む こ と がで き た で し ょ う 。 で も 、 ス タ ッ フ の み な さ ん は 、 概 し て よ く 助け て く れ ま し た 。 ま た 、

予定表 に 記 さ れ て い た他 の 場所 に も 行 く こ と がで き た ら よ か っ た と 思 う ので、 も う 少 し時間が欲 しか っ た で

す。 沖縄の美 し さ や魅力 的 な 所 を も っ と 見 る こ と がで き た ら よ か っ た と 思い ま す。

今私 は フ ィ リ ビ ン に戻 っ て 、 両親や友人 、 ク ラ ス メ ー ト 、 先生、 親族に 、 沖縄や ツ ア ー での参加者間の友

情やす ば ら し い経験に つ い て 話す こ と がで き ま す。

ツ ア ー で の 体験 は 忘 れ ず に 大切 に す る 価値があ り ま す 。

沖縄に ま た再ぴ、 近 い う ち 戻 っ て き た い と 思い ま す ！
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沖縄 ！

マ リ ア ジ ェ イ リ ン デ ィ キ ア ッ コ

（ フ ィ リ ピ ン）

• 祖母や母 よ り 聞いた こ と しかなかっ た土地。 母 や そ の 兄弟達が生 ま れ た 土地。 米軍基地があ る た め にかつ

て ア メ リ カ 兵が溢れてい た土地。

そ こ に行 く こ と は夢見た こ と しかあ り ま せ ん で し た。 し か し 、 こ の夢 も 私が成長 し て 自 分 で仕事がで き る

よ う に な れ ば実現す る の だ と 言い聞かせてい ま し た。 こ の夢が今、 ほ ん の 16オの森校生 の 時 に 実現す る と は

思 っ て も み ませんで した。 フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会は 、 他の国か ら の三世 と 共 に 、 意 見 や 文 化、 芸能交流の機

会へ参加で き る よ う 、 三 人の代表者の 一人 と し て私 を 選 ん で下 さ い ま し た 。 参 加者 と の接触 を 通 し て分か っ

た の は 、 人生の殆 どを どの国で過 ご し た かに も 関 わ ら ず、 私達全 て の 中 に は な ん ら か の 沖縄 の 要素があ る と

い う こ と です。 なぜな ら ば受け継い だ も のがま だそ こ に あ る か ら です。 祖 父 母 や 両 親が こ の 伝統 を 私達に引

継いだよ う に、 私達 も そ れを 子や孫へ と 伝え て い く の です。

よ う こ そ ！ 「同郷の仲間」 か ら の温かい歓迎。 初め て 出 会 っ た 人か ら あ れ だ け の温か さ や愛情 を 感 じ た こ

と は あ り ま せんで した。 み な さ ん と い る と 本当 に く つ ろ げ ま し た 。 と て も 親切 で 、 温か く 、 も て な し の心に

溢れて い ま した。 私 は 自 分が受け継いでい る も の や ウ チ ナ ー ン チ ュ で あ る こ と を 誇 り に 思 い ま す ！

知 念 賢 吾

（ フ ラ ン ス ）

今回、 初めてジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 さ せて頂 き 、 県主催側、 そ し て ス タ ッ フ 、 ポ ラ ン テ ィ アの

皆様に心 よ り 感謝いた し ま す。

こ の ツ ア ー は、 私に と っ て未知の文化 と のふれあ い 、 そ し て 交流 を 通 し て 人 間性 向 上 に 非常 に 勉 強 に な っ

た と 思 い ま す。

現在、 ア メ リ カ や ヨ ー ロ ッ パの ス タ イ ル を ま ね る 傾向 に あ る 日 本の多 く の 若 者達 と 共 に 沖縄 のす ば ら し い

文化が忘れ去 ら れ る 事がな い よ う 、 い つ ま で も そ の精神文化を 引 き 継い で い く 必要があ る と 思い ま す。 そ の

意味にお い て将来の後継者の為 に いつ ま で も 沖縄の心、 伝統文化 を 失 わ な い よ う 、 海外 に お い て も 私達二世、

三世がこ の文化 を 学び、 そ し て 大事に伝え て い く こ と が重要だ と 思い ま す。 よ っ て 、 今回 の ツ ア ー が継綬 さ

れ る こ と を 強 く 希望 し ま す。

こ のセ ミ ナ ー は沖縄 と 招待 さ れた様 々 な 国 と の間 に 交流の橋 を 架 け る 大 き な き っ か け に な っ た事 と 思い ま

す。
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ー ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （海外参加者） I 

沖縄に到着 し た 当 初 は 、 言葉の違い も あ っ て あ ま り 積極的な対話はあ り ま せんで したが、 徐々 に 一人一人

が接 し交流 し て い く 中 で 、 お 互 い の 中 に 喜 ぴが生 ま れ、 そ の問題を乗 り 越え る に は 、 あ ま り 時間はかか り ま

せんで し た 。

猛暑 と 諸行事の 多 い 中 で疲 れ気味で し たが、 そ の活動は大変楽 し い も ので し た。

問題点 と い え ば、 時差 ポ ケ と ひ ん ばん に 変 わ る 部屋の変更が多 く 、 そ れには少 し疲れま し た。

こ の ツ ア ー の お 陰で色 々 な 国 の 人達 に 出 会いた く さ んの友達が出来た こ と に深 く 感謝 し、 今後 も その友情

を 育 て て い き た い と 思い ま す 。

最後に お 世話 に な っ た 皆様 に 重 ね て お礼申 し 上げ ま す。 心か ら感謝 を 込め て ！ ！

石 垣 優 児

（ イ ギ リ ス ）

沖縄に到着 し た時 、 と て も 暑か っ た です。 ス タ ッ フ の皆 さ んか ら と て も あ たたか く 歓迎 し て も ら い ま し た。

沖縄の歴 史 に は 興味 が あ っ て 、 あ ざや か な 踊 り や 、 エ イ サ ー を 見て と て も す ばら しい文化だ と 思い ま した。

比地大滝 ツ ア ー で は緑色の 蛇 や 、 と かげ、 大 き な ク モ を 見 ま し た 。 そ こ は ま る で ジャ ン グルの よ う だったの

で、 オ ー ス ト ラ リ ア を 思 い 出 し ま し た 。

首里城では 、 沖縄が中 国 の 影響 を 大 き く 受 け て い る こ と がわ か り ま し た。 平和祈念公園で戦争の ビデオ を

鑑賞 し た と き に は 悲 し か っ た です。 大勢の沖縄の 人が亡 く な っ た の は と て も 悲 し い こ と です。

友達 と 一緒 に キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の ま わ り で歌 っ た り 踊 っ た り し たので、 やんばる に行 っ た こ と が一番楽

しかっ た です 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加で き る よ う 沖縄に招 い て く れた こ と に感謝 し て い ま す。 と て も 楽 しか っ

たので、 ぜ ひ ま た 沖縄 に 来 た い です 。
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ー ーシ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （海外参加者）
― ――•| 

松 川 ル カ

（ ド イ ツ ）

今年、 僕 は パパ と 一緒 に 沖縄に 飛 ぴ ま し た。 そ の時の事 を 皆 に 伝 え た い と 思 い ま す 。

ま ず、 沖縄の 自 然 は と て も 素晴 ら し い です。 その気温 （毎 日 約35℃ ) の せ い で 長 さ が 9 cm も あ る セ ミ や虫 、

香 り の よ い熱帯植物 な ど も あ り ま す。 砂浜 も と て も き れ いで 一度 な ど小 さ な ほ そ な がい魚 を 手 で つ か ま え る

こ と がで き ま し た 。 ジ ）））） 多

そ の魚、 持 っ て い き た か っ た け どや っ ば り だ め で し た。

ま た 、 あ ん な に た く さ んの 人 々 に誕生 日 を 祝 っ て も ら っ た の も 忘 れ ら れ ま せ ん。

沖縄の歴史 に つ い て も 、 も ち ろ んみ ん な に伝え た い と 思 い ま す。

沖縄の長い歴史の中 か ら ま ず、 三 山時代か ら は じ ま り ま し た。

当時 そ の他の 島 々 も 含め て ＂ 琉球諸島＂ と 呼ばれ て 、 北 山 、 南 山 、 中 山 と 問 わず 中 国 と 貿 易 で栄 え て い ま

し た 。

今回の こ と で一番感 じ た こ と は 、 ま と め てい う と 亜熱帝の 沖縄は美 し く 、 あ つ く 、 す ばら し く 、 そ し て ク ー

ル です。 だ か ら 毎年沖縄の親戚の と こ ろ に行 く 事が出 来た ら 本 当 に どん な に い い だ ろ う 。
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シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 県 内 参加者） ― —--| 

0 ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー は一生 の宝

宜野座小 4 年

知 名 倫 子

私 に と っ て 、 こ の ツ ア ー は 学校では学ぷ こ と ので き な い おお く の こ と を 体験す る こ と がで き ま し た 。 今、

一番思い 出 に の こ っ て い る の は 、 ポ リ ピ ア か ら き た 大城ニ カ リ ち ゃ ん と 友達 に な っ た こ と です。 ニ カ リ ち ゃ

んか ら は 、 ポ リ ピ ア の こ と や 、 ス ペ イ ン 語 を 教 え て も ら い ま し た 。 い っ し ょ に暑い な か な は の 町 を 散策 し た

こ と や 、 玉 泉 洞 で エ イ サ ー を お ど っ た こ と や 、 ホ ス テ ルで い っ し ょ に お ふ ろ に に は い っ た こ と も た の し い思

い出です。

「ニ カ リ ち ゃ ん 今 ご ろ ど う し て る か な 。」

いつ の ひか ま た 、 あ い た いで す 。 そ の ほ か 、 と く に 、 い ん し ょ う に の こ っ た の は、 ア メ リ カ か ら 来た ジ ョ セ

フ ジ ョ ー ン ズ 君 と い う 1 5 オの 男 の 子の お ど り が地元の指導の女の 子 よ り う ま か っ た の は 、 お どろ き ま し た 。

デ ィ ピ ッ ト 君の ダ ン ス も か っ こ よ か っ た です。 さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 私 ！よ ニ カ リ ち ゃ ん に お 母 さ んが

作 っ た 森 の 精 の マ ス コ ッ ト を あ げ ま し た 。 ニ カ リ ち ゃ ん は う れ し そ う で し た。 パー テ ィ ー が終わ り に近づ く

と み ん な 泣 い て 別 れ を お し み ま し た 。

私 に と っ て こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 一生の宝 に な り ま す。

最後 に こ の ツ ア ー の な か で一 番年下の私 を 助 け て く れた ス タ ッ フ のみ な さ ん や グ ル ー プ リ ー ダ ー の ジ ョ ー

ジ浦崎 さ ん 、 佐 久 田 智 世 お姉 さ ん ほ ん と う に あ り が と う ご ざい ま し た 。

夏休み一番の思 い 出

漢那小 5 年

又 吉 椎 菜

私 の こ の ス タ デ イ ー ツ ア ー で の 目 標 は 今 ま で習 っ た英語を 一言 で も い い か ら し ゃべ る こ と で し た。

こ の研 し ゅ う で も 、 最初見た時は外国語を し ゃ べ っ て い たので ち ょ っ と 心配で し た。 私 と 同 じへやの人は、

ペ ラ ペ ラ 英語 を し ゃ べ っ て い た の で し ゃ べ る き かい は あ ま り あ り ま せん で し たが、 一 人 でい る 時な どい ろ い

ろ お し ゃ べ り し ま し た 。

私 の し ゃ べ っ た 英語が通 じ た 時、 と て も う れ し か っ た です。 ・
ふ だ ん は使 わ な い 言葉 を し ゃ べ っ た り し て世界の 人達 と ふれあ う こ と がで き て よ か っ たです。

こ れか ら も い ろ い ろ な 国 と の 交流 を 深め る た め 、 い ろ い ろ な 国の言葉や文化、 歴 史 な どを勉強 し た いです。

夏休み の 一番 の思 い 出 がで き て よ か っ た で す。
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□ シュニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参 加 者 ） ――] 

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー の思 い 出

南風原小 4 年

仲 田 尚 仁

「 コ モ ？ 」 こ れ は 、 ス ペ イ ン の 言業 です。

「 え っ ？ 」 と 言 う 意味 だ。 県系三 世、 ホ セ ミ ツ オ 仲村 オ ロ ス コ さ ん か ら 教 え て も ら っ た 。

ぽ く は こ の 夏休み 第三 回 世界の ウ チ ナー ー ン チ ュ 大 会 プ レ イ イ ペ ン ト 「 ン ユ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 」 に 参

加 し た。 50人 の県内参加者 に 加 わ え 、 海外参加者 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ 、 ペ ル ー 、 ボ リ ピ ア 、 ア ル ゼ ン チ ン 等県

系児童 と 学習 、 体験、 交流を 共に し た。 初め て 親か ら は な れ た 1 週 間。 ド キ ド キ 不安 と 期 椅。 宿 泊 先 のユ ー

ス ホ ス テ ル に 着い て 、 た く さ ん の 人 々 と 荷物 を か き わ け て 受付 を し た 。 お そ ろ い の T シ ャ ツ の 上 に ネ ー ム プ

レ ー ト を 首か ら か け て 、 最 初 は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 。 ツ ア ー の 目 的や 、 い な み ね 知 事 か ら 話 を IHJ い た。 参加

者の 中 で一番チ ピ な ぽ く は 、 周辺 を キ ョ ロ キ ョ ロ し て た よ り に な る は ん 長 を さ が し た 。 中 学二 年 の お 兄 ち ゃ

ん に 手 を 引 かれ 「平和学習 、 文化げい能体験学習 、 や ん ば る エ コ ツ ア ー 、 な き じ ん 城 し 、 首 里城 見学 と 全行

程 を こ な し た。 平和祈念資料館 に 行 き せ ん そ う の映像 を 見せ て も ら っ た 。 平和 の い し じ 、 第32軍j桑跡、 他 児

の 塔 、 平和祈念堂 を 見学 し た。 せ ん そ う の こ わ さ を 知 っ た 昼間 は 、 バ ス で 移動 し て い る に も か か わ ら ず夜 も

元気 に お そ く ま でお し ゃ べ り を し て 、 あ そ ん だ。 同 じ 部屋で は 、 日 本語 を 話せ な い お 友 だ ち が 4 人 も い て 、

本 を かた手に ジェ ス チ ャ ー を 交え て 会話を し た。 う ま く 言葉や気持 ち が伝わ ら ず こ ま っ た こ と も な ん ど も あ っ

た。 部屋に 集 ま っ て こ わ い話 を 聞 いた り 、 ゲ ー ム を し て あ そ ん だ。 ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参 加 し て ぱ く は 、 一

週間 も 海外の 人 と 交流で き て本 当 に 良 か っ た と 思 う 。 海外の お 友 だ ち の 方がぽ く よ り も 沖 な わ の 文化や歴 史、

げい能な ど に く わ し く 、 よ く 勉強 し て い た事 に お ど ろ き 、 は ずか し く な っ た 。 ぽ く は 大 き く な っ た ら 、 かな

ら ずこ の ツ ア ー に参加 し た お友 だ ち に 会い に 行 こ う と 思 う 。 そ し て 沖 な わ県 と 、 外国 と の か け橋 と な り 、 ネ ッ

ト ワ ー ク を か く 大発 て ん さ せ る た め に働 き た い と 思 う 。 一週間 の 体験、 レ ク レ ー シ ョ ン な ど を 通 し て ど こ ま

で交流 を 深 め た か不安だが、 最終 日 の 「 さ よ な ら パ ー テ ィ ー 」 は み ん な だ き 合 っ て な い て い た 。 ぽ く は 、 ウ

チ ナ ー ン チ ュ と し て 生 ま れた事に ほ こ り を 持 て る 大 人 に な り た い と 思 う 。 ス タ デ ィ ー ツ ア ー の思 い 出 を む ね

に 。 み ん な の 笑顔 を 心 に 残 し て 。

世界が広がっ た ジ ュ ニ アス タ ディ ー ツ ア ー

志真志小 5 年

平 良 久 美 子

私は ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 し て 、 今帰仁城跡や首里城跡の歴 史 、 第二次世界大戦 （沖縄戦） の

お そ ろ し さ 、 玉泉洞王国村で のエ イ サ ー な どの文化のすばら し さ や 、 け さ じ の マ ン グ ロ ー プ公園 で の 自 然の

美 し さ な ど、 今 ま で知 ら な か っ た こ と 、 さ ら に く わ し く 知 っ た こ と な ど と て も い ろ い ろ な こ と を 学 ぴ ま し た。
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ーュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加者） ―― - -| 
ま iこ 、 海外の 人達 と の 交流 を 通 じ て 、 友達 も で き 、 世界が広が り 、 う れ し く 思い ま し た。

私 は 、 こ れ か ら は ま す ま す 国 際交流が必要 な 世の 中 に な っ て く る と 思 い ま す 。

こ れ か ら は 英語や 中 国 語 、 ス ペ イ ン 語 な どの語学 を 身 に つ け 、 沖縄の心や文化 に 誇 り を も ち 、 世界平和 に

役立 つ 人 に な っ て い き た い と 思 い ま す 。

最 後 に 、 ス タ ッ フ の特 さ ん 、 本 当 に お 世話 に な り ま し た 。 あ り が と う ご ざい ま し た。

と て も 楽 し か っ た ジ ュ ニア ス タ ディ ー ツ ア ー

城西小 5 年

仲 本 達 郎

ぼ く は 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で 、 お も し ろ い こ と がた く さ ん あ り ま し た。

友 だ ち と 、 テ レ ピ を 見 た り 、 ご は ん を た べ た り 、 と て も い い思い出 に な り ま し た 。

も う 一 つ の 思 い 出 は 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー の時で し た 。

た く さ ん の 仲 間 と ：fk っ た り お ど っ た り 、 ち ょ っ ぴ り か な し か っ た け ど、 と て も た の しかっ たです。

こ れ か ら も 、 こ の け い け ん を い か し て 、 い ろ い ろ な 世 界の仲間 と 交流 し た い と 思 っ て い ま す。

イ チ ャ リ バチ ョ ー デー

知念小 5 年

新 垣 史 織

私 は 、 こ の ツ ア ー で い ろ い ろ な 体験 を し ま し た が、 み ん な 、 沖縄の心があ る こ と に 感動 し ま し た 。 イ チ ャ

リ バチ ョ ー デー ま さ に そ の 通 り 、 す ぐ に と け こ む こ と がで き ま し た。 私 は 、 い つ も 引 っ こ み じ あ ん な所があ

り 、 こ の ツ ア ー で も 、 み ん な の 後 ろ か ら つ い て ま わ り 、 自 分か ら 声 を か け た り で き な か っ た のが、 今で も く

い に 残 っ て い る の です が 、 沖縄か ら は な れ て い て も 、 沖縄の文 化 を 身 に つ け て い る 友達、 私 も 、 こ れか ら 、

も っ と も っ と が ん ば り た い と 思 い ま し た 。

こ の ツ ア ー で は じ め て 自 分が沖縄の こ と を よ く し っ て い な い のがはずか し い と 思 っ た の で 、 こ れか ら の国

さ い 交流 に 向 け て 、 海外の子供達 に 負 け な い様 に ま ず 自 分の足 も と であ る 沖縄県の文化や歴 史 に つ い て勉強
した い と 思 い ま し た 。
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「
ー

ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加 者 ）
ー 一

\\i I . 

北玉小 5 年

目 取 真 輔

ぽ く は 、 玉泉洞王国村で体験 し た こ と は 空手 と エ イ サ ー で し た。 空手で は 、 友達の た つ ろ う 君が空手 を 習 っ

て い る の で 、 わか ら な い と こ ろ は 、 たつ ろ う 君 に き き な が ら し ま し た 。 エ イ サ ー も み ん な で で き た か ら 楽 し

か っ fこ です。

交流 し た こ と は 、 みん な でバー ベ キ ュ ー を し て そ の あ と に キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を し ま し た 。

そ し て 、 山原 エ コ ツ ア ー で比地大滝 な ど も 行 き ま し た。 最後の 日 の さ よ な ら パー テ ィ は み ん な で お ど っ た

り ： 三味線 な ど、 き い た り し な が ら 夕 食 を 食べ ま し た。 最 後 は 、 み ん な 泣 い て い ま し た 。 ぽ く も 、 な き ま し

た 。 そ の と き は 、 わかれる のがかな し か っ た か ら です。

最後 に 、 国際交流への 自 分の 目 標 は、 大 人 に な っ て 、 英 語 を お ぽえ て 、 海外の 人 た ち と も っ と 交流 を ふか

め て い き た い です 。

大切な こ と を学んだ ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー

若狭小 6 年

城 間 祥 大

7 月 23 日 の朝、 ぽ く は 、 心がウ キ ウ キ し て い ま し た 。 こ の 日 か ら 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー が始 ま る か

ら です。 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー と は 、 世界 18 ヶ 国の子 ど も た ち が集 ま っ て 、 沖縄の こ と を 学ぶ と ぃう ッ

ア ー の こ と です。

ぼ く は 、 こ の ツ ア ー で 、 二つの こ と を 学ぶ こ と がで き ま し た 。 そ れ は 、 「沖縄のす ば ら し さ 」 と 、 「友情」

です。

こ の 一週 間 、 平和学習 や伝統芸能な どの 、 沖縄の 文化、 歴史、 自 然 な どが体験で き 、 と て も 勉 強 に な り ま

し た。 特 に 、 平和学習 にお い て は、 沖縄戦 と い う 悲 し い歴史 を 学 ぴ、 ま た 、 各 国 の 人 々 の 意見 を 聞 き 、 二度

と 戦争 を お こ し て は な ら な い と 思い ま し た 。 だか ら こ そ 、 築 か な け れ ばな ら な い平和 の と う と さ も 感 じ ら れ

ま し た 。

そ し て何 よ り 、 海外や県内の友達 を 、 た く さ んつ く る こ と がで き ま し た 。 初 日 は 、 言葉が通 じ な いの に 、

す ぐ に 友達はで き る かな あ と 、 不安で し た 。 し か し 、 いつ の 間 に か、 た く さ ん の友達がで き て い ま し た 。 ぼ

く は 、 言葉が通 じ な く て も 、 気持ち が通 じ れ ば、 友達 に な れ る と い う こ と を 知 り ま し た 。

ぼ く た ち家族は 、 ホ ー ム ス テ ィ を 受け入れ る こ と に な り 、 北米の 友達 を 泊 め ま し た 。 ぽ く た ち は 、 北部の

ホ テ ルに 行 っ て 海底船に 乗 り 、 沖縄のすばら し い海 を 体感 し ま し た。 き れい な さ ん ご、 美 し い海 を 見て 、 友

達は感激 し て い ま し た 。 ぼ く は、 2 日 間一緒 に 過 ごせて、 本 当 に よ か っ た と 思い ま す。
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l シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 県 内 参加 者 ）
―― ―-

最後の 日 の 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 も う 、 会 え な い んだ と 思 う と 、 と て も つ ら い気持ち に な り ま し た 。

しか し 、 別 れ る の は つ ら い け ど 、 れ ん ら く を 取 り 合 っ て 、 いつ ま で も 友達でいたいです。

こ の よ う に 、 海外の 人 と き ず な を 深め る と い う こ と は 、 と て も よ い こ と だ と 思い ま す。 世界のかけ橋 に な

る し 、 世 界の こ と を 知 る こ と で 、 争い ご と な どが、 お こ ら な いか ら です。• こ の ツ ア ー が、 ． 毎年行われて い っ

てほ し い です 。 ま た 、 ぽ く た ち の沖縄か ら外国へ出かけ る の も よ い こ と だ と 思 い ま す。 こ の ツ ア ー で つ く つ

た思い 出 は 、 い つ ま で も 、 わす れ た く あ り ま せ ん。

ぼ く を こ の ツ ア ー に 参加 さ せ て く れ た お 母 さ ん 、 ツ ア ー 中 にずっ と つ き そ っ て く れたス タ ッ フ のみ な さ ん、

ほん と う に あ り が と う ご ざい ま し た。

み ん な の心が一つ に な っ た
ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー

城南小 6 年

照 屋 寛 佳

7 月 23 日 の 朝 、 ユ ー ス ホ ス テ ル に 集 合 し て み る と 、 頭ではみん な 知 ら な い 人達だ と わかっ ていた け れ ど、

実際そ の 場 に な る と 、 一週 間 い っ し ょ に 過 ごす事がと て も 不安だ っ た。

そ の 日 の 夕 方 、 県庁で 行 わ れ た ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー の 中 で、 自 己紹介ゲー ム を や っ て 、 今 ま で き ん張 し

て い た の が、 リ ラ ッ ク ス し て き た 。 周 り の友達 も な れ た感 じが し て き た。

パ ー テ ィ ー の フ ィ ナ ー レ に 、 み ん な で カ チ ャ ー シ ー な どた く さ んのお ど り を お ど り ま し た。

と っ て も 楽 し く て 、 お ど り ま く り ま し た 。

周 り のみ ん な も ノ リ ノ リ で し た 。

み ん な の心 が一 つ に な っ た様 な 気が し ま し た 。

そ の後の 日 程 も 楽 し く 過 ごせ ま し た。

言葉が通 じ な い友達 は 、 ジ ェ ス チ ャ ー で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を取 る 事がで き ま した。

7 月 29 日 最 終 の 「 さ よ な ら パ ー テ ィ ー 」 が終 り に近づい て き た時、

「ま だ帰 り た く な い。 」

と 思い ま し た。

- 87 -



［ シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加者） ] 

た く さ ん の友だち と 交流がで き た

伊江 中 1 年

知 念 鈴 奈

私がこ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 し よ う と 思 っ た理 由 は 、 県 内 や外 国 の み ん な と の 交流 を 深めた

い と 思 っ た か ら です。

じ っ さ い に ツ ア ー を 体験 し た感想は 、 自 分の 中 で考え て い た 、 た く さ ん の 人 た ち と の 交流が じ つ げん で き

て と っ て も う れ し く 思い ま し た 。

私が一番楽 し か っ た こ と は 、 · 同 じ 部屋の 人達 と 夜 ま でペチ ャ ク チ ャ し ゃ べ っ て い た こ と です 。 そ の 中 に ア

メ リ カ の 人 も い て 、 私がほ と ん ど英語がわか ら な く て 「何言 っ て る の か わ か る ？ 」 っ て 聞 い た ら 教 え て く れ

た り し て う れ し か っ た こ と も あ り ま し た。

外国 の み ん な の かんげいパ ー テ ィ ー の 時 は み ん な で 「 5 、 6 、 7 、 8 」 を 踊 っ た り 、 「マ カ レ ナ 」 を 踊 っ

た り し て も り あが り ち ょ う た の し か っ た です。

で も 、 最後の 日 のお別れパ ー テ ィ ー は 、 楽 し く も あ り 、 か な し く も あ り ま し た 。

ツ ア ー の時の ピデオ を 見た り 、 ア メ リ カ の男 の子が琉球舞踊 を 踊 っ た り し て い て と て も 楽 し か っ た け ど最

後 に み ん な で歌 を う た っ て た ら 、 も う こ れでみ ん な と 会 え な く な る ん だ と 思 っ て 、 と て も 悲 し く な り 、 涙が

で て き ま し た。 ま わ り の み ん な が泣 く な っ て 言 っ て も 泣い て る 人 を 見 た り 、 み ん な を 見 た ら 、 も っ と 泣 き た

く て涙が と ま り ま せんで し た。

' こ のツ ア ー は私 に と っ て と っ て も い い体験で し た 。 友達 も た く さ ん で き 、 勉 強 に も な っ て 本当 に お う ぽ し

て よ か っ た な ぁ と 思い ま し た。 そ し てみ な さ ん あ り が と う ご ざい ま し た。

越来中 1 年

仲 間 良 成

あ れか ら 約 2 ヶ 月 がす ぎ ま し た。

僕 は 、 こ れに 出 て 、 本当 に よ か っ たです。・

い ろ い ろ な 友達や、． 仲間がで き ま し た 。

最初、 ぽ く は 、 こ ん な 大ぜいの 人がい て 、 ぽ く は 、 本当 に 、 こ の 人た ち と 、 う ま く 仲良 く な れ る か不安で

し た。 で も 、 リ ー ダー が声 を か け て く れて 、 な ん と か グル ー プ と か と は仲良 く な れ ま し た。 で も 、 あ と の 人

達 と は全然 ダメ で し た 。 で も 、 本当 に グル ー プ達 と 仲良 く な れた こ と で も う れ し い で す。 今 も 、 手紙 と かで

文通 し て い ま す。 心か ら と て も う れ し いです。 ス タ ッ フ のみ な さ ん、 ぼ く を こ の大会 に 参加 さ せ て く だ さ っ

て本 当 に あ り がと う ござい ま し た。
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ロ ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 県 内参加 者 ）
—―--] 

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ーで考え た こ と

沖縄尚学中 1 年

し· 牧 山 梨 紗

こ の ツ ア ー に 参 加 し て よ か っ た な ぁ と 思 っ た の は 、 世 界 中 の 人達 と 平和につい てか んがえ ら れ た こ と です。

そ れ に fl l l司で あ る 沖縄 を 知 っ て も ら い 、 と て も う れ し い 気持 ち でい つ ばいです。

参加 し た 人逹 は 、 と て も や さ し く 、 明 る く て 、 一週間 があ っ と い う 間 に過 ぎ てい き ま し た。 私 は 、 沖縄 を

も っ と 知 っ て も ら い た い です ， そ し て 、 私 自 身 も 、 い ろ い ろ な 国の こ と を 知 り たいです。 そ し て 、 一 人 一 人

が自 分の 国 、 友達の 国 を 知 る こ と で 争 い は 、 な く な る と 私 は思い ま す。 こ の 世界に平和が一 日 で も 早 く く る

た め に も い ろ い ろ な 国 を 知 る 必 要があ る と 思 い ま す。

こ の ツ ア ー に 参 加 し て 本 ‘り に よ か っ た で す。

早 く 、 ' , 1. く 、 早

平和 に な る と い し 、 で す ，

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー学んだ こ と

古蔵中 1 年

� ,� 仲 程 祐 介

ぼ く は 、 こ の ツ ア ー に 参加 し て 、 学 ん だ こ と は 、 語学、 沖縄の歴史、 文化な どです。

そ し て 、 な に よ り 、 世 界 各 国 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 人 と 、 友達に な れた こ と が と て も う れ し か っ たです。

最 初 は 、 言葉が通 じ な く て 、 と ま ど う 所 も あ っ た け ど、 おたがい、 ど う さ や手 ま ね、 かた こ と の英語で、

話 し 、 自 分の 考 え がつ た わ っ た 時 、 と て も う れ し か っ た です。

今回 の 、 き ち ょ う な 体験 を と お し て 、 沖縄の こ と 世界の こ と を 、 も っ と も っ と 勉強 し 、 こ の ツ ア ー で学ん

だ こ と を 、 生 か し 夢 に 、 向 か っ て がん ばっ て い こ う と 思い ま し た。

ま た 、 何年後か に 、 ツ ア ー に 参加 し た 、 一期生の み ん な と 、 再会で き る こ と を 、 願 っ てい ま す。
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口 ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加 者 ） ーロ
期待 どお り の ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー

港川 中 1 年

成 底 徹

沖縄の事 を 知 り つ つ 、 ほ かの 国 の事がわ か る 、 一 石二烏 と い う 期待 どお り の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に
参加 し て 、 沢 山 の ウ チ ナ ー ン チ ュ が世界各国で活躍 し て い る 事や 、 残酷 な 沖縄戦の 事 、 沖縄の 美 し い 自 然 と
生物、 玉泉洞 王 国村での 三味線の体験 な ど毎 日 が楽 し く 充実 し て い ま し た 。

世界各国の ウ チ ナ ー ン チ ュ と 約 一週 間 一緒 に 過 ご し て 思 っ た 事 は 、 も っ と 自 分の 視野 を 広 げ、 外国語 を 勉
強 し て 、 自 由 に 会話が し た い と 思い ま し た 。 そ の た め に は こ れ か ら も 積極的 に ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の
よ う な 交流 に 参加 し て 、 い つ か 自 分 も 世 界 を ま わ っ て み た い と 思 い ま す 。 で き た ら 、 何年先 に な る か わ か ら
な い け ど、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で 一緒 に 過 ご し た 友達 の 国へ も 行 き た い で す 。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ

ア ー を 企画 し て 下 さ っ た 事務局 の皆 さ ん 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た 。

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー 学んだ こ と

知念中 1 年

仲 里 彩 夏

私 がこ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 し た理由 は 、 自 分の苦手な 事 を な お し た い と 思 っ た か ら です 。

私 は 、 人 と 接す る の が苦手で友達 を つ く る の が う ま く あ り ま せ ん 。 人 と 交流 す る の も 、 あ ま り 好 き で は な
く 、 一人でい る 事が多 い の で、 そ う い う 事 を 少 し で も な お そ う と こ の ツ ア ー に 参加 し ま し た 。

最 初 は 友達がで き る かす っ ご く 不安で し た 。 で も 、 勇 気 を 出 し て 声 を か け て み た ら 、 相 手 も 笑顔 で 答 え て

く れた の で と て も う れ し か っ た です。

日 を お ぅ ご と に み ん な に も な れ て 、 気軽 に話かけ ら れ るよ う に な り ま し た 。 言葉 は あ ま り 通 じ な い け れ ど、
心は ど ん な 人 で も 伝わ っ て い る ん だ な ぁ と こ の ツ ア ーー を 通 し て思 い ま し た 。 私 は 、 人 と 接す る 事の 大切 さ を

こ の ツ ア ー で学び ま し た 。 あ り が と う ご ざい ま し た 。
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ー ージ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 して （県 内参加者） ― ―-| 

忘れ ら れな い思 い 出

東風平中 1 年

屋 嘉 比 梢

繹 、 始 め て の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は 、 友達 も た く さ ん で き 、
・

外国 人の 方 々 と も 仲 良 く な れ て と て

も 楽 し か っ た で す "
最初 の う ち は 、 友達がた く さ ん で き る か と か 、 外 人 の 人 と も し ゃ べ れ る か と て も 心配で し た 。 で も 実際 に 、

い ろ ん な 人 が話 し か け て く れ た り 、 1‘ 1 分か ら し ゃ べ り か け た り し て た く さ んの 友達がで き て 、 と て も う れ し

かっ た で す 。

一番 印 象 に 残 っ た こ と は 、 蔽 後 の 夜 に ダ ン ス パ ー テ ィ ー を し た こ と です。 私は あ ま り お ど ら な か っ た け ど、

外人の 人 は 、 さ す が だ な ー と 息 い ま し た

今回 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 出 れ て 、 本 当 に 良か っ た と 思 い ま す。 い ろ ん な 人 と 共 に学ぴ合 っ た り 、

ふ れ 合 っ た り し て 、 と て も 忘 れ ら れ な い思 い 出 に な り ま し た 。

こ の 思 い 出 を 一 牛 忘 れ ま せ ん 。

と て も い い 交流ができ た

那覇中 1 年

玉 城 彩 衣

私 は 、 こ の ツ ア ー に 参加 し て 、 と て も よ か っ た な ぁ と 思 い ま し た。 友達 も い っ ぱい で き た し 、 外国の 人 と

も 文通がで き る し 、 と っ て も い い 交流がで き た と 思 い ま す。

自 分 な ん か は 、 沖縄本 島 に 住 ん で い る 人 も い る の で 、 何 回 も 行 っ た所 も あ っ た と 思 う け ど外国の 人達 と 一

緒 に 見学 と か し た の で 、 ま た ち が う 体験や発見がで き た と 思い ま す。

ま た 、 修 了 式 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 起 き た ら い つ も と な り に い た 人が も う い な く な る ので と て も 悲

し か っ た で す 。 ま た 、 み ん な と あ い た い な ぁ と 思 い ま し た 。

ま た 、 何 年 後 か に こ の ツ ア ー に 参 加 し た 人み ん な 集 ま っ て な に かや りた い な ぁ と 思い ま し た。 そ し て 、 ま

た こ の ツ ア ー に 参 加 し た い な ぁ と 思 い ま し た 。

と て も 、 い い 思 い 出 に な り ま し た 。

あ り が と う ご ざい ま し た 。
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一
ー

シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加者）

― -l 

ウ チナ ー ン チ ュ と し て誇 り を

も つ こ と がで き た

那覇 中 1 年

松 本 佳 子

私 は 最初勉強 を す る つ も り で行 っ た け ど 、 み ん な を 見 た し ゅ ん Ii11 に 勉 強 の ＃ な ん か忘 れ て あ そ ん だ り 友達

に な っ た り し よ う と い う こ と だ けが頭 の 中 に 入 り ま し た 。 思 っ た 通 り 私 は 友達 と ば っ か り 遊 ん で い ま し た 。
だ け どい ろ ん な 所 に 見学 に 行 く た ぴち ゃ ん と し た こ と を 調べ た し 考 え る こ と が 自 然 に で き て い た と 思 い ま す。

こ れ を 通 し て 、 私 は 一番 身近かに 住 ん で い る こ の地域の こ と が今 ま で よ り も っ と 深 く 深 く 知 る こ と がで き

た し 、 他の県の 人 に 少 し く ら い は 話 し た り 説明 し た り す る こ と がで き る よ う に な っ た し 、 今 ま で 気づけ な か っ
た 沖縄の イ イ 所 を 知 る こ と がで き て沖縄の こ と を ど こ の 人 に で も 自 擾す る こ と がで き る と 思 い ま す 。 外国 に

住 ん で る 人達 も み ん な こ れ に 参 加 し て 沖縄が素晴 ら し い 県 で 、 自 分達 も も っ と ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て 誇 り が

も て た と 思 い ま す 。

ダイ ヤ モ ン ド よ り も 輝 く 素敵な思 い 出

伊江中 2 年

東 江 真 理 子

た く さ ん の期待 を 胸 に 、 参加 し た ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で私 は 、 今 ま で 知 ら な か っ た 沖縄 の 歴 史 や 文

化、 食べ物 を 新 た に 発見 し た り 、 と て も 素晴 ら し い経験がで き ま し た 。

そ の 中 で も 私 が特 に 良 か っ た と 思 う 事は 、 世界のい ろ い ろ な 国 、 沖縄の い ろ い ろ な 地域 に 友達 が で き た 事

です。 一緒 に エ イ サ ー や 川 登 り を 体験 し た り 、 首里城な ど を 見学 し た り 、 自 分の 国 の事 や 言葉 を 教 え あ っ た

り 、 ポ ー ル と かで遊 ん だ り し て 、 と て も 楽 し か っ た です。

そ し て こ れか ら は 、 手紙や メ ー ル な どで交流 し 、 も っ と 友情 を 深 め て い き た い です 。

私 に と っ て こ の ツ ア ー は 、 ダ イ ア モ ン ド よ り も 輝 く と っ て も 素 敵 な 想 い 出 に な り ま し た 。

ま た い つ か 、 み な さ ん と 会 え る 事 を 楽 し み に し て い ま す 。

ど う も 、 あ り が と う ご ざい ま し た 。
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ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 県 内参加者）

は じ め て の 国際交流体験

伊良波中 2 年

与 那 嶺 悠

私は 今匝l の 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会で 、 沖縄の歴 史 や伝統、 そ し て、 他国の 言葉や生活の違い を 学ぺて 、 す

ご く い い 体験 に な り ま し た 。

今 ま で 国 際 交流 の 懐 会が な か っ た の で 、 最 初 は 、 他国の 人 と う ま く 話せ る か、 自 分の言いた い事は通 じ る

か不安ばか り で し た

や っ ば り 、 lli 初 は そ ん な に 言 い た い 事が通 じ ず 、 ジ ェ ス チ ャ ー な どで な ん と か話 し てい ま し た 。 でも 、 日

に 日 に 少 し ずつ だ け ど 、 通 じ る よ う に な っ て 、 少 し で も 会話がで き た時は、 す ご く う れ し かっ たです。

私 は ツ ア ー に 参 加 し て 思 っ た 事 は ｀ 自 分が どん な に 他国の 言葉 や 、 生活の違い を 知 ら な か っ た かす ご く 分

か り ま し た 。 こ れ か ら は 、 い ろ い ろ な 国 の事や 、 言葉を た く さ ん覚え た い と 思い ま す。 今度又、 機会があ れ

ば参加 し た い で す 。 今lir] の ツ ア ー は す ご く 楽 し か っ た の で 、 こ の思い出は絶対忘れない と 思い ま す。

r 戦争の起 こ ら な い 未来 を つ く る

嘉手納中 2 年

古 謝 ち ひ ろ

私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 し て 、 私 も 知 ら な か っ た沖縄の歴史 を い ろ い ろ と 学び、 外国の友達

も た く さ ん で き ま し た 。

そ し て そ の 友達 と た く さ ん の 思 い 出 も つ く る こ と がで き ま し た し 、 ス ペ イ ン 語 を 少 し教え て も ら い ま し た

し 、 日 本 に は な い お 菓子 も 教 え て も ら っ た し 、 私 も 日 本語や方言 を 少 し 教 え ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で は 、 首里城や今帰仁城址、 平和の い し じ な どを 見て き ま し た 。 そ し て沖縄は

昔琉球王国 と い う 一つ の 国 だ っ た こ と や 、 戦争で た く さ んの 人が死んだ こ と な どがわか り ま し た。

私は こ の ツ ア ー に 参加 し た こ と を 一生忘れ ま せ ん。 戦争の ひ さ ん さ 恐 ろ し さ を 知 っ た私た ちが、 二度 と 戦

争が起 こ ら な い未 来 を き ずい て い か な け れば な ら な い と 思い ま す。

こ の ツ ア ー に 参加で き て 良 か っ た です 。
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―
ー

ジュニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加 者） ― ――l 

も っ と 平和 で幸せな沖縄、 世界へ

鏡 が丘養護学校 中 2 年

比 嘉 紗 苗

今回の参加で は 、 い ろ い ろ な ス タ ッ フ の 方 々 に お 世話に な り ま し た 。

平和祈念汽料館 で 戦争の写真展示 を 見 た 時 に は 、 戦争時代に 生 き て き た 人 々 は 、 と て も ―苫労 し て い た ん だ

な と 感 じ ま し た。

い ろ い ろ な 事 を 思い 、 考え な が ら 見 て い る と 、 鉄砲 を 持 っ て 立 っ て い る ア メ リ カ 兵 の JJもド が 目 に は い り 、

も し 自 分がそ の時 に い た ら とう な っ て い る だ ろ う と 思 う と 恐 ろ し く な り ま し た 。

け がを し た り 、 死 ん だ 人 も そ う だ ろ う け ど、 生 き て き た 人の心のfり は 、 い つ ま で も 残 っ て い る こ と と 思 い

ま す。

戦争の よ う す を勉強 し て 、 今の平和 の あ り がた さ を あ ら た め て 感 じ 幸せ に 思 い ま す 。

そ し て 、 も っ と 平和で幸せ な 沖縄、 世 界 に し た い と 思 い ま す 。

みんな 同 じ ウ チナ ー ン チ ュ

古蔵中 2 年

仲 程 若 菜

長 い よ う で と て も 短か っ た 5 泊 6 日 の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 。 こ の ツ ア ー に 参加 し 、 た く さ んの 知 識

と 思い出 を つ く る こ と がで き 、 と て も 鱚 し い です。

最初は言葉の壁にぶ つ か り 苦労 し た け ど、 み ん な 自 分か ら 積極的 に 声 を か け 、 友達 に な っ て 仲 良 く で き た

の で 、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ と 私達 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 間 に は 、 壁 な ん か な い 、 同 じ ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て心

が通 じ 合 っ て い る ん だ な ぁ と 実感 し ま し た。

今回 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で私 自 身 、 い ろ ん な こ と を 学 ぴ と て も 貴重 な 体験 を さ せ て も ら い 、

本当 に籍 し く 思い ま す。 そ し て 、 こ の ツ ア ー を 行 っ た こ と で、 私達 ぐ ら い の 中 高生が、 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ

大会 に興味
．

、 感心 を 持っ て く れた こ と が、 何 よ り i喜 し い こ と だ と 思い ま す。 将 来 、 こ の ツ ア ー で 学 ん だ こ と

を 生かせる よ う な 、 国際的 な仕事に つ き た い です。
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Lをニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 県 内 参加 者 ）
― 

言葉は通 じ な く て も 同 じ ウ チナー ンチュ

佐敷中 2 年

平 田 吉 郎

僕 は 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ （ ー ツ ア ・ ー に 参加 し て 、 よ かっ た と お も い ま す。

初 l ] は 、 Ili； 一 人 tl 1 つ て い る 人がい な く て 、 と て も 不安で 、 お も し ろ く な か っ た け ど、 時間がた つ に つ れて 、

い ろ い ろ な 人 に 、 'i,ri し か け た り 、 話 し か け ら れ た り で 、 友達 も た く さ んで き て 、 と て も 楽 し か っ た です。

外国 人 の 児 哨 I|：． 徒達 は ｀ 1 · 1 分の 親達が、 ウ チ ナ ー ン チ ュ と い う こ と で 、 沖縄の文化や歴 史 に つ い て と て も

典味深 く 調ぺ て い た の で 、 す ご い な と 思 い ま し た。

僕 は 、 こ の ツ ア ー で 伐 か学 ん だ こ と は 、 言 菜 は 、 通 じ な く て も 、 同 じ ウ チ ナ ー ン チ ュ だか ら 、 心が通 じ て 、

だ い た い の こ と は 、 通 し る こ と が 分か り ま し た。

今厠 、 多 く の Ill.サ! (/） ， ク チ ナ ー ン チ ュ と 友達 に な れ た 体験 を 通 じ て 、 こ れか ら い ろ い ろ な 国 の 人 と 、 交流 し

てい き た V ヽ と 思 い ま す

こ の ツ ア ー は 、 l IL1 年 に • |1 11 し か や ら な い と い う こ と な の で 、 ま た 四 年後に応募 し た い と 思い ま す。 そ の た

め に は 、 い ろ い ろ な 外国 語 を 勉 強 し 、 今1可 も どか し か っ た 会話 を た く さ ん や り たい と 思い ま す。 今回 は 、 本

当 に い い経験 に な っ た し 、 と て も た の し か っ た です。

と て も 楽 し か っ た国際交流

松城中 2 年

比 嘉 彩 賀

ジュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で は 首里城 に行 っ た り 、 マ ン グ ロ ー プ を 見 た り 、 平和祈念資料館を見学 し た と

き は 、 沖縄で あ っ た い ろ ん な こ と がわ か り 私が イ メ ー ジ し て い た 、 沖縄の姿 と は 、 ち ょ っ と ち がっ た。 それ

は 、 私が沖縄の こ と を よ く わ か ら な か っ た と い う こ と だ と き ず き ま し た 。 私は ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に

参加 し て 、 沖縄の こ と を い ろ い ろ 学ぴ ま し た 。

自 分た ち の 部屋 で は 、 外 �I の 人 と お し ゃ べ り を し て 、 あ い て の 国での生活の様子 を お し え て も ら っ た り し

て楽 し か っ た 。

こ れか ら は 、 も っ と 沖縄 の 文 化 を 学 ぴ、 ま た こ う い う 交流す る き かいがあ れば、 あ いて に お し え た り し た

いです。

外国の 人 々 と 交流す る こ と っ て こ ん な に 楽 し い こ と だ と わか ら な か っ た し 、 英語を わかればい ろ ん な国の

人 と し ゃ べ る こ と がで き る こ と も 学ぴ ま し た 。
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シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 県 内 参加者）

E 
と て も い い 経験 に な っ た

一 興 南 中 2 年

比 嘉 亜 樹

こ の ツ ア ー は 、 と っ て も 楽 し か っ た です。 私 に と っ て 、 と っ て も いい経験 に な り ま し た ，＇

私は こ の ツ ア ー が始 ま る 前 ま では 、 ど う い う こ と を や る ん だ ろ う 、 と か外 国 の 人達 と 仲 良 く な れ る か色 々

心配で し た。 だけ ど、 ヅァ ー が始 ま っ た ら 家の事な んか全部、 忘 れ て ま し た 。 と く に 、 夜み ん な で の 自 由時

間が楽 し か っ た です。 カ ナ ダの ア ユ ミ さ ん の話はお か し く て 辞 典 で し よ っ ち ゅ う 調べ て 話 し て く れ ま し た。

お別れは 、 つ ら く て 、 み ん な 泣 い て い ま し た。 一週 間 ほ ど、 ず う っ と 一緒 に い た の に 次の H か ら も う い な く

な っ て い る な ん て 、 と っ て も 悲 し か っ た です。 い い 友達 も い っ ばいで き て う れ し か っ た で す 。 外国の 友 だ ち

も ぜんぜん 日 本の友達 と 変わ ら な く て 、 少 し 言葉が通 じ な い ぐ ら い で し た 。 だ か ら 、 と っ て も 、 と っ て も 楽

し か っ た です。 こ の ツ ア ー で私 は 少 し 大人 に な れ た 気が し た と 思 い ま す。

私の将来の夢

安 田 中 3 年

古 堅 葵

7 月 23 日 か ら 29 日 に かけて行われ ま し た。 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に お い て私 は 、 多 く の 体験 と 共 に 計

り 知れ な い程の友情 を 得 る 事がで き 、 嬉 し ・く 思い ま す。

やは り 、 初 め は生活習慣や言語の違い と い う 壁があ り 、 な か な か 海外 の 子供達 に 話 を す る 事が 出 来 ま せ ん

で し た 。 し か し 、 私 の た どた ど し い英語を 理解 し よ う と い う 態度が見受 け ら れ、 私 も 英語 を 理解 し よ う と い

う 意識を持っ た事に よ り 、 友達が出 来 ま し た。 英語だ け で な く ス ペ イ ン 語 な ど を 言語 と す る 友達 も 出来 た 事

で、 私の将来の夢"Supporting handicapped pepole.＂ 実現 さ せ、 世界各地 を 旅 し て 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

に 参加 し た世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ に再会出来 る 事 を 心待 ち に し て 、 国際社会 を 担 う 一員 と し て 国際交流 に も

力 を 入れ、 次 回 の ジ ュ ニ ァ ス タ デ イ ー ツ ア ー に は ポ ラ ン テ ィ ア と し て参加 し た いで す 。
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言葉 は通 じ な く て も 友達に なれる

沖 尚 中 3 年

佐 久 川 俊 介

こ の ジ ュ ニ ア ソ、 ク デ イ ー ツ ア ・ · で 1党 は た く さ ん の 事 を 学ぶ こ と がで き ま し た。 ツ ア ー で学ん だた く さ んの

事の 内 で 1党 が • 番 ）辻）J に 息 っ た ·J �は 、 言 菜 は 通 じ な く て も み ん な 友達 に な れ る と い う こ と で し た。 最初の う

ち は 全 く わ か ら な い ソ、 ペ イ ン 語 や ポ ル ト ガ ル 語 を し ゃ ぺ る 人 と は 言莱 も 通 じ な い し友達 に な る の は 難 しいか

な と 思 っ て い ま し た し か し 、 1 1 本 ，；！i• も 話せ る 人 に 通訳 を し て も ら っ た り 、 そ の 言葉 を 教 え て も ら っ た り し

て 話 し か け る と 、 中1 1 Y-. も 作懸 命 ‘i£ え た 「 1 本語で 話 し た り し て く れ ま し た。 そ れか ら は 、 恐が り も せずに 自

分か ら 積極的 に ，；舌 せ る よ う に な り ま し た u

こ の 体験 を 、 将 米 国 際 的 な イ I: ·J� に つ い た 時 に 泊か し て い け た ら い い な と 思い ま す。 こ の よ う な 素晴 ら し い

ツ ア ー を 企 fffii し て い た だ い て 本 ｀り に あ り が と う ご ざい ま し た 。

→-、

私達の ジ ュ ニ ア ス タ ディ ーツ ア ー

宮里中 3 年

謝 花 千 夏

私 は こ の ツ ア ー に 参加 の を き っ か け に 、 外国 の事 に 興味 を も つ よ う に な り ま し た。 初 め 、 友達一人 も い な

く て さ ぴ し か っ た け ど 日 がた つ に つ れ て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ な か っ た 2 世 3 世の外国 の子供違 と も

友達 に な り 、 と て も 楽 し い ツ ア ー な り ま し た。 話 し 合いの時 と か、 み ん な 一 人 一 人 ち ゃ ん と し た意見を も っ

て い て す ご い な ぁ と 感 じ ま し た 。 た だ 、 大 人 が準備 し て 子供 に さ せ る ん じ ゃ な く て 、 私達がこ う し たい と 意

見 を い う と 、 ち ゃ ん と 自 分達 に や ら せて く れ て 、 i喜 し か っ た です。 最後の夜に や っ た ダ ン ス パ ー テ ィ ー は塵

り 上が っ て 最 高 で し た。 ま た 、 沖縄の歴史や文化 も 学んで 自 分の 知 ら な か っ た事な ど と て も ため に な っ て 良

か っ た です 。

こ れ か ら も し 機会があ れ ば、 又あ の メ ン バ ー で集 ま り た い です。 そ し て世界 中 に 、 沖縄人の輪が広がっ た

ら い い な ぁ と 思 い ま す。
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世界 と 沖縄 を 結ぶか け橋

小禄 中 3 年

普 天 間 一 樹

こ の ツ ア ー を 通 し て 、 沖縄の歴史、 文化、 伝統や 自 然等 に つい て 色 々 学 ぴ ま し た 。

今 ま で 、 沖縄で生 ま れ育 っ て き て 、 知 ら な か っ た 事が沢 山 あ り 、 逆 に 海外 か ら 米 た 人達 の 方が使 ら 以上 に

良 く 知 っ て い た り で、 自 分は も っ と 沖縄につい て勉強 し な け ら ばい け な い な あ と 思 い ま し た 。

そ れか ら 、 様 々 な 国 に も ウ チ ナ ー ン チ ュ がいて皆頑張 っ て い る 様 な の で 、 と て も 妍 し く な り ま し た 。 世界

中 の ウ チ ナ ー ン チ ュ が協力 し 合 い 一つ に な れ ば何で も で き る の で は な い で し ょ う か ？ そ の 1.｝ に も 今回 ツ ア ー

は 、 小 さ な 国際交流で は あ っ た け ど絆がで き 世界 と 沖縄 を 結ぶかけ橋 と な っ た と 思 い ま す 。 又 、 海外や 、 沖

縄に も 友人 も で き 今後 も 交流 を 続け て い き た い です。 こ の様 な 機会があ れ ば是非参加 し た い と 思 い ま す。 本

当 に あ り が と う ご ざい ま し た 。

西原東中 3 年

玉 那 覇 優 香

今回、 こ の企画 に参加 し て 、 私 の キ ャ ス タ ー に な る 。 と い う 夢 に 一歩近づけ た と 思 い ま す。

ま た 、 外国の ウ チ ナ ー ン チ ュ や沖縄 に 住 ん でい る ・ウ チ ナ ー ン チ ュ と も 友達 に な る 事がで き ま し た 。

ま た 、 沖縄に住ん で い な が ら 、 戦争 に つ い て も 詳 し く し ら な か っ た け ど、 そ の事 に つ い て も 知 る 事がで き

ま し た 。

私 は 、 こ の ツ ア ー に参加 し て 、 楽 し い思い出 も 作 る 事がで き 、 そ し て 、 沖 縄に つ い て も 学ぶ事がで き ま し

た 。

ま た 、 機会があ れ ば、 こ の ツ ア ー に 参加 し た い と 思い ま し た。

こ ん な 企画 を 作 っ て く れて 、 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た。
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本 当 の ウ チナー ン チ ュ と し て

西原東中 3 年

〉 -\/ 宮 城 鮎 子

私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て 、 色 々 な 事 を 学 ぴ、 感 じ る 事がで き ま し た 。 他 国 の 文化 を 知 っ

た り 、 沖縄の 文 化 を 改 め て 学 ん だ り ・ • • 。 そ の 中 で 、 私が一 番 印 象 に 残 っ て い る の は 、 海外の ウ チ ナ ー ン

チ ュ が沖縄の ·Jt を 愛 し て く れ て る .'.hで し た 。 平和祈念汽科館 に 行 っ た 時 、 戦争の体験記録を メ リ ッ サ に 読 む

と 、 メ リ ッ サ は 泣 い て い ま し た 。 他の 参 加 者 も す ご く 悲 し そ う な 顔 を し て い ま し た 。 私 は 海外の ウ チ ナ ー ン

チ ュ も 沖縄 の ·Ji を 愛 し て く れ る と 知 り 、 す ご く う れ し か っ た です。 又、 父 や 母 の 故繹が沖縄、 生 ま れ育 っ た

場所が沖縄っ て だ け で な く 沖縄を心か ら 愛 し て い る 人 こ そ 、 本当 の ウ チ ナ ー ン チ ュ だ と 思い ま す。 こ のツ ア ー

で、 自 分の 沖縄 に 対 す る 息 い を 見 直 す 事がで き ま し た 。 こ の ツ ア ー に参加で き て 本 当 に よ か っ た です。 ご協

力 し て く れ た 枠様 に 感謝 し ま す 。 あ り が と う ご ざい ま し た 。

友達がた く さ んで き た

小禄高 1 年

高 田 真 奈 美

私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 し て 、 海外の友達や、 沖縄の友達がい つ ばい で き ま し た。

ツ ア ー 初 日 、 私 は リ ー ダ ー な の で 、 と て も ド キ ド キ し て ま し た 。 外国 の 人 と 、 ち ゃ ん と し ゃ べれ る か な ？

グ ル ー プの 人 と は 、 仲 良 く な れ る か な と 、 心配の嵐で し た 。 け れ どす ぐ に 沖縄 の 友達 も い つ ばい で き 、 外国

の友達 と も 除 々 に 名 刺 交換 を し て 、 と て も う れ し か っ た です。 今で も 、 外国の友達 と メ ー ル交換 を し た り 手

紙 も 交換 し て い る し 、 沖縄の 友達 と も 、 メ ー ル 交換 し て い ま す。 う れ し い こ と に 、 沖縄の友達が誕生 日 会 に

呼ん で く れ ま し た 。 今回 は 外国 の 人達 が 、 沖 縄 に 来 た の で次 は 、 私が外国 に 遊 び に 行 き た い です ！
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こ れか ら の私へ の ヒ ン ト

昭和薬科附属高 1 年

上 原 恵 里 佳

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て 、 初 め て 海外 に 友達がで き ま し た 。 そ れ だ け で も 、 こ の ツ ア ー に 参

加で き て よ か っ た と 思 え る の で す が、 考 え て みれば、 ま だ ま だ た く さ ん あ り ま す 。

ツ ア ー 中 に 、 言業が通 じ な く て悩む時 も あ り ま し た。 し か し そ の 度 に 、 も っ と 話 し た い ！ 英語、 ス ペ イ ン

語、 ポ ル ト ガル 語 を 知 り た い ！ と 思 い 、 も っ と 勉強がん ぱっ た り 、 積極的 に 話 し て い こ う ！ と い う 気持 ち に

な れ ま し た 。

ま た 、 県外、 県 内 関係 な く 、 た く さ ん の 素 晴 ら し い 人 に 出 逢 え ま し た 。 そ し て 視野が広 が り 、 こ れ か ら の

私への ヒ ン ト に な っ た と 思 い ま す。

こ れか ら も こ う い う 機会があ れ ば、 ど ん ど ん 参加 し て 、 い ろ い ろ な 人 と 出 達 い 、 友逹 に な っ て 自 分 自 身 を

大 き く し て い き た い と 思 い ま す 。

n
t
 

今度は ス タ ッ フ と し て

石川高 1 年

与 那 覇 恵 梨

こ の ツ ア ー に 参加 し た 事 に よ り 、 海外の 人 々 と 交流す る 機会がで き 、 友達 に な れた の で と て も 良か っ た と

思い ま す。

ま た 、 海外の子 と の交流だ け で な く 車 イ ス の子 と も 接 し 、 い ろ い ろ 考 え さ せ ら れ良 い 機会 と な り ま し た 。

英語、 ス ペ イ ン 語、 ポ ル ト ガル 語 と 、 どれ も わ か ら な い 言葉だ っ た け れ ど も 、 動 き や 身 ぶ り 手ぶ り な どで

な ん と かわ か り ま し た 。 そ の わ か っ た 時 、 う れ し く な り 、 そ の 言葉 を お も し ろ く 感 じ て も っ と 話 を し た い と

思 っ た の で良い体験を し た と 思 い ま す。

こ の ツ ア ー を通 し て 、 海外へ 目 を む け る 事がで き 、 興味がわ い た の で今度 5 年後 に ま た こ の よ う な ツ ア ー

を 行 う と し た ら 、 「今度 は英語、 ま た は ス ペ イ ン 語 を 覚 え て か ら ス タ ッ フ と し て 参加 し た い な ぁ 。」 と 思 い ま

し た 。
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石川高 1 年

徳 里 麗 華

こ の ツ ア ー は ウ チ ナ ー ン チ ュ 同士で寝食共に し共同生活の 中で、 ま た イ ペ ン ト の 中 でのふれあ い に な り ま

し た 。 ス タ デ イ ー ツ ア ー と い う 事 も あ り 、 学ぴなが ら の ツ ア ー で し たが、 勉強嫌い な私で も 楽 し め る 内容で

沖縄 を 中心 と し た 学習 を し ま し た が、 県内の私 に も 再認識 さ せ ら れる 部分があ り ま し た。 し か し こ の ツ ア ー

で は そ う い っ た勉 強 面 だ け で な く 海外か ら の ウ チ ナ ー ン チ ュ も 一緒に な っ て学ぶため生 き た外国語に も ふれ

る 事がで き ま し た 。 私のチ ー ム メ イ ト 達は ス ペ イ ン 語圏 だ っ た の で も し かす る と 一生ふれる 事は な か っ
・
た ん

じ ゃ な い か 、 と い う i't 重 な ス ベ イ ン 語 を 教え て く れ ま し た 。 し か も 熱心 に ．／ し か し ス タ デ ィ ー ツ ア ー だか ら

と い っ て も 勉強 ばか り で は な く 遊 ぴ も 盛 り だ く さ ん あ り ま し た 。 そ し て 初 め て行われる こ の初 め ての ツ ア ー

に 私 が参加で き て 本 当 に よ か っ た と 思い ま す。

沖縄を愛 し て い る 世界中 の う ち な一んち ゅ
.`-＾ 

\ -:::-- I 
· ,  ヽ

那覇国際高 1 年

中 村 晴 枝 ·

「学校は 休め る し 、 外 国 に 友達 を 作 れ る ．／ 。」 最 初 は 、 こ ん な 軽い気持 ち で、 こ の ス タ デ イ ー ツ ア ー に参

加 し ま し た 。

し か し 、 参加 し て み る と ど う で し ょ う 。 沖縄で生 ま れ育 っ た私 自 身 よ り も 沖縄を愛 し て い る 世界中の う ち

な 一 ん ち ゅ の姿がそ こ に は あ り ま し た 。 三味線 を 片手 に 誰か一人が歌い出す と 、 そ こ に二人、 三 人 と 人が集

ま り 、 い つ し か カ チ ャ ー シ ー の ダ ン ス パ ー テ ィ ー が始 ま っ て い る のです。 そ ん な光景 、 今では沖縄の ど こ で

見 る こ と が で き る の で し ょ う 。

私 は 、 方言 を完全に 話す こ と も 、 琉球舞踊 を 踊 る こ と も 、 三味線を弾 く こ と も で き ま せ ん。 言っ て み れば、

う ち な 一 ん ち ゅ を 証明す る も の を何一つ 身 に し て い な いの です。

今回 、 自 分の 恥ずか し さ に 気づ く と 共 に 、 自 分 自 身の愛国心 も 再確認で き ま し た 。 私 も 、 沖縄が大好 き 。

こ れか ら も 、 今 回 お 友達 に な れ た 世界 中 の 人達 と 交流 を 続け 、 同 じ沖縄 を 愛す る 者 と し て沖縄の文化を 守 り

た い です 。
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口ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加 者 ） ー ー］

宮古高 2 年

伊 計 美 希

l ) あ な た が考 え る 沖縄の誇 れ る も の を 教え て く だ さ い。 （ 自 然 ・ 文化 ・ 歴 史 • 生活 な ど）

自 然や文化、 歴史な ど どの分野で も 誇れ る も の は た く さ ん あ る と 思 う け ど 、 や っ ば り 一 番誇れ る も の は

ウ チ ナ ー ン チ ュ の も つ や さ し さ だ と 思い ま す。

2 ) 今回の ツ ア ー に参加 し た動機を教え て く だ さ い。

沖縄の歴史や文化 を 勉 強 し た か っ た か ら 。

国際交流 を す る のが好 き と いう こ と も あ っ て。

3 ) 平和祈念資料館 を見学 し た時の感想 を 書 い て く だ さ い。

平和記念像の大 き さ や美 し さ に も ぴっ く り し た け ど、 そ の周 り に 飾 っ て あ っ た折 り 鶴の 多 さ に と て も お

ど ろ き ま し た。 そ れ だ けみ ん な の平和への願 い が強い ん だ な ぁ と 思 い ま し た 。

4 ) 今回 の ツ ア ー で学ん だ こ と や感 じ た こ と な ど を 書い て く だ さ い。 （生活 の違 い 、 友 逹 、 家族、 そ の他）

生活の違 い は あ ま り な く て ほ と ん どが一緒 で し た。

み ん な と っ て も フ レ ン ド リ ー で た く さ んの 人 と 友達に な る こ と がで き ま し た 。 毎 日 が と て も 楽 し か っ た

です。

1 2 ヶ 国 の友達

宮古農林高 2 年

仲 宗 根 智 世

私 は ジ ュ ニ ア ス タ デイ ー ツ ア ー 参加 し て本 当 に 良か っ た と 思い ま す。 ツ ア ー で い ろ ん な体験 を し な が ら 12

カ 国の友達がで き た事です。 体験 し た事 と は 、 首里城見学、 文化芸能体験、 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 ダ ン ス パー

テ ィ ー な どで した 。 キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー の時に南米の子が三線 を 弾 き な が ら 方言 で 歌 っ て い る の を 聞 い た り 、

サ ヨ ナ ラ パー テ ィ ー の 時 に 海外の子が琉球舞踊 を 披露 し た り し て 海外の 子 は 沖縄の芸能 を 忘 れて い な い ん だ

な と 思 い ま し た 。 私 は 今 ま で ア メ リ カ と か ド イ ツ に しか友達がい ま せ ん で し た が こ の ツ ア ー を 通 し て多 く の

国 の 人達 と 友達の和 を 広め ら れて と っ て も 良か っ た です 。 英語は ま だ そ ん な に ペ ラ ペ ラ で は あ り ま せ ん が将

来英語が話せる よ う に も っ と 勉 強 し て 、 ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 し た友達 と の 再会 し た り ま た い ろ ん な 国際

交流 を深めて楽 し く 英会話出 来 た ら い い と 思い ま す。
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l ー
シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （ 県 内参加者） I 

最高 の思 い 出

宮古農林高 2 年

佐 久 田 智 世

私 は 沖縄が 大 好 き で す 。 今皿 ツ ア ー に 参加 し た事で こ れ ま で以 上 に 好 き に な り ま し た 。 世界中 に い る ウ チ

ナ ー ン チ ュ の み ん な も 、 沖縄に 愛 沿 を 持 っ て 誇 り に し て い る 事 を 感 じ ま し た 。

私 は 将 米 、 沖 縄 で 観 光 関 係 の 仕 事 に 付 き た い と 考 え て い ま す。 ツ ア ー を 通 し てみ ん な と 、 勉強、 見学 を 経

験 し 自 信 に も な り ま し た 。

リ ー ダ ー と い う 役割 に 不安で心細か っ た 時 に 協 力 し て く れたみ な さ ん あ り が と う ご ざい ま し た 。 改めて協

力 し 合 う �Ji の 大 切 さ に 気づ き ま し た 。 あ と 、 無意識の う ち に 、 海外の報道な どに 目 を 向 け て い る 私がい ま す。

こ れ か ら 先 も ツ ア ー で 出 会 っ た 友情 を 大 切 に し て い き た い と 思い ま す。 あ と 何年後かにみ ん な に 会え る 日

の 事が楽 し み で す っ

生 、 忘 れ ら れ な い 反 の J此翡 な 息 い 出 に な り ま し た 。

i . ` 

▲: 首里東高 2 年

川 口 真 未

l ) あ な た が考 え る 沖縄 の 誇 れ る も の を 教え て く だ さ い。 （ 自 然 ・ 文化 ・ 歴史 • 生活 な ど）

． や は り 、 琉舞やエ イ サ ー と い っ た繹土芸能だ と 思い ま す。 海外の子 ど も た ち も す ご く 興味 を も っ て 芸能

に 参加 し て い た し 、 沖縄民謡 も み ん な で歌 う 事 も で き 、 沖縄の 芸能はすばら し い と 感 じ ま し た 。

2 ) 今回 の ツ ア ー に 参加 し た動機 を 教 え て く だ さ い。

国 際 交流 に 典味があ り ま し た し 、 将来の夢の実現 に も 大 き く 影響す る と 思 っ たか ら です。

3 ) 平和祈念賽料館 を 見学 し た 時の感想 を 書い て く だ さ い。

一番 印 象 に 残 っ て い る の は 大 き な 仏様 と そ の指先の上で輝い て い た 星です。 あ と 、 み ん な の平和への気

持 ち が伝 わ る つ る や 文字 は す ご く 感動 し ま し た。

4 ) 今 回 の ツ ア ー で 学 ん だ こ と や感 じ た こ と な ど を 書 い て く だ さ い。 （生活の違い 、 友達、 家族、 そ の他）

や っ ば り 同 じ 歳で も 外国 の 子 た ち は 大 人 っ ぼか っ た です。 ダ ン ス パー テ ィ ー も T V で見 る よ う な感 じ で

し た 。 そ れ に 海外の 子 ど も 達 は積極的で 、 そ れぞれ個性的 な 人達が多か っ た の で 、 改め て こ の ツ ア ー の 意

義 を 実感 で き た 一 週 間 で し た 。
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I
ー ー

シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加 者）
ーー］

大き い よ う で小 さ な 世界

普天間高 2 年

池 原 理

僕 は 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て 、 世界 っ て 大 き い よ う で小 さ い な と 思 い ま し た 。 そ れ は 、 世

界の い ろ ん な 国の 人 と 友達 に な れ た か ら です 。

ツ ア ー の 中で 、 僕 は ダ ン ス パ ー テ ィ ー が一 番楽 し か っ た です。 そ し て 、 ス タ ッ フ の 人が大 人 の 意見 だ け で

は な く て 、 子供の意見 を どん どん取 り 入れ て く れ た こ と に 感動 し ま し た 。

僕 は 、 ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加す る ま で、 な に が 「英語は地球語 イ ー オ ン 」 っ て 思 っ て い た け ど、 ツ ア ー

に 参加 し て と て も 英語の大切 さ がわか り ま し た 。 あ と 、 沖縄の こ と や外国の こ と がた く さ ん勉 強 で き た の で 、

と て も いい経験に な っ た と 思い ま し た 。

そ し て 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で の 、 た く さ ん の 思 い 出 を 大切 に し て 、 ツ ア ー で 友 達 に な っ た み

ん な と 、 こ れか ら も いつ ま で も 友達で い た い です。

普天間高 2 年

宝 蔵 寺 祐 司

Jr ス タ デ イ ー ツ ア ー と い う 企画 に参加 し て 初 め の う ち は 、 自 分が 中 学 ・ 高校 と い う 過程 で 学 習 し て き た

英語が通 じ る か ど う か不安で し た 。 で も 実際 、 海外の友達 と 話 し て み て 、 会話 を す る こ と が で き 、 ホ ッ と し

ま し た 。 な か に は 、 通 じ な い部分 も あ っ た け ど、 そ こ ん と こ ろ は 、 ジ ェ ス チ ャ ー で カ バー す る こ と がで き よ

か っ た です 。 そ の ほかに も 、 ア メ リ カ 以外の国の言葉 も習 う こ と がで き と て も い い経験に な り ま し た。

そ し て 、 こ の ツ ア ー が終わ っ て、 い ま で は 、 ツ ア ー 中 に ア ド レ ス を 交換 し た 、 海外や県内 の 友達 と メ ー ル

の や り と り を し て 、 そ の メ ー ル を 訳す る の に 苦 し て い る 毎 日 です。 そ の お か げ で 、 自 分の 英 語力 が ア ッ プ し

て い る ので と て も 繕 し い で す 。

で き れば、 こ の ツ ア ー に 参加 し た メ ン パー で 、 今回以上の ツ ア ー を や り た い と 思い ま す。
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lー ジ ュニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加 者 ） 1 
「 ―0•. . 

I .  

ジ ュ ニアス タ ディ ー ツ ア ーで学んだ こ と

宮古高 3 年

仲 間 明 奈

私 は 、 今回 の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 通 し て 、 世界の様 々 な 国の 人 と 知 り 合 う 素敵な チ ャ ン ス に 恵 ま

れ ま し た 。 股 初 の 頃 は 、 言 業 の 壁 を 感 じ た り 、 ホ ー ム シ ッ ク に かか っ た り も し ま し た が、 そ の 中で 、 積極的

に行動 す る こ と 、 自 分の 意 見 を は っ き り 伝え る こ と 、 相 手 を 理解す る こ と を 学 ぴ ま し た 。 ま た 、 共 に 沖縄の

文化 を 学ぶ こ と で 、 今 ま で と は 違 っ た 新 し い 沖縄が見 え て き ま し た 。 そ し て何 よ り も こ の ツ ア ー での一番の

思 い 出 は 、 た く さ ん の素睛 ら し い 友 人がで き た こ と です 。 生活習慣や文化違 っ て も 、 相手の こ と を 知 り た し、 ．

と 思 う 気持 ち があ れ ば、 お 互い に 通 じ 合 え る と い う こ と が分か り ま し た 。 最後の皆 と の別れは と て も 辛か っ

た け れ ど 、 ど ん な に 離れ て い て も 、 皆 の こ と は絶対 に 忘れ な い と 思い ま す。 こ の ツ ア ー での経験 を 糧 に 、 誇

り あ る ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て 、 こ れか ら の 未 来 を 歩い て い き た いです。

沖縄県人 と し て の誇 り を 胸 に

． 、～--... 小禄高 3 年

茶 畑 美 加

今 回 の ツ ア ー に 参加 で き た 事、 私 は も のす ご く 誇 り に 思 っ て い ま す。

言葉が通 じ な く て も 心 は 通 じ る 。 こ の事 を 初 め て 、 こ の ツ ア ー の 中 で体験 し ま し た 。

最 初 は思 う よ う に 言葉 が通 じ ず辛 く て 、 苦 し か っ た け ど、 一週 間 と い う 時 を 一緒 に 過 ごす と 、 自 然に お 互

い を 思 い や る 気持 ち が出 て き て 、 目 が合 う と 笑い 合 え る よ う に な り ま し た 。 そ し て 、 全 く 面識な い 、 ス ペ イ

ン 語 を し ゃ べ る 子 と も ジ ェ ス チ ャ ー を 通 じ て 会話を し た り 、 語 っ た り と 今思い出す と 、 昨 日 の出来事の よ う

な 気が し て 、 何か く す ぐ っ た い気持 ち に な り ま す。

今後は 、 今 回 の ツ ア ー で 出 来 た 友情 を 大切 に し 、 今回得た沖縄県人 と し て の誇 り を 胸 に 、 私 自 身 も 世界へ

・ 出 て行 き た い と 思い ま す。

I LOVE ス タ デ イ ー ツ ア ー メ ン バー ・ ス タ ッ フ
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口� ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て （ 県 内 参加者）
― ―-

小禄高 3 年

新 崎 舞

私 は 、 友達 に さ そ わ れ て こ の ツ ア ー に 応暮 し ま し た。

初 め 、 グ ル ー プの子は私 と 歳が離れ て い る こ と を 知 っ て 仲 良 く な れ る か な と か話せ る か な と かい ろ い ろ 不

安 で 、 一 日 目 です ごい疲れ ま し た 。

で も 、 だ ん だ ん 話せ る よ う に な っ て 、 仲良 く な れ て 、 し か も 他の グ ル ー プの 子 と も 仲 良 く な れ て 良 か っ た

で す。

皆 、 遠い所 に 住 ん で い る か ら な か な か会え な く な る か ら 、 サ ヨ ナ ラ パ ー テ ィ ー の 時 も 、 見送 り の 時 も す っ

ごい悲 しか っ た です。

た っ た 一週 間 だ け の 交流会だ っ た け ど 、 別 れ る のが嫌だ っ た っ て 事 は 、 そ れ だ け 仲 良 く な れ た 証拠 だ と 思

い ま す。

私 は 、 こ の交流会 を ム ダ に し な い よ う に 、 こ れか ら も ず っ と 新 し く で き た 友達 と 仲良 く し て い き た いです。

ウ チナー ン チ ュ で あ る と い う こ と

南風原高 3 年

比 屋 根 恵 美

｀

 

·̀“
 

．
 

私 は今回 、 ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 で き 、 海外に も 友達 も で き 最高 の思 い 出 を 作 る こ と がで き ま

し た 。 海外の メ ン パー と 一緒 に 沖縄の文化で あ る エ イ サ ー と 琉球舞踊 を 体験で き た こ と は と て も よ か っ た で

す 。
9

平和資料館 で は 沖縄戦の ビデオ を 見 て改め て 平和 に つ い て考 え る こ と がで き ま し た 。

山原エ コ ツ ア ー で は メ ン パー と 共 に 一生懸命歩 き 、 や っ と 滝 に た ど り 着 い た 時 に は と て も 感動 的 で し た 。

そ こ で皆 と 一緒 に 食ぺ た 弁 当 は 格別 お い し か っ た です。

今回参加 し て 沖縄の文化や歴史な ど さ ま ざま な 事 を 学 ばせ て い た だ き 大変貴重 な 体験 を し ま し た 。 改 め て

自 分が ウ チ ナ ー ン チ ュ で あ る と い う こ と を 意識す る こ と がで き ま し た 。

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員 会の皆 さ ん大変お世話 に な り ま し た 。 感謝 し て ま す。 楽 し い 思 い 出 あ

り が と う ご ざい ま し た 。
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ジ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー に参加 し て （県 内参加 者 ）

最高 の思 い 出

名護高 3 年

ベ..,..,. �”. 真 謝 絵 美

今回 の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 し て 、 私は今後の 自 分のや り た い事を見つけ ら れ ま し た 。 私 は 、

以前 か ら 英語が好 き だ っ た の で 、 国際関係の事を も っ と 学 ぴた か っ た のですが、 進路の厳 し い現実 に直面 し

て 、 ほ と ん どあ き ら め て い ま し た 。 け れ ど今 は 、 反対 に や り た い事が多 く な り 、 あ き ら め た く な る く ら いつ

ら い 事があ っ て も 、 ツ ア ー 中 に 思 う よ う に英語で 自 分の気持 ち を 伝え ら れな か っ た分、 も っ と 勉強 し て 、 ま

だ 会 い た い と い う 気持 ち で乗 り 越 え 、 前向 き に考え る 事がで き る よ う に な り ま し た。

私 は 学生生活の 最 後 に し て 、 最 高 の 思 い 出 がで き 、 予想以上の友情 も で き ま し た 。 こ の思 い 出 は 、 こ れか

ら の 私 の大 き な 励み に な る と 思 い ま す。

本 当 に こ の ツ ア ー で お 世話 に な っ た 方 々 に は 、 感謝の気持 ち でい つ ばいです。 あ り が と う ご ざい ま し た。
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し ■ 開 講式 ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン概要 I 

1 . 目 的
第 3 回世界の ウ チナ ー ンチ ュ 大会 「ジ ュニアスタディ ツア ー」 事業の 目 的を達成する

た め に、 オ リ エ ンテ ー シ ョ ンを通 し て県内代表ま たは 国の代表と しての 自 覚を深め、 団

員 と し ての 資質の 向 上 につ と め る。

2 . 主 催
第 3 回 世界の ウ チナ ー ンチ ュ 大会実行委員会

3 . 期日 ・ 場所
2001年 7 月 23 日 13 : 00- 15 : 30 県立武道館

く開講式＞ 第一錬成道場

くオ リ エ ンテ ー シ ョ ン＞ 会議室・ 研修室

4 . 開講式 · 式次第
①開 式の こ と ば ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . 司会者

よ し も り

②開講の こ と ば … … … … … …実行委員会副会長 翁長 良盛
よ し も り

③学習 ツ ールの贈呈 … … … …実行委員会副会長 翁長 良盛
けいいち

④激励の こ と ば … … … … … …実行委員会会長 稲嶺 恵一

5 . オ リ エ ンテ ー シ ョ ン ブ ロ グ ラ ム
①は じめ に

② 「ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー」 事業概要説明

③ 「ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー」 メ ンバー心がま え

④ 日 程説明

⑤関係者紹介

⑥注意事項

⑦ク ラ ス ・ 班分け

⑧班長 ・ 副班長の選出

⑨引 率者への説明

- I()9 -



■ 県 内 参加 者募集概要 ― ―ー ロ
1 . 募 集 期 間 2001年 6 月 4 日 （月 ） ～ 6 月 22 日 （金）

2 ． 募 集 人 員 県 内児童生徒 50名

3 . 参 加 費 無料 （集合地那覇市内 ま では、 各 自 で お越 し 下 さ い。 ただ し 、 離島

在住者は往復の船舶運賃 ま た は航空運賃を主催者が負担 し ま

す。 ）

4 . 参 加 資 格 ◆沖縄県 に在住する小学 4 年生以上高校 3 年 生 ま での児童生徒

◆保護者の参加承諾があ り 、 かつ健康で集団生活が可能であ る こ と。

5 . 申 込 方 法 下記の書類を第 3 回世界 ウ チナ ー ンチ ュ 大会実行委員会事務局宛 に、

郵送 また は持参 して下 さ い。 ·
提出書類◆所定の参加 申込書 （写真添付）

◆作文 （ ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に期待する こ と や、 ツ ア ー

の 中 で ど の よ う な交流を し てみ た い か な ど を 、

400字詰め原稿用 紙 1 枚程度 に書 い て下 さ い。 ）

6 . 申 込締切 日 2001年 6 月 22 日 （金） ※ 当 日 消 印有効

※大会実行委員会事務局受付時間 9 : 0 0 - 1 1 : 0 0 （月 ～金）

7 . 選 考 方 法 選考委員会を設置 し選定 し ま す。

選考結果は、 ハガキで本人 に通知 し ま す。

● ●お問 い合せ ・ 申 し込み先●

第 3 回世界の ウ チナー ンチュ 大会実行委員会事務局

•900-邸10 · 沖縄県那覇市泉崎 1 - 2 - 2 （沖縄県庁舎 4 階）

TB...098-866 - 250 1 F Ax.098- 866 - 2848 

（大会ホーム ペ ー ジ） http : //www.wuf3.can 
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I ■ 海外参加 者募集概要 ー 1
-- --] 

1 . 目 的
2 1 世紀の県 系人社会を担 う 児童 • 生徒 に母県の 歴 史 ・ 文化や現状の社会状況を 学習

体験 さ せ る こ と に よ り 、 県人社会の発展に貢献する と と も に、 ウチナー ンチ ュ の ア イ デ

ンテ ィ テ ィ を継承 し、 ウ チナー ンチ ュ ネ ッ ト ワ ー ク を担い、 母県の掛け橋 と して活躍す

る 人材の育成 に資する。

2 . 内 容
子供た ち に夢 と 希望 を 与え る も の と し、 ア メ リ カ 、 カ ナダ、 ペルー、 ポ リ ピア、 プラ

ジル、 ア ルゼ ンチ ン等の移住 し た県系人社会の児童生徒 （小学校 ・ 中学校・高校） お よ

そ50人程度及び引率者 を 本県 に招待 し、 学習 ・ 体験 ・ 交流な どを実施する。

3 . 実施時期 ・ 期 間
7 月 下旬 ～ 8 月 上旬 ( 7 日～ 10日間）

4 . 参加者 （児童生徒）
◆対 象 者 ： 県系人の子弟であ る こ と 。 ただ し、 同一家族か ら 2 人以上の選定は避けて

く だ さ い。

◆対象年齢 ： 年齢満 1 0歳以上の小 ・ 中 ・ 高校在学生を対象 に し ます。

◆資 格 ： 健康で、 集団生活が可能である こ と 。

◆言語能力 ： 特 に限定 しない。 沖縄現地での通訳は実行委員会が手配 します。

◆人 数 ： （1 ) 別紙 「参加候補者名 簿」 に優先順位をつ けて参加希望者 （上限 1 0名）

を登録 して、 ウ チナー ンチ ュ 大会実行員会事務局 に提出 して下さ い。

(2) 予算 に制限があ り ま すので、 他の各国県人会の応募状況 によ り 、 大会

事務局で県人会毎の参加人数を調整 し参加出来る人数を お知 らせ し ます．

(3 )  引 率者の人数 につ いては 「引 率者」 の項を参照 して下さ い。

◆性 別 ： 特 に限定は し ませんが、 他の条件が同 じであれば、 男 女 ど ち ら か に偏る こ

と のな い よ う 配慮 を お願い致 し ま す。

◆旅 費 ： 交通費 （往復の航空運賃 と ツ ア ー 中 の交通費） 、 宿泊費及び食費 （全体宿 ·

泊 の食費） を 実行委員会が負担 し ま す。 現地空港までの交通費及

び宿泊 費 は負担対象外です。 旅費な どの支給方法は別途お知 らせ

し ま す。

◆ス タ デ ィ ー ツ ア ー終了後の

レポ ー ト の提出 ： 参加者 には、 ス タ ディ ー ツ ア ーが終了 し、 帰国 した後、 ツア ー につ

いての レポー ト を提出 し て頂き ま す。
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一■ 海外参加 者 募 集概要 ー 2 1 

5 . 引 率 者

◆役 割 ： 引 率者は、 往復の旅程や沖縄滞在中、 児童生徒の保護者 と し ての役割を担

い ま す。

◆人 数 ： 県人会が推薦する 者で 1 人。

◆資 格 等 ： 日 本語能力 があ る こ と 及び教職経験者が望 ま し いですが、 特 に 限定 は し ま

せん。

◆旅 費 ： 児童生徒 と 同様の取 り 扱 い にな り ま す。
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一

■ 海外参加者名簿 2
- -ロ

氏

金城 茜2
6 (MARGARET AKANE KINJO) 

目 取真 ジ ャ ネ ル ミ ホ コ

名

27 
(JANELLE MIHOKO MEOORUMA) 

玉栄 チ ャ ー ル ズ28 (CI-IARLES MASATOMO TAMAE) 

29 ジ ョ セ フ ジ ョ ー ン ズ
(JOSEPH FREDRIC JONES) 

30 プラ イ ア ン デ イ ピ ス
(BRYAN KIYOSHI DAVIS) ) 

31  デ イ ピ ッ ト レ イ モ ン ド
(DAVID RICHARD RAMND) 

32 ア リ シ ア 恵子 プ レ ン ズ
(ALICIA KEIKO BERENZ) 

33 デ イ ル リ チ ャ ー ズ
(DALE KAORU RICHARDS) 

34 テ ィ フ ァ ニ ー フ ィ ド ラ ー

(TI FFANY FIEDLER) 

比嘉 龍児35 
(RYUJ I HIGA) 

36 落合 北斗
(HOKlJfO CREIG OCHIAI ) 

37 
ロ バ ー ト フ ァ ン チ ェ ス

(ROBERT JAMES F1JNCHES) 

38 
ケ イ ラ ケ ン プ

(KAYLA RENEE CAMP) 

39 ア ン デ ィ ー ラ イ ダ ー

(ANDY KIYOSHI RIDER) 

40 キ ム ピ七 ッ ト
(KIM B15SmE) 

マ イ ケ ル ハ ー カ ー

4 1  
(MICHAEL ALAN HARKA) 

42 ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン
(CRYSJ'AL LYNN SWANSON) ) 

43 テ レサ マ リ コ モ ー ト ン
(TERESA MARIKO 嵐）RTON)

44 ク リ ス ト フ ァ ー ポ ー テ ィ ン
(CHRISTOPHER PORTIN) ) 

45 マ リ ア ジ ェ イ リ ン デ ィ キ ア ッ コ
(MA. JAYLYNC. DIQUIATCO) 

46 
チ ョ ミ サ ン タ ロ ー サ ラ ン セ ス

(CHIY直I STA. ROSA RANCES) 

47 嶋崎 妙恵美
(T皿I SHI臥碑1)

48 知念 賢吾
(KENGO CHINF.N) 

49 石垣 優児
(YUJI JOE ISHIGAKI) 

50 松JIl ル カ
(LUCA TOI( 即SASHI 凪TSUKA9A)

年令 性別 国 名 県 人 会 名 弓 I 率 者

l 4 女
カ ナ ダ

レ ス プ リ ッ ジ 浦崎 ジ ョ ー ジ

女
沖縄県 人 会 （ レ ス プ リ ッ ジ 沖縄県人会）

1 4 

1 1  男 北米沖縄県 人 会

1 5  男
サ ン デ イ エ ゴ 前 田 洋 子
沖縄県 人会 （ 北 米 沖縄県 人 会 ）

1 6  男 ュ タ 州 沖縄県 人 会
l , ．．,. ,—9 , 

I O  男
ワ シ ン ト ン Toshiko Bartley 
沖縄県 人 会 ク ラ プ （ ワ シ ン ト ン 州沖縄県 人 会 ク ラ プ）

1 6  女 シ カ ゴ沖縄県 人 会

1 6  男 遊 友 会

1 4  女
オ ハ イ オ
沖縄友 の 会 Yoko Sanderlin 

（ シ カ ゴ沖縄県 人 会）
男

米国束海岸1 6  
沖縄県 人 会

1 7  男 ア メ リ カ
ニ ュ ー ヨ ー ク
沖縄県 人 会

1 5  男
ワ シ ン ト ン D C
沖縄県 人 会

1 4  女
ア ト ラ ン タ
沖縄県 人 会

1 2  男 D F W沖縄県 人 会

1 5  女
ジ ャ ク ソ ン ピ ル
沖縄県人会 ル イ ス 高江洲 佳代子

男
フ ェ イ エ ッ ト ビ ル （ ア ト ラ ン タ 沖縄県 人 会）

17 
沖縄県 人 会

1 1  女
ペ ン サ コ ー ラ
沖縄県 人 会

18 女
フ ロ リ ダ
沖縄繹友会（が じ ま る 会）

18 男 グ ア ム 沖縄県人会 引率者無 し

15  女

14 女 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン ト ヨ コ 照屋エ リ セ オ
沖縄県人会 （ フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会）

12 女

16 男 フ ラ ン ス フ ラ ン ス 知念 睦子
沖縄県人会 （ フ ラ ン ス 沖縄県人会）

13 男 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 石垣 栄康
沖縄県人会 （ イ ギ リ ス 沖縄県人会）

10 男 ド イ ツ ド イ ツ 松川
沖縄県人会 （ ド イ ツ 沖縄県人会）
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■ 県 内 参加 者名 簿 ―― -� 

1 .  
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

氏
知 名 倫 子
仲 1:a 尚 仁
又
、 1と
仲
新

占 椎 菜
良 久 美 子
本 達 郎
垣 史 織

一9● ●. ● ● 9 9 9 • 9 9 

l l lf又 兵 輔
城 Iiil 祥 大

, 1 !！（｛ 
1 0  [ 

届 窃 佳
城 匠| ―--

l ) 知 念 鈴 奈
1 2 仲 1111 J:.t 成
1 3  

l
牧 I l l 梨 紗

企 l1 4 仲 程 _Jli

名
R i nke Ch i na 
Naoh i to Nakada 
Sh i i na Ma t ayosh i 
Kum i ko Ta i ra 
Tat suro Nakamoto 
Sh i o r i Arakak i 
Tasuku Medoruma 
Shouda i Sh i roma 
H i  royosh i Teruya 
Takum i Tamak i 
Suzuna Ch i nen 
Yosh i nar i Nakama 
R i sa Mak i yarna 
Yusukc Nakahodo 

1 5 ． I 成 底 徹 l Toru Nar i soko 
1 6  f[ ll ril 彩 夏

�
Ayaka Nakazato  

17  i /;{ 麻 比 梢 Kozue Yakab i 
1 8  I; 城 彩 衣 A i  Tamak i 
1 9  I 松 本 佳 子 Yosh i ko Ma t sumoto 
2( ） 束 江 真 理 子 Mar i ko Agar i e  

l l I Ij• 1JI5 ;n 悠 l-laruka Yonam i ne 
22 1 9· 1  謝 ち ひ ろ Ch i h i ro Ko j a 
23 比 h'{ 紗 苗 Sanae H i ga 
24 仲 程 若 菜 Wakana Nakahodo 
25 • I 2 n l 吉 郎 Yosh i ro H i rata 
26 比 “i 彩 賀 Ayaka H i ga 

；十 比＿嘉 亜 樹 Ak i H i ga 
占 堅 葵 Ao i Furugen 

29 佐 久 川 俊 介 Shunsuke Sakugawa 
30 謝 花 千 夏 Ch i natsu J ahana 
3 1 普 天 間 樹 Kazuk i Futeruna 
32 玉 那 覇 優 香 Yuka Tamanaha 
33 _ 呂•一

城 鮎 子 Ayuko Mayagi 
34 尚 田 真 奈 美 Manam i Takada 
35 翁 長 里 美 Satom i Onaga 
36 上 原 恵 理 佳 E r i ka Uehara 
37 与 那 覇 恵 梨 E r i  Yonaha 
38 徳 里 麗 華 Re i ka Tokuzato 
39 中 村 晴 枝 Harue Nakamura 
4 0  伊 計 美 希 M i k i  Ike i 
4 1  仲 宗 根 知曰 世 Tomoyo Nakasone 
42 佐 久 田 知ロ 世 Tomoyo Sakuda 
43 J I  I 口 真 未 Marni Kawaguch i  
44 池 原 理 R i  i ch i  Ikehara 
45 宝 蔵 寺 祐 司 Yuj i Hozoj i 
46 仲 間 明 奈 Alc i na Nakama 
47 茶 畑 美 加 M i ka Chabat a  
4 8  新 崎 舞 Ma i Arasak i 
49 比 屋 根 恵 美 Megumi H i yane 
50 真 謝 絵 美 Emi Maj a 
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学年
小 4 年
小 4 年
小 5 年
小 5 年
小 5 年
小 5 年
小 5 年
小 6 年
小 6 年
中 1 年
中 1 年
中 1 年
中 1 年
中 1 年
中 1 年
中 1 年
中 1 年
中 1 年
中 1 年
中 2 年
中 2 年
中 2 年
中 2 年
中 2 年
中 2 年
中 2 年
中 2 年
中 3 年
中 3 年
中 3 年
中 3 年
中 3 年
中 3 年
翡 1 年
麻 1 年
高 1 年
高 1 年
高 1 年
高 1 年
麻 2 年
高 2 年
高 2 年
高 2 年
高 2 年
高 2 年
高 3 年
高 3 年
高 3 年
高 3 年
高 3 年

性別 学 校 名
女 宜 野 座 小 学 校
男 南 風 原 小 学 校
女 漢 那 小 } 子 校
女 志 真 志 小 学 校
男 城 西 小 学 校
女 知 念 小 } 子 校
男 北 玉 小 } 子 校
男 若 狭 小 } 子 校
男 城 南 小 学 校
男 コ ザ 中 } 子 校
女 伊 江 中 } 子 校
男 越 来 中 足子 校
女 沖 縄 尚 学 中 学 校
男 古 蔵 中 足＋ 校
男 港 J I I  中 足子 校
女 知 念 中 学 校
女 東 風 平 中 学 校
女 那 覇 中 } 子 校
女 那 覇 中 } 子 校
女 伊 江 中 学 校
男 伊 良 波 中 学 校
女 嘉 手 納 中 学 校
女 鏡 が 丘 養 護 学 校
女 古 蔵 中 } 子 校
男 佐 敷 中 } 子 校
女 松 城 中 } 子 校
女 興 南 中 } 子 校
女 安 田 中 } 子 校
男 沖 尚 中 足子 校
女 宮 里 中 足子 校
男 小 禄 中 } 子 校
女 ． 西 原 東 中 学 校
女 西 原 東 中 学 校
女 小 禄 高 等 学 校
女 小 禄 高 等 学 校
女 昭 和 薬 科 付 属 高 校
女 石 川 高 等 学 校
女 石 川 高 等 学 校
女 那 覇 国 際 高 校
女 宮 古 古四 校
女 宮 古 農 林 高 校
女 宮 古 農 林 高 校
女 首 里 東 高 等 学 校
男 普 天 間 高 校
男 普 天 間 高 校
女 宮 古 高 校
女 小 禄 高 校
女 小 禄 高 校
女 南 風 原 高 校
女 名 護 高 校



［ ． シ ュ ニ ア ス タ テ ィ ー ツ ア ー の評価 と 反省点 ー�

ウチナー ンチ ュ ア イ デンテ ィ テ ィ ー の継承な ど、 大きな成果を挙げた ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

であ っ たが、 世界の ウ チ ナ ー ンチ ュ 大会の ブ レ イ ペ ン ト と しては じ めての事業で あ っ た た め、 以

下 に掲 げる よ う な反省点な ど も い く つか指摘 さ れた。

今後、 継続 し て こ の事業を 実施 し て い く に あ た っ ては、 こ れ ら の反省点等 を 踏 ま え、 よ り 効果

的で優れた事業 に育てて い く 必要がある。

〇 評価点
( 1 ) 海外県系人子弟の沖縄 に対する理解 とふる さ と 沖縄と の き ずな を 深め、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー

の継承 に貢献でき た こ と。

( 2 ) 県内児童生徒 と の交流を通 じ て、 若 い世代の 国 際ネ ッ ト ワ ー ク 形成発展 に つ な げる こ と が

できた こ と 。

( 3 ) 参加児童生徒の 国際的視野を広げ、 将来の 国 際交流を 担 う 人材の育成が図 ら れた こ と 。

( 4 ) 世界の ウ チ ナ ー ンチ ュ 大会の県民への周知 と 本大会への機運の醸成が 図 ら れた こ と 。

〇 反省点
( 1 ) 海外か ら は参加希望者が大変多 いので、 人選 に あ た っ て は、 長 い 時間 を か けて よ り 厳密 に

参加者を決定する必要があ る。

( 2 ) バスの配車計画が毎 日 異な る ので出発に時間がかか っ た。

( 3 ) 参加者の数が多 く 全員 に指示連絡が届 き に く いため、 ポ ー ド を使 う な ど の 工夫が必要では

な いか．

( 4 ) ス ケ ジ ュ ールが窮屈で、 あわただ し い感 じがあ る 。 ま た、 海外か ら の長旅 に 配慮 し、 一 日

程度休養 さ せてか ら 学習スケ ジ ュ ールを 開始 し た ほ う がよ い。

( 5 ) ウ ー ロ ン茶な どが飲み物 と し て支給 さ れたが、 北米 ・ 南米の子供達 は 甘 い も の を 好む傾向

があ る ため、 飲み物が多 く 余 っ て し ま っ た。 ま た、 国 に よ っ て は昼食を と る 時間帯が違 う

ので、 おやつな ど を 出すな どの対応が望ま れた。

（ 6 ) 食事は も っ と バ ラ エテ ィ ー の あ る メ ニ ュ ー （バイ キ ン グ形式な ど ） に し た 方が好き 嫌 い や

宗教上の制限 に も対応でき る のではな いか。

( 7 ) 参加 者が 1 0歳か ら 18歳 と 幅があ る ため、 学習ス ケ ジ ュ ールや方法の あ り 方な ど で年齢の焦

点を合わせ に く い面があ っ た。

( 8 ) ゲームやスポー ツを通 しての交流ブロ グ ラ ム を 入れ る ぺ き であ る。 ま た、 伝統芸能体験 に

闘 しては、 も っ と 時間 を と っ てで き な い か と い う 意見が父兄や引率者か ら あ っ た。

( 9 ) ツ ア ー の あ と で も子供連同士の交流が継続で き る よ う な工夫がで き な い か。 近隣の 国 同士

でホームステイ の交換をするな ど も 一つ の方法で あ る ．

- 1 16 -



I ■ 協 力 団 体 I 

． 協力 団体

項 目 団 体 名

■那覇市街地散策 （那覇市観光ポ ラ ン テ ィ ア街角 ガ イ ド）

■那覇市街地散策 補助 （那覇国際高校国際科）

■ ウ エ ル カ ム バ ー テ ィ ー （沖縄尚学高校地域国際交流研究 ク ラ ブ）

■歴史学習 （沖縄県立博物館）

■首里城公園見学 （那覇市教育委員会指導部文化課文化財係）

■平和学習 （沖縄県立平和祈念資料館）

■文化芸能体験 （南都 ワ ー ル ド （株） ）

■文化芸能体験 ： 空手 （南風原高等学校郷土芸能コー ス ）

■文化芸能体験 ： 三線 （琉球古典音楽野村流統弦会）

■文化芸能体験 ： 琉球巽踊 （玉城流扇寿会 上門加代子琉霙道場）

■ エ イ サ ー （玉泉洞王国村 ・ 真南風）

■ ピ ー チ レ ク （国際 リ ゾ ー ト ス ポ ー ツ科学専門学校）

■ ゃ ん ば る エ コ ツ ア ー （沖縄県立博物館）

■ や ん ばる エ コ ツ ア ー （沖縄国際大学）

■ や ん ばる エ コ ツ ア ー （ やん ばる 野生生物保護セ ン タ ー ）

■ や ん ばる エ コ ツ ア ー （国頭 エ コ ツ ー 協議会）

■ や ん ばる エ コ ツ ア ー （東村 エ コ ッ ー リ ズム協会）

■今帰仁城址見学 （今帰仁歴史文化セ ン タ ー ）

- 1 17 -
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― ■ 関連記事 7 

県 内 児童 と 交流へ
ス タ ディ ー ツ ア ー一行来沖

贔-

]
咤

苔
巨

十一
月
に
開

習
れ
る
第

男

差
逼
し
て
交
流
す
る

三
回
出
界
の
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ

ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア

ュ
大
会
（
主
催・
同
実
行
委

ー
に
海
外
か
らa
加
す
る
子

員
会）
の
プ
レ
イ
ペ
ン
ト

と

供
た
ち
五
十
人
が
二
十一

、

し
て 、

県
内
の
児
童 、
生
徒

二
十
二
の
西
口 、

沖
躙
に
到

と
昂

天
の
子
弟
が
体
験
学

着
し
た
11

写
真 。

ウチナー ンチュ大会 J r ス タ デイ ツ ア ー開講

琉球新報朝刊

2001 . 7. 23 

外
の
皐
人
の
子
と
も
た
ち
を

m
ゼ 、

交

盈
し
て
四

人
社
会
の
発
贋
と
ネ
ッ
ト

ワ

十一
月
のm-＿＿
回
山
界
の一
レ
イ
ペ
ン
ト

「
ジュ
ニ
ア
ス
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
が
ニ
ー

ク
歪
担
う
人
材
賣
成
に
ロ

ウ
チ
ナ
ー

ン
チュ
大
会
の
プ
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー」

間m
式
と
＋＝＝
日 、
那
Ill
市
の
四
立
献
し
壬
つ
云呵
か
れ
る 。

,'

武
ilt
m
で
行
わ
れ
た 。
謳

9
山
菜
六
カ
国
か
ら
二
十

ヽ

外
とm
内
か
ら
のa
加
児
童
―
l一
人 、
北
米
ニ
カ
B
か
ら

り．．
 
5

d
 

生
征
百
人
は
名
ffI
に
分
か
二
十一
人 、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

れ 、

今
後
の
活
動
を
共
に
欧
州＿―-
力
B
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

す
る ．

＿＿一
人
ず
つ
It
五
十
人
が
夢

m
別
に一
人一
人
の
名
前
加 、
g
内
の
児
軍
生
槌
ら
五

が
呼
ば
れ 、

子
供
た
ち
は
十
人
と
虚
合
の
ffI
を
組
み 、

器
し
た
回m
ち
で
新
し
い
沖
囀
の
自
然 、
歴
史 ｀
文
化

友
人
ら
の
麟
を
兄
詰
め
た ．

ゃ
平
和
に
つ
い
て一
週
間
を

園
竺
患
知
事
は一
行
を
か
け
て
字
ぶ ．
二
十
九
口
に

鯰
追 、
「
自
然
や
H
史
に
終
了
し 、
三
十
日
に
帰
B
す

っ
し
て
字
び 、
若
い
世
代
る ．

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を
伍
そ

カ
ナ
ダ
の
レ
ス
プ
リ
ッ

ほ
し
い」
と
あ
い
さ
つ
し
ジ
か
ら
讐
加
し
た
中
学
生 、

た ．

金
攣
”
さ
ん
(

5
)

は
「
沖

ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー

は 、
膚
綱
は
五
回
目 ．
濶
が
大
奸

．，
 ．．
 ー•9・91̀
ì•99'

き ．
今

屈
酋m
翌
見
た

笞
ご
色
つ
い
て
目
曇

い
し 、
友
遭
を
た
く
さ
ん

g
g-＿
ア
ス
タ
デイ
ツ
ア
ー

房
い」
と

畠
で
話
し

IJ'
 

の
會
児
荏
〒
曲
瓢
m
の
戴

立
訳
遍
●

f

12
カ

国
の
児
童
ら
と
交
流 琉球新報朝刊

2001 . 7. 24 

璃球新報朝刊

2001 . 7. 27 

一
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー一

県
内
で
文
化
や
自
然
を
学
ぶ

第
三
回
出
界
の
ウ
チ
ナ
ー

た ．
真
日皿
が
瑾
囀
に
当
た
鼻
霙
会
で
は
熱
讀 、
互
い
に

ン
チュ
大
会
を
煎白
県
内
で
り 、
児
童
生
碑
た
ち
は
見
よ
珀
手
を
送
っ

た ．

文
化
や
自
然
な
と
の
体
験
学
う
見
ま
ね
で
太
鼓
の
打
ち

米
ア
ト

ラ
ン
タ
の
寓
校
敏

翌
を
行
う 、
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
方 、
リ
ズ
ム
の
取
り
方
な
と
諭
ル
イ
ス
高
江
洲
佳
代
子
さ

デ
ィ

ツ
ア
ー

の一
行
は
二
十
を
学
ん
だ ．
初
め
は
戸
惑
い
ん
は
「
子
供
た
ち
は
言
軍
が

六
日 、
玉
蠣
村
の
玉
東
綱
王
気
味
だ
っ

た
子
供
た
ち
も 、

通
じ
な
く
て
も
互
い
に
動
作

苔5
で
エ
イ
サ
ー

に
拭
臓
し
練
11
の
終
わ
り
に
行
わ
れ
た
や
手
ま
ね
で
交
硫
し
て
い

る ．
沖
纏
の
子
供
た
ち
歪
何

と分
2
隻よ

の

う
云

層
で 、
気
”
ち
が

子ー

通
じ
合っ
た

胃
と
て

主

ァッ

ん
で
い
る」
と
話
し
た ．

i

プ
ラ
ジ
ル

盆

茎
マ
ル

タ

セ
ー

ロ・
マ
サ
ヒ
ロ
・

宮
lll

[

君
は
「

惚
て
鵡
っ

た ．
少

二
＂
し
瓢
し
い」
と
真
剣
な
裏
情

盆
品し
芍

る
躙

“
摩

書
玉

一
の

t
i
 

工
玉

の――
て
ち

9
た

切
仇

エ
イ
サ
ー

に
初
挑
戦
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9
か
ら
の
后
·
と
●
乎 ．
．
 ar
と
111
日
・
（
右）
11
111
胃．
屯
益
遍
鱈

奢
で
兵
丘
伍
迄
も 、
友

情
を
冑
て 、
次
江
代
の
ウ

チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
の
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く［誨ゞと外文：i:：参加者

与儀 エ リ カ （ ブラ ジル） • • •… ………… P39 
ERIKA YOGI 

大田 ヂオ ゴ （ プラ ジル） …… • • • … . . •… P40 
D Jcx;o TAKAKE ITT A 

知花 ム リ ロ （ ブラ ジル） . . .… • • … •… · · · P41 
A1lJRIU、o aIIBANA 

崎間 ビク トル 達由鯉 （ ブラ ジル） … P42
VI CTOO TA TSUYllRI SAK IAIA 

諸見里 春美 （ ブラ ジル） …… … … … … P43
KARINE HARUlI M累園IZATO

宮里 昌宏 （ ブラ ジル） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P44
AIARCELO AIASMIIRO MIYAl.ATO UETA 

具志堅 ノ ブユキ （ ブラ ジル） … … … … P44
匹RSm NOBl1\1JKI GUSIUKEN 

島田 バグネル 和良 （ ブ ラ ジル） … … P45
`＇AGNER KAZUYOSIII SI·IIAIADA 

玉那覇 ノ ルベル ト （アルゼンチ ン） … P46
NOOBERTO TMl� 

比嘉 フ ェ ルナ ン ド （アルゼンチ ン） … P46 
FERNANDO F.ZEQI.JIEL HIGA 

宮城 ガス ト ン （アルゼンチ ン） ……… P47
G四0.'I MIYASHIRO 

伊芸 ヘラ ル ド （ペルー） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P48
GERAUX) IGEi K血TSll

山城 イ サベル （ペルー） … • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • •… • • • P48 
l寧 ＼'AMASHIRO NAKACH I 

大城 ノ エ リ ア （アルゼンチ ン） … … … P49
NCELIA OSHIRO 

比嘉 盛繁 （ペルー） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P50
HEC'l'OO ALEXANDER HI GA SHI ROIA 

亀 甲 マサル （ペルー） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P50
MASARU AR1lJRO KA\IEGO IWIEKO 

比嘉 恵理子 （ポ リ ビア） … … … … … … P51
ERIKO CAROLIN'E HIGA YA\IASHIRO 

大城 ニカ リ （ポ リ ビア） … …… … • • • • • • P52 
NIKARI OSHIRO AIJRARA 

中 田 弘喜 （ポ リ ビア） ． ． ． ． ． ．． ． ． ． ． ． ． ． . . … • • P52
FERNANOO HIROKI NAKATA 

仲村 美恵子 （ポ リ ビア） ……… ……… P53
MIEKO NAKAMURA SOKEI 

古謝 景士 （ベネズエ ラ ） ……… ……… P54
RAUL KEISHI KOJA 

仲村 ヤス ヒ ロ （ メ キシ コ ） …………… P55
Y ASUHIRO NAJWIJRA OOOZCO 

仲村 ミ ツオ （ メ キシ コ ） ……… ……… P56
J虚 MITS00 - -

嶺井 真美 （カ ナ ダ） ． ． ．． ． ． ． · •…… • • . . . .… P58 
皿ISA 叫I MINEI 

宜保 亜由美 カ レ ン （カ ナ ダ） ……… P60
AYI..MI 呻 GIBO

金城 茜 （ カ ナ ダ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P61
MARGJ函 AKANE KINJO 

目 取真 ジ ャ ネル （カ ナ ダ） … … … P62
.JANELLE M IHOKO �IEDORL.r..lA 

玉栄 チ ャ ールズ （ア メ リ カ ） … … P63
OIARLES MASATU.K> TAi\Li\E 

デイ ビ ッ ド レイ モ ン ド （ ア メ リ カ ） P63 
DAV ID  R IQIARD RA �llND 

ジ ョ セ フ ジ ョ ー ンズ （ ア メ リ カ ） P64 
JOSEPH I�EDR IC JONES 

ブラ イ ア ン デイ ビス （ ア メ リ カ ） P64 
BRYAN K IYOSII I  DAV IS 

テ ィ フ ァ ニー フ ィ ド ラ ー （ア メ リ カ ） P65
T I I弔\J'IY F I  EDLER 

比嘉 龍児 （ ア メ リ カ ）
R\' UJ I  I I IGA 

落合 北斗 （ア メ リ カ ）
HOKUTO CRAIG OQIIAI  

P66 

P67 

ケイ ラ ケ ン プ （ ア メ リ カ ） … … • • • P68
KAYLA RENEE CAJ.\IP 

ロ バー ト フ ァ ンチ ェ ス （ ア メ リ カ ） P68
ROBERT .l A\lf:S FUNCI IES 

ア ンディ ー ラ イ ダー （ア メ リ カ ） … P69
んNDY KIYOSII I  R IDER 

キム ビセ ッ ト （ア メ リ カ ） … … … P70
KIM BISSETTE 

ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン （ア メ リ カ ） P7 1
CRYSTAL LYNN SWANSON 

テ レサ マ リ コ モー ト ン （ア メ リ カ ） P72
TERESA �IAR I KO �K沢TON

ク リ ス ト フ ァ ー ポーテ ィ ン （ア メ リ カ ） P73 
CHRISTOPIIOR TLIBIERA PORTIN 

ア リ シア 恵子 ブ レ ンズ （ア メ リ カ ） P74 
ALICIA KEJKO BERENZ 

マ イ ケル ハー カ ー （ア メ リ カ ） … P75
MIa岬L ALAN HARKA 

嶋崎 妙美 （ フ ィ リ ピ ン） … … …… P76
T四I SHJMAZAKI 

デイ ル リ チ ャ ーズ （ア メ リ カ ） … P77
DALE KAORU RICIIARDS 

チ ヨ ミ サ ン タ ロ ーサ ラ ンセス （フ ィ リ ピン） P78
OiIYOMI STA. ROSA RANC区

マ リ ア ジェイ リ ン ディ キアッコ （フィ リ ピン） P80 
凪 JAY!、YN C. DJQUJATCO 

知念 賢吾 （ フ ラ ンス） … … … …… P80
M a{I圏

石垣 優児 （イ ギ リ ス） … … … … … P81
YUJI JCE ISHIGAKI 

松川 ル カ （ ドイ ツ） ． ． ． ． ． ．． ． ．． ． ． ． ． ． ． ． ． P82
U 四 鼠lSASHI �IATSUKAWA 
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〇 感 想 文 人 名 別 索 引 〇

裟落県］が
．
：董豆［菰疇箸̀:；；誓

知名 倫子 （宜野座小 4 年） …… ……… P83
RIN'K0 QI INA 

又吉 椎菜 （漠那小 5 年） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P83
SHI INA �IATAYOSIII 

仲田 尚仁 （南風原小 4 年） …………… P84
Aamo NAKADA 

平良 久美子 （志真志小 5 年） ………… P84
K�IIKO TAIRA 

仲本 達郎 （城西小 5 年） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P85
TATSIJRO 叫lmo

新垣 史織 （知念小 5 年） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P85
SIi i OR I ARAKAKI 

目 取真 輔 （北玉小 5 年） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P86
T ASUKLI �IEOORU、IA

城間 祥大 （若狭小 6 年） ・ ・ ・ ・ • • • • … • • • •• • • P86 
SIi(X JDA I SII I RO\IA 

照屋 寛佳 （城南小 6 年） …• • … … … •… P87
I I I HOYOSII I  TERUYA 

知念 鈴奈 （伊江中 1 年） ・ ・ ・ ・ • •… ……· · · P88 
SllZllNA CHIN即

仲間 良成 （越来中 1 年） … • • •… …… · · ·  P88 
YOSIHNARI NAl凶＼IA

牧山 梨紗 （沖縄尚学中 1 年） … ……… P89
RISA �IAKIYMIA 

仲程 祐介 （古蔵中 1 年） ……… ……… P89
YUSI.J'KE NAKAHOOO 

成底 徹 （港川 中 1 年） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． P90
TORU NARISOKO 

仲里 彩夏 （知念中 1 年） … … … ……… P90
AYAKA NAKAZATO 

屋嘉比 梢 （東風平中 1 年） … … … … … P91
KOZLIE YAKABI 

玉城 彩衣 （那覇中 1 年） …… ……… … P91
Al TMIAKI 

松本 佳子 （那覇中 1 年） … ……… … … P92
YOSHIKO �IAT鴎mo

東江 真理子 （伊江中 2 年） … … … … … P92
�IARIKO AGARIE 

与那覇 悠 （伊良波中 2 年） … … ……… P93
IIARUKA Ya螂

古謝 ち ひ ろ （嘉手納中 2 年） … … … … P93
QIIHIRO KOJA 

比嘉 紗苗 （鏡が丘養護学校中 2 年） … P94
SANAE HIGA 

仲程 若菜 （古蔵中 2 年） … …… …… • •• P94
WAKANA NAKAHOOO 

平 田 吉郎 （佐敷中 2 年） …… ………… P95
YOSHIRO HIRATA 

比嘉 彩賀 （松城中 2 年） ……………… P95
AYぬ HIGA

比嘉 亜樹 （興南中 2 年） ………… P96
AKI HIGA 

古堅 葵 （安田中 3 年） …………… P96
AOI FllRlXiEN 

佐久川 俊介 （沖縄尚学中 3 年） … P97
SHUNSU糀 訊KlXiAWA

謝花 千夏 （宮里中 3 年） ………… P97
OIINATSU JAflANA 

普天間 一樹 （小禄中 3 年） ……… P98
KAZI..IK I FUTF.NMA 

玉那覇 優香 （西原東中 3 年） …… P98
YI.IKA TAMANAftA 

宮城 鮎子 （西原東中 3 年） … • •• •… P99
AYI.IKO MIYAGI 

高田 真奈美 （小禄高 1 年） ……… P99
�IANA.\11 T AKADA 

上原 恵里佳 （昭和薬科付属高 1 年） Pl OO 
ERIKA UEllARA 

与那覇 恵梨 （石川高 1 年） ……… Pl OO
ERi YO!螂

徳里 麗華 （石川高 1 年） ………… P101
REIKA TCl<UZATO 

中村 晴枝 （那覇国際高 1 年） …… P101 
•IARUE NAKMlJRA 

伊計 美希 （宮古高 2 年） …… …• • • P102
MIK I  IKEI 

仲宗根 智世 （宮古農林高 2 年） … P1 02
TOIOYO NAKAS暉

佐久田 智世 （宮古農林高 2 年） … P103
ro.OYO SAKUDA 

川 口 真未 （首里東高 2 年） • • ?…… P1 03 
�!MIi KAWAGOCHI 

池原 理ー （普天間高 2 年） … …… P104
R I I  CHI IKEHARA 

宝蔵寺 祐司 （普天間高 2 年） …… P104
YI.IJI HOZOJI 

仲間 明奈 （宮古高 3 年） ………… P105
AKINA NAKAl\IA 

茶畑 美加 （小禄高 3 年） ………… P105
MIKA CHABATA 

新崎 舞 （小禄高 3 年） …• • •……… P106 
�IAI 邸AKI

比屋根 恵美 （南風原高 3 年） …… P106
匹I HIYANE 

真謝 絵美 （名護高 3 年） ………… P107
EMI �11\JA 
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